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国
際
化
時
代
と
Ｈ
本
創
．
》
へ

東
京
政
策
研
究
所
所
長
Ｇ
・
ス
カ
レ
ラ

Ⅱ
本
が
欧
米
先
進
川
に
追
い
つ
い
た
今
Ⅱ
、
次
に
川
を
為
す
べ
き
か
は
覗
嬰
な
牒
迦
で
あ
る
。
Ⅱ

本
の
国
際
的
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
本
書
が
出
た
意
味
は
大
き
い
。

筑

波

大

学

客

員

教

授

Ａ

・

ベ

ィ

本
諜
は
、
《
ト
ー
仙
紀
を
兇
辿
し
、
八
十
年
代
に
対
処
す
る
た
め
の
、
朧
史
、
久
化
、
仏
統
を
も

ふ
ま
え
た
学
際
的
な
政
策
研
究
で
あ
る
。
￥
男
些
巡
あ
る
学
者
た
ち
に
よ
る
こ
の
報
生
凱
ｎ
は
川
Ｈ
の
Ⅱ
本

に
確
た
る
桁
標
を
り
ぇ
る
て
あ
ろ
う
．

外

交

評

論

家

在

米

那

須

聖

爺
近
の
世
界
情
勢
を
見
る
と
、
Ｈ
本
は
こ
こ
二
・
三
年
内
に
第
二
次
大
職
以
来
の
枇
界
的
な
大
勧

乱
に
巻
き
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
本
書
が
出
た
こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。

三

井

不

動

産

（

株

）

会

長

江

戸

英

雄

本
書
は
、
二
千
名
に
も
及
ぶ
国
内
外
の
学
者
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
激
励
の
八
卜

年
代
に
伽
か
お
う
と
す
る
Ⅱ
本
と
世
界
に
対
す
る
愛
国
の
心
情
が
港
み
出
て
い
る
．

一
町
デ
ム
」

ｌ
毎
世
界
平
和
教
授

ア

カ

ー

て

へ

へ

ｌ

出

版

局



h

国際化時代と日本
一80年代への対応一

世界平和教授アカデミー編

松下正寿謝多

ド



I

日
本
の
繁
栄
を
約
束
し
て
い
た
国
際
環
境
は
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
一
変
し
、
日
本
は
海
図
な
き
荒
海
に
投
げ

出
さ
れ
た
。
八
○
年
代
は
な
お
一
層
の
激
動
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
日
本
が
誤
り
な
き
進
路
を
ど
う
探
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
民
族
と
国
家
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
一
方
、
国
内
で
は
教
育
や
防
衛
問
題

な
ど
、
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
大
問
題
に
つ
い
て
国
論
が
大
き
く
分
裂
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
多
く
の
国
民
は

ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
べ
き
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。

日
本
が
お
か
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
内
外
の
現
状
を
憂
え
て
、
世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
と
す
る
一

群
の
学
者
が
、
学
際
的
研
究
方
法
に
よ
る
「
十
年
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
」
三
年
プ
ロ
ジ
干
一
ク
ト
に
挑

戦
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
既
に
冒
際
化
時
代
と
日
本
’
十
年
後
の
国
家
目
標
ｌ
』
（
善
本
社
刊
）
と
題
し
て

発
表
さ
れ
た
が
、
な
に
ぶ
ん
七
四
二
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
た
め
、
忙
し
い
諸
氏
に
も
そ
の
大
意
を
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
こ
に
報
告
書
の
要
約
版
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
要
約
の
作
業
は
、
出
来

る
だ
け
原
著
に
即
し
つ
つ
、
今
村
和
男
氏
を
中
心
と
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
、
最
後
に
全
体
を

は
じ
め
に

3



I

松

下

が

監

修

し

た

。

４

二
十
一
世
紀
は
、
文
明
史
的
、
な
ら
び
に
政
治
・
経
済
的
に
み
て
太
平
洋
の
時
代
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
二
つ
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
発
生
す
る
可
能
性
が
予
測
さ
れ
、
今
後
十
年
間
の
日
本
の
生
き

残
り
戦
略
（
基
本
戦
略
）
は
、
太
平
洋
時
代
へ
の
準
備
と
こ
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
対
処
す
る
た
め
、
自
ら
の

持
て
る
パ
ワ
ー
（
経
済
・
技
術
力
、
マ
ン
・
パ
ワ
ー
等
）
を
世
界
平
和
の
た
め
に
投
入
す
る
平
和
の
戦
略
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日
本
が
、
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
世
界
平
和
の
主
導
的
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
の
日
本
の
国
際
化
、
お
よ
び
真
の
主
体
性
と
責
任
感
の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。
各
論
で
は
、
以
上
を
踏

ま
え
、
政
治
、
安
全
保
障
、
経
済
、
科
学
技
術
、
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
個
別
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
研
究
に
お
い
て
「
歴
史
の
観
察
者
」
で
は
な
く
、
薪
し
い
歴
史
を
創
造
す
る
積
極
的
主
体

者
」
と
し
て
の
立
場
を
採
り
、
数
々
の
行
動
指
針
を
提
示
し
た
。
従
っ
て
、
本
書
へ
の
反
論
が
生
じ
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
む
し
ろ
、
本
書
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
、
国
家
の
基
本
的
方
向
に
関
す
る
様
々
の
自
由

な
国
民
的
論
議
が
沸
騰
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

最
後
に
、
今
回
発
表
し
た
報
告
書
は
、
あ
く
ま
で
現
段
階
で
到
達
し
た
一
つ
の
ド
ラ
フ
ト
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

は
さ
ら
に
研
究
と
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
明
確
な
日
本
丸
の
フ
ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
、
具
体
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。



ゴ
ー
ル
に
仕
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

未
熟
な
点
も
多
い
の
で
、
読
者
諸
氏
の
忌
輝
の
な
い
ご
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
九
月
二
十
日

世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー

会

長

松

下

正

寿
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第
二
章
国
家
目
標
設
定
の
手
順

第
一
章
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
の
背
景

一
、
研
究
の
必
然
性
．
：
…
・
…
…
：
…
・
…
：
…
．
：
…
・
・

二
、
研
究
の
特
徴
…
・
…
．
．
…
：
：
。
…
…
・
；
：
…
…
…
．
．

三
、
研
究
体
系
…
．
．
：
…
：
…
…
・
…
．
：
．
：
：
…
…
…
…

は

じ

め

に

第

一

部

総

論

目

次

シ

22 18 16 1525
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第
五
章
日
本
の
今
後
十
年
間
の
国
家
目
標
と
戦
略

一
、
八
○
年
代
の
国
家
目
標
と
基
本
戦
略
．
：
．
．
：
：
…
：
：
：
．

二
、
国
家
目
標
の
設
定
~
．
：
．
．
：
．
：
・
・
・
…
…
．
：
．
…
…
・
・
；
~
：
．
．
．

三
、
基
本
戦
略
の
確
立
：
．
．
：
。
：
…
…
…
：
：
…
…
．
：
…
：
…
．

四
、
長
期
戦
略
の
展
望
－
‐
太
平
洋
時
代
へ
の
準
備
…
．
：
：
、

五
、
個
別
戦
略
の
展
開
・
…
：
．
：
．
．
…
…
…
・
・
・
…
：
。
：
…
：
．
；
．

第
四
章
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
と
日
本
の
主
体
的
条
件

一
、
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
・
・
…
：
~
：
。
：
・
・
・
・
…
…
…
：
：
：
：
；
…
：

二
、
日
本
国
内
の
主
体
的
条
件
…
…
．
：
…
・
・
：
；
~
．
：
…
・
…
：
。
…
：
：
．
．

第
三
章
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定
…
：
．
．
：
．
、

一
、
文
明
史
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
展
望
；
．

二
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
に
根
ざ
す
国
家
目
標

4330 29108 106 89 85 82 8] 6956 55
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第
三
章
共
存
の
た
め
の
経
済
政
策

第
二
章
日
本
の
総
合
安
全
保
障
政
策
・
…
：
・
一
、
新
し
い
防
衛
哲
学
の
確
立
：
…
…
…
：
．
：
．
：
：

二
、
国
防
体
制
の
整
備
・
…
・
…
．
．
…
：
：
．
：
．
…
．
．
：
：

三
、
経
済
安
全
保
障
の
提
言
：
…
・
…
：
：
．
；
：
．
…
．
、

四
、
西
太
平
洋
海
洋
集
団
安
全
保
障
体
制
の
提
言

第
一
章
国
際
化
時
代
に
適
応
す
る
政
治
と
外
交

一
、
な
ぜ
政
治
に
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
か
．
．
：
：
．
：

二
、
政
治
改
革
へ
の
提
言
…
．
：
…
．
．
：
：
．
：
：
；
~
…
：
．
．
・
・
・

三
、
行
政
と
司
法
の
望
ま
し
い
関
係
・
…
…
．
．
…
：
．
…
：

四
、
外
交
政
策
へ
の
提
言
：
．
：
…
…
：
．
：
．
…
：
．
：
．
・
・
・
：
：

第
二
部
個
別
戦
略
の
展
開

｡ G ● ● ●

● ● 申 ○ o

121 120 118 114 113141 l37 134 132 126 125
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第
四
章
世
界
平
和
の
た
め
の
科
学
技
術
政
策

一
、
日
本
の
科
学
技
術
政
策
の
特
質
と
課
題
：
・
・
・
…
．

二
、
新
し
い
科
学
技
術
理
念
の
確
立
・
・
・
：
：
．
…
．
．
：
：
．

三
、
科
学
技
術
政
策
へ
の
提
言
…
…
：
：
：
…
・
…
：
．
：

四
、
環
太
平
洋
の
経
済
・
社
会
開
発
へ
の
貢
献
：
…

第
五
章
国
際
化
時
代
に
お
け
る
教
育
と
文
化

一
、
新
し
い
教
育
理
念
の
確
立
・
・
・
：
…
：
：
・
・
・
…
…
・
・
一

二
、
期
待
さ
れ
る
日
本
人
像
…
：
…
．
：
．
：
・
・
・
；
・
・
・
：
．
？

一
、

一
一
、

一
一
一
、

目
標
設
定
の
基
本
と
新
し
い
経
済
理
念

共
存
の
た
め
の
経
済
戦
略
．
．
．
…
…
…
‘
・

太
平
洋
経
済
統
合
の
推
進
：
：
．
．
：
…
・
…

､

lW146 142164 160 158 1W155170 168 167
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第
七
章
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
達
成
の
要
請
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
使
命

一
、
国
民
及
び
各
界
へ
の
要
請
：
：
．
…
．
．
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
．
．
…
・
…
：
…
…
：
：

二
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
使
命
…
…
…
・
・
・
~
…
：
．
：
：
~
．
：
：
：
．
…
…
：
…
…
・
・
・
…
：
：
。
：
：

第
六
章
マ
ス
コ
ミ
へ
の
提
言

一
、
報
道
の
原
則
：
：
…
：
：
：
；
：

二
、
日
本
の
新
聞
界
の
現
状
：
．
：
、

三
、
新
聞
改
革
へ
の
提
言
…
…
：

四
、
テ
レ
ビ
時
代
へ
の
対
応
・
…
．

あ
と
が
き

三
、
教
育
改
革
へ
の
提
言
．
．
、

四
、
教
育
と
文
化
の
国
際
化

174 172192 1M186 185 183 181 179 178 177
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第
一
章
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
の
背
景

第三回世界平和に関する国際会議(1974,12）



戦
後
三
十
四
年
を
経
て
も
、
日
本
は
未
だ
国
の
基
本
的
な
方
向
性
や
基
盤
的
国
力
の
一
貫
で
あ
る
防
衛
問
題
に

つ
い
て
、
国
論
は
分
裂
し
て
い
る
。
他
方
、
有
利
に
働
い
た
国
際
環
境
や
安
価
な
石
油
を
も
と
に
、
日
本
は
こ
の
間
奇

跡
的
な
経
済
復
興
を
遂
げ
、
経
済
大
国
へ
と
成
長
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
最
近
と
み
に
日
本
の
国
際
的
責
任
を
問

う
声
が
国
内
外
で
増
大
し
、
国
際
社
会
へ
の
日
本
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
や
こ
の
よ
う
な
日
本
の
弱
点

を
も
考
慮
し
つ
つ
、
激
動
す
る
国
際
情
勢
下
に
お
け
る
日
本
の
生
き
残
り
の
国
家
総
合
戦
略
を
確
立
す
る
必
要
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
困
難
な
課
題
が
あ
る
。
一
九
六
○
年
代
ま
で
経
済
成
長
と
西
欧
に
追
い
つ
き
追

い
越
す
こ
と
を
国
家
目
標
と
し
て
き
た
日
本
も
、
七
○
年
代
に
な
る
と
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
資
源
の
枯
渇
、
環
境
破

壊
等
の
問
題
に
直
面
し
た
。
こ
れ
は
工
業
先
進
国
に
共
通
の
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
科
学
技
術
文
明
へ
の
反
省

が
世
界
的
に
生
じ
た
。
さ
ら
に
ま
た
従
来
の
福
祉
政
策
、
人
権
、
民
主
化
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
代
は
西
欧
的
近
代
化
の
理
念
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
東
洋
的
伝
統
を
も
融
合
し
た

一
、
研
究
の
必
然
性

16



れ
、
学
問
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
実
の
課
題
に
対
応
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
「
世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
」
（
Ｐ
Ｗ
Ｐ
Ａ
）
は
、
小
さ
な
集
団
で
は
あ

る
が
、
以
上
の
現
状
を
打
破
し
て
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
輝
か
し
い
展
望
を
開
く
た
め
、
一
群
の
学
者
の
頭

脳
を
結
集
し
、
「
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ
る
よ
う
な
十
年
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
」
を
設
定
す
る

研
究
に
着
手
し
た
。
二
十
一
世
紀
を
目
指
し
な
が
ら
、
「
十
年
後
」
に
目
標
を
し
ぼ
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
に
先
の

こ
と
で
は
予
想
が
つ
き
に
く
く
、
さ
り
と
て
あ
ま
り
に
目
先
の
こ
と
で
は
、
利
害
が
か
ら
ん
で
意
見
の
一
致
が
得

ら
れ
に
く
い
、
十
年
ぐ
ら
い
先
の
こ
と
な
ら
ば
比
較
的
国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
や
す
い
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

基
本
認
識

こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
は
、
次
の
二
点
を
基
本
認
識
と
し
て
い
る
。

第
一
は
、
現
代
は
文
明
の
一
大
転
換
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
と
こ
ろ
で
、
西
欧
の
未
来
研
究
は
極
め
て
実
証
的

二
、
研
究
の
特
徴

18



ゴール研究の背獄第一章ナショナル

新
し
い
文
明
的
理
念
を
模
索
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
文
明
史
的
展
望
に
立
っ
て
新
し
い
国
家
目
標
を
探
求
す
る
こ
と
は
、
人
類
史
的
課
題
で
あ
る
と
同

時
に
、
厳
し
い
内
外
の
現
状
を
乗
り
越
え
る
上
で
、
日
本
に
と
っ
て
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
国
内
に

総
合
的
・
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
国
家
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
い
う
主
体
的
な
動
き
が
果
た
し

て
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

政
治
１
１
未
来
を
先
取
り
す
べ
き
政
治
は
、
選
挙
目
当
の
そ
の
日
暮
ら
し
で
、
派
閥
間
の
権
力
闘
争
や
政
党
間

の
不
毛
の
論
争
に
終
始
し
、
国
際
的
視
野
に
立
つ
未
来
指
向
の
姿
勢
を
欠
い
て
い
る
。
一
部
政
治
家
の
腐
敗
と
相

ま
っ
て
自
ら
主
導
性
を
失
い
、
政
治
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
ま
す
ま
す
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

国
民
ｌ
敗
戦
直
後
の
占
領
軍
の
日
本
無
力
化
政
策
が
功
を
奏
し
、
日
本
人
は
公
共
の
た
め
に
尽
く
す
と

い
う
高
い
モ
ラ
ル
や
国
家
意
識
を
失
い
、
物
質
中
心
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
横
行
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
家
の

命
運
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
と
い
う
積
極
的
姿
勢
は
期
待
で
き
な
い
。

大
学
ｌ
大
学
は
最
高
学
府
だ
と
い
う
理
念
は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
大
学
は
「
学
生
自
治
会
」
と

い
う
名
の
も
と
に
、
事
実
上
、
外
部
の
政
治
勢
力
の
専
制
支
配
下
に
あ
り
、
学
問
の
自
由
も
事
実
上
な
い
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
も
と
で
研
究
や
教
育
に
創
造
的
な
成
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
講
座
制
が
温
存
さ

17



歴
史
に
お
け
る
人
間
の
行
動
と
結
果
の
う
ち
、
と
か
く
結
果
の
み
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
れ
以
上
に
行
動
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
の
上
に
立
ち
、
従
来
の
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
単
な
る
雇
史
の
観

察
者
」
と
い
う
立
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
来
の
「
歴
史
を
創
造
す
る
主
体
者
」
と
し
て
の
立
場
も
考
慮
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
わ
研
究
は
、
方
法
論
と
し
て
は
で
き
る
限
り
学
問
的
で
あ
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
同
時
に
、
行
動

の
指
針
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
、
高
度
の
政
治
的
内
容
を
も
含
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
々
の
同
意
と
賛
同
を
期
待
す
る
が
、
我
々
の
立
場
と
対
立
す
る
意
見
を
持
つ
人
々
が
い
る
こ
と
も
止

む
を
得
な
い
。

未
来
予
測
の
手
法

未
来
を
展
望
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
未
来
を
現
在
の
延
長
と
し
て
考
え
て
い
く
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
方
法
は
、
一
見
合
理
的
・
科
学
的
の
よ
う
に
見
え
て
、
そ
の
実
、
形
式
的
・
非
現
実
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

歴
史
は
現
在
の
延
長
線
上
に
展
開
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
歴
史
の
決
定
的
出
来
事
は
、
む
し
ろ
前
も
っ
て
は
予

基
本
姿
勢
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第一・章ナショナル ゴール研究の背於

で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
点
も
あ
る
が
、
根
本
に
お
い
て
世
の
中
は
段
々
と
よ
く
な
っ
て
い
く
も
の
だ
と
い
っ
た
、
漠

然
と
し
た
進
歩
史
観
が
無
意
識
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
研
究
も
こ
れ
と
類
似
し
た
も
の
が
多
く
、
さ

ら
に
、
西
欧
に
お
い
て
す
で
に
見
直
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
従
来
の
「
福
祉
」
「
平
等
」
「
人
権
」
「
個
人
主
義
」

等
の
理
念
に
基
づ
く
提
言
が
多
い
。

し
か
し
現
代
は
、
近
代
文
明
の
基
礎
に
あ
る
物
質
中
心
、
個
人
中
心
の
も
の
の
考
え
方
自
体
の
抜
本
的
な
再

検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
り
、
む
し
ろ
文
明
の
根
本
的
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
わ
れ
わ
れ
は
現
代
文
明
の
延
長
上
に
解
決
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
現
代
を
文
明
の
一
大
転
換
期
（
危
機
の

時
代
）
と
し
て
捉
え
「
物
と
心
の
調
和
の
と
れ
た
新
し
い
生
き
方
」
「
東
西
文
明
を
止
揚
し
た
人
類
共
存
共
栄
の

新
し
い
文
明
的
理
念
」
の
創
造
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ
。

第
二
は
当
面
の
課
題
は
国
際
標
準
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
一
九
八
○
年
代
に
は
史
上
未
曾
有
の
国
際
的
大
激

動
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
わ
が
国
は
「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
し
て
国
際
協
力
を
深
め
て
い
く
以
外
に
生
き

残
る
道
は
な
い
。
し
か
る
に
日
本
人
は
長
い
歴
史
を
通
じ
て
島
の
中
だ
け
で
生
き
て
き
た
の
で
、
国
際
社
会
で
生

十

，

べ

き
る
術
を
知
ら
ず
、
基
本
と
な
る
外
交
政
策
さ
え
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
際
環
境
の
変
化
に
対
応

し
得
る
柔
軟
な
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
が
目
下
の
最
大
の
急
務
で
あ
る
。
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ヨナル・ゴール研究の背最鞆一章ナシ

問
題
の
抽
出
と
目
的
展
開
の
方
法

今
日
の
諸
現
象
の
中
か
ら
問
題
を
抽
出
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
Ｋ
・
Ｊ
法
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
異
な
る
諸
目

的
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
－
の
決
定
、
な
ら
び
に
そ
の
体
系
的
展
開
に
は
、
Ｐ
．
Ｄ
法
（
ポ
リ
シ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
法
、

原
著
六
六
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
採
用
し
、
全
体
の
整
合
性
の
保
持
に
努
め
た
。

測
し
え
な
い
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
異
変
）
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
こ
の
「
科
学
的
方
法
」
の
み
で
は
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
は
予
測
も
理
解
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
予
知
は
む
し
ろ
「
科
琴
室
以
外
の

方
法
で
な
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
蓮
上
人
が
蒙
古
の
襲
来
を
予
言
し
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
顕
著
な
一

例
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
時
の
兆
し
」
を
敏
感
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
時
の

兆
し
」
を
感
じ
取
る
た
め
に
は
、
派
閥
や
利
害
を
超
越
し
、
純
粋
な
心
で
時
代
に
対
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
未
来
予
測
に
際
し
て
、
実
証
的
態
度
を
尊
重
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ

の
限
界
性
を
も
認
識
し
、
「
如
是
我
聞
」
の
心
境
で
そ
の
折
々
の
事
象
に
接
し
、
「
時
の
兆
し
」
を
深
く
読
み
取

る
こ
と
に
も
努
力
し
た
。
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ファンクション・ダイヤグラム ブ
（
》
○

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
の
基
本
構
図
と
担
当
研
究
部
会
を
第
一
図
に
示
す
。
こ
こ
で
の
上
位
目
的
は
新
文

明
の
創
造
と
い
う
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
で
あ
り
、
基
本
目
的
は
十
年
後
を
目
標
に
し
た
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
連
な
る
下
位
目
的
は
基
本
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
個
別
手
段
で
あ

期待される日本人を
を育成する

三
、
研
究
体
系

(教育研究部会）

斗弓鰡蝋。
（政治研究部会）

斗霊…爆。
（安全保障研究部会）

斗総撫濾“
（経済研究部会）

斗鐵繍蕊

国際性のある政治
体制を確立する

国家の安全を保障
する

共存共栄の経済体
制を確立する

世界に貢献する自
主技術を開発する

(創造科学研究部会） 22



第一章・ナショナル~ゴール研究の背景

第1図日本のナショナル・ゴール設定の

(付帯条件）
①10年後を指向
②デザインの範囲
I)インプット ：学識経
験者の知識と知恵
11)アウトプット ：提言

③完成期限： 1979． 2 ． 1

国際社会における
日本の役割を明確
にし、その責任を
果たす

文明的混迷の中
にある人類社会
に方向性を与え
る

<上位目的〉 <基本目的〉

(総合班）
(文明と宗教研究部会）

日本のナショナル
・ゴールを設定す
る

’

ナショナル・ゴー

ル研究の新しい方
法論を確立する

(管含箪識含ｸﾙｰﾉ
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L

で
は
今
後
十
年
間
の
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
（
国
家
目
標
）
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
具
体
的
に
定

め
て
い
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
「
十
年
後
の
国
家
目
標
」
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
「
国
家
目
標
の
基
本
」
を
、
国
家
の

①
亜
立
、
②
笙
存
と
繁
栄
、
③
存
立
意
義
と
し
た
。
国
家
の
独
立
を
守
る
と
は
、
政
治
的
独
立
と
伝
統
的
文
化
を

保
持
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
国
家
の
生
存
と
繁
栄
と
は
経
済
的
国
益
の
維
持
と
増
大
を
意
味
し
、

具
体
的
に
は
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
市
場
の
安
定
確
保
、
な
ら
び
に
（
特
に
日
本
に
お
い
て
は
）
海
路
の
維
持

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
も
う
一
つ
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
国
家
の
存
立
意
義
で
、
こ
れ
は
消
極
的
に
は
他
国
に

危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
積
極
的
に
は
他
国
の
た
め
に
な
ん
ら
か
の
貢
献
を
な
す
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
に
国
際

に
社
会
対
し
て
国
家
と
し
て
の
価
値
を
あ
ら
わ
す
の
で
な
け
れ
ば
、
政
治
的
独
立
や
経
済
的
繁
栄
が
達
成
さ
れ
て
も

国
家
存
続
の
意
義
は
う
す
い
も
の
と
な
る
。

こ
う
い
う
国
家
観
、
「
基
本
目
標
」
を
立
て
た
上
で
、
次
に
世
界
全
体
の
文
明
の
大
き
な
歴
史
的
潮
流
の
中
か

ら
、
日
本
独
特
の
文
化
・
伝
統
・
国
民
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
の
長
期
的
見
通
し
（
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
立
て
た
。

そ
し
て
そ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
の
準
備
と
、
実
現
に
向
か
っ
て
の
始
動
ｌ
こ

れ
が
さ
し
当
た
っ
て
八
○
年
代
、
十
年
間
の
日
本
の
国
家
目
標
と
な
る
。
こ
う
い
う
想
定
の
も
と
に
、
ま
ず
日
本

■

巳

~

L
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第当章国家間標設定の手噸

が
置
か
れ
て
い
る
国
際
的
な
政
治
環
境
、
経
済
環
境
、
社
会
環
境
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
日
本
自
体
が
有

し
て
い
る
主
体
的
条
件
ｌ
国
力
、
日
本
の
国
民
性
、
社
会
機
構
、
改
革
の
核
心
と
な
る
主
体
勢
力
を
ど
こ
に
求
め

る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
諸
要
因
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
全
体
を
総
合
し
て
八
○
年
代
の
国
家
目
標
を
提
起
し
た
。
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ヘ
ー
ゲ
ル
ー
マ
ル
ク
ス
史
観

従
来
の
実
証
主
義
的
な
未
来
研
究
は
、
現
在
の
傾
向
が
そ
の
ま
ま
未
来
に
延
長
さ
れ
る
と
い
う
安
易
な
仮
定
に

基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
現
実
の
諸
事
象
の
う
ち
、
た
と
え
ば
人
口
の
よ
う
な
、
比
較
的
単
純

で
不
確
定
要
素
の
少
な
い
一
側
面
だ
け
に
問
題
を
限
定
し
て
扱
え
ば
、
確
か
に
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
を
経

済
・
政
治
・
防
衛
と
い
う
よ
う
に
拡
大
し
、
そ
の
複
雑
な
か
ら
み
合
い
の
全
体
に
対
し
て
信
頼
性
の
大
き
い
予
測

を
立
て
よ
う
と
す
る
と
、
不
確
定
要
素
の
方
が
大
部
分
な
の
で
う
ま
く
行
か
な
い
。
歴
史
は
予
測
可
能
な
日
常
的

事
象
の
連
続
で
は
な
く
、
む
し
ろ
思
い
も
よ
ら
ぬ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
集
積
で
あ
り
、
と
く
に
現
代
の
よ
う
な

未
曾
有
の
激
動
の
時
代
の
未
来
予
測
の
方
法
と
し
て
は
こ
の
方
法
は
全
く
不
適
当
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
す
る
に
は
、
ま
ず
、
①
世
界
歴
史
の
部
分
で
は
な
く
て
全
体
の
か
ら
み
合
い
を

一
、
文
明
史
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
展
望

(1)

史
観
の
確
立
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第三蹴長期ビジョンの投定

総
合
的
に
扱
い
、
②
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
構
造
に
つ
い
て
の
洞
察
を
そ
の
歴
史
の
論
理
の
う
ち
に
含
ん
で
い
る

よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
史
観
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
来
の
史
観
の
う
ち
こ
の
要
請
を
満
た
す
も

の
は
、
種
々
の
難
点
を
含
む
と
は
い
え
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ー
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
史
観
を
お
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
へ
ｌ
ゲ
ル
ー
マ
ル
ク
ス
史
観
は
、
①
歴
史
を
究
極
的
に
動
か
す
実
体
弁
圭
き
た
弾
力
性
の
あ
る
自
由

な
人
格
と
は
見
ず
、
歴
史
的
必
然
性
に
支
配
さ
れ
た
非
人
格
的
、
没
個
性
的
な
硬
直
化
し
た
理
念
、
あ
る
い
は
物

質
の
運
動
と
捉
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
②
そ
の
運
動
が
正
１
反
Ｉ
合
の
矛
盾
と
闘
争
と
に
よ
っ
て
動
か
さ

れ
て
い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
点
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
歴
史
を
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
捉
え
れ
ば
、
当
然
歴

史
を
担
う
人
間
一
人
一
人
の
自
由
な
人
格
、
動
機
、
倫
理
、
責
任
に
対
す
る
配
慮
が
う
す
れ
、
た
だ
暴
力
に
よ
っ

て
相
手
を
制
圧
す
る
こ
と
に
し
か
主
た
る
関
心
が
向
か
な
い
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
う
責
任
不
在
の
非
人
格
的
史

観
が
現
実
の
行
動
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
時
、
い
か
に
悲
惨
な
事
態
が
生
ず
る
か
は
、
わ
れ
わ
れ
が
国
内
外
に
お

い
て
し
ば
し
ば
見
聞
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
提
起
し
た
運
動
と
発
展
の
弁
証
法
の
論
理
を
突
き
つ
め
て
い
け
ば
、
そ
の
「
弁
証
法
」

の
担
い
手
は
生
き
た
人
格
、
「
生
け
る
神
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
神
が
唯
一
の
、
調
和
し
た
人
格

的
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
運
動
と
発
展
の
根
本
に
あ
る
も
の
も
無
思
慮
な
矛
盾
や
対
立
で
は
な
く
、
建
設
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的
な
目
的
（
理
想
）
に
支
え
ら
れ
た
調
和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

聖

書

史

観

こ
う
い
う
観
点
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
発
想
の
さ
ら
に
原
点
で
あ
る
聖
書
の
根
本
思
想
に
立
ち
返
り
、
「
神
話
的
」

だ
と
の
非
難
を
覚
悟
の
上
で
、
あ
え
て
歴
史
を
、
世
界
の
創
造
主
で
あ
る
唯
一
の
人
格
的
な
「
生
け
る
神
」
の
意

志
と
、
そ
れ
に
さ
か
ら
う
「
悪
霊
」
（
サ
タ
ン
）
の
意
志
と
の
闘
争
史
だ
と
見
る
立
場
を
復
活
さ
せ
た
い
（
こ
れ

（

註

１

）

を
仮
に
聖
書
史
観
と
名
づ
け
よ
う
）
。

人
類
の
歴
史
を
相
次
ぐ
「
闘
争
」
の
過
程
だ
と
見
る
点
で
は
、
聖
書
史
観
は
マ
ル
ク
ス
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
本
質
を
「
階
級
闘
争
」
だ
と
は
見
な
い
。
「
神
と
悪
霊
と
の
闘
争
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
歴
史
上
、

誤
用
、
悪
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
善
」
と
「
悪
」
と
の
闘
争
と
い
う
図
式
に
無
反
省
に
置
き
換
え
て
し
ま

う
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
有
し
て
い
る
善
悪
の
観
念
は
社
会
的
・
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
た
も
の
で
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
内
容
が
変
わ
る
相
対
的
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
「
神
と
悪
霊

と
の
闘
争
」
と
だ
け
表
現
す
る
の
で
は
そ
の
意
味
が
あ
ま
り
に
あ
い
ま
い
で
無
内
容
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の

害
毒
の
一
つ
は
、
す
べ
て
の
道
徳
観
念
を
階
級
的
内
容
に
還
元
し
て
相
対
化
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
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第三章長期ビジョンの設定

と
な
る
。

マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
主
義
体
制
下
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
終
局
の
勝
利
を
信
じ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ

れ
は
神
の
終
局
の
勝
利
を
信
ず
る
。
神
は
最
後
に
は
必
ず
勝
利
し
、
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
が
、
そ
の
闘
争
の
過

程
に
お
い
て
は
必
ず
勝
利
す
る
と
は
い
え
ず
、
一
時
的
に
敗
北
し
て
神
の
勝
利
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
は
常
に
あ

る
。
故
に
そ
の
た
た
か
い
は
必
死
で
あ
り
、
危
険
を
伴
う
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
勝
利
は
延
長
さ
れ
は
し

て
も
、
最
後
に
は
必
ず
達
成
さ
れ
る
。
聖
書
史
観
は
こ
の
よ
う
に
、
終
局
に
お
け
る
神
の
勝
利
の
確
信
と
、
過
程

に
お
け
る
勝
利
の
不
確
定
性
と
を
告
知
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
希
望
と
緊
張
の
た
ゆ
ま
ぬ
源
泉

て
は
、
革
命
の
名
の
も
と
に
殺
人
そ
の
他
の
す
べ
て
の
悪
徳
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
倫
理
的
相
対
主
義
を

正
し
て
い
く
た
め
に
は
、
善
悪
の
内
容
の
規
定
が
人
為
的
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
、
神

の
意
志
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
行
為
を
仮
に
「
善
」
、
そ
れ
と
対
立
す
る
と
思
わ
れ
る
行
為
を
「
悪
」
と
規
定

す
る
こ
鯉
鈍
善
悪
の
判
定
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
実
際
上
の
や
む
を
え
ざ
る
処
置
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（
註
１
）
こ
の
聖
書
史
観
は
、
宇
宙
全
体
の
創
造
主
と
し
て
の
神
を
中
心
と
し
て
歴
史
を
見
る
と
い
う
点
で
総
合
的

超
民
族
的
性
格
を
持
ち
、
ま
た
、
歴
史
上
の
相
次
ぐ
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
椛
造
に
つ
い
て
の
深
い
洞
察
（
人
間
の
普
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科
学
か
ら
宗
教
へ

西
欧
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
に
端
を
発
す
る
「
近
代
文
明
」
は
い
ま
や
全
世
界
へ
と
波
及
す
る
に
至
っ

た
。
近
代
文
明
の
核
心
を
な
す
も
の
は
科
学
的
精
神
で
あ
り
、
従
っ
て
、
物
質
的
で
あ
り
、
統
合
よ
り
も
分
化
に

傾
き
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
現
実
的
で
実
際
に
役
立
つ
と
い
う
実
践
的
性
格
が
こ
れ
ま
で
は
非
常
な

威
力
を
発
揮
し
た
が
、
い
ま
や
そ
の
欠
陥
の
方
が
表
に
出
て
、
次
第
に
行
き
詰
ま
り
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

(2) 遍
的
な
原
罪
と
神
か
ら
の
救
済
の
は
た
ら
き
と
の
葛
藤
と
見
る
）
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
ｉ
マ
ル
ク

ス
史
観
に
優
に
対
抗
し
得
る
だ
け
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
仮
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
こ
れ

が
唯
一
の
歴
史
の
見
方
だ
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
註
２
）
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
神
（
な
ら
び
に
悪
霊
）
の
意
志
は
絶
え
ず
生
き
て
働
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
抽
象
的
に
固
定
化
し
絶
対
視
す
る
こ
と
は
、
人
智
の
限
界
を
踏
み
越
え
た
越
権
行
為
で
あ
る
こ
と
が
常
に
反
省

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
十
一
世
紀
へ
の
歴
史
の
胎
動
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鞆2章災IMIビシ'ランの投定

太
平
洋
時
代
の
到
来

東
洋
の
宗
教
的
文
化
か
ら
西
洋
の
科
学
的
文
明
へ
、
そ
う
し
て
ま
た
再
び
東
洋
へ
と
回
帰
し
つ
つ
あ
る
人
類
歴

史
は
、
二
十
一
世
紀
に
は
一
体
ど
の
地
点
へ
向
か
っ
て
結
実
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

世
界
歴
史
の
流
れ
を
大
き
く
振
り
か
え
る
と
、
文
明
の
中
心
点
が
時
代
と
と
も
に
大
き
く
移
動
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
、
ナ
イ
ル
河
、
ガ
ン
ジ
ス
河
、
黄
河
な
ど
の
河

特
に
、
あ
ま
り
に
も
急
激
な
進
歩
発
展
は
自
然
と
人
間
と
の
調
和
を
破
壊
せ
し
め
、
人
間
に
自
己
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
自
己
固
有
の
一
貫
し
た
人
格
特
性
）
や
目
標
を
見
失
わ
せ
、
人
々
は
お
互
い
の
心
の
き
ず
な
を

失
っ
て
、
精
神
的
に
空
虚
・
孤
独
と
な
る
。
こ
う
し
た
社
会
・
精
神
状
況
か
ら
、
再
び
社
会
的
統
合
と
精
神

的
充
実
を
求
め
、
芸
術
や
宗
教
の
価
値
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
洋
か
ら
西
洋
へ

と
ま
わ
っ
た
歴
史
の
中
心
が
再
び
東
洋
の
精
神
文
明
へ
と
回
帰
し
、
精
神
面
を
主
体
と
し
て
物
質
文
明
が
そ
の
う

ち
に
包
摂
・
統
一
さ
れ
て
い
く
志
向
の
現
れ
と
も
見
ら
れ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
西
洋
文
明
の
科
学
の
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、
東
洋
文
明
の
宗
教
的
伝
統
へ
の
見
直
し
が
生
じ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
、
現
代
の
歴
史

の
大
き
な
う
ね
り
で
あ
る
。

35



川
流
域
に
発
生
し
た
人
類
の
文
明
は
、
西
方
に
お
い
て
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
エ
ジ
プ
ト
を
包
む
地
中
海
文
明
と

し
て
集
約
さ
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
越
え
て
西
欧
全
域
に
波
及
し
、
こ
こ
か
ら
飛
躍
的
な
西
欧
近

代
文
明
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
十
八
、
九
世
紀
に
な
る
と
、
文
明
の
中
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
大
英
帝
国
に
移
り
、
さ
ら
に
二
十

世
紀
に
至
る
と
、
新
大
陸
・
ア
メ
リ
カ
に
中
心
が
移
動
し
、
大
西
洋
文
明
圏
を
形
成
す
る
一
方
、
東
欧
か
ら
ロ
シ

ア
へ
と
移
行
工
た
文
明
の
流
れ
が
、
ソ
連
か
ら
中
国
大
陸
に
至
る
大
陸
文
明
圏
を
形
成
す
る
。
か
く
し
て
い
ま
や

二
つ
の
文
明
圏
が
太
平
洋
を
は
さ
ん
で
対
時
し
、
歴
史
の
焦
点
は
太
平
洋
地
域
に
移
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

太
平
洋
圏
は
政
治
面
か
ら
見
て
、
い
ま
世
界
へ
の
影
響
力
が
最
も
強
い
米
ソ
中
三
大
国
の
競
合
・
確
執
の
場
で

あ
り
、
経
済
面
か
ら
見
て
も
、
未
開
拓
の
海
洋
資
源
を
豊
富
に
持
ち
、
先
進
工
業
国
と
発
展
途
上
国
と
の
間
の
多

角
的
な
通
商
・
貿
易
に
よ
っ
て
発
展
す
る
可
能
性
を
豊
か
に
備
え
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え

て
も
、
二
十
一
世
紀
の
文
明
が
こ
の
太
平
洋
圏
を
中
心
と
し
て
大
き
く
展
開
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

上
に
重
要
な
の
は
こ
の
地
域
の
文
明
史
的
意
義
で
あ
る
。
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そ

の

必

然

性

と

意

義

西
欧
に
興
っ
た
科
学
技
術
文
明
は
、
い
ま
物
質
面
に
関
す
る
限
り
ほ
ぼ
宇
宙
の
秘
密
の
全
面
に
わ
た
り
、
先
が

見
え
て
来
た
と
言
っ
て
よ
い
。
あ
と
は
精
神
面
の
問
題
と
の
出
会
い
が
な
い
限
り
、
発
展
の
余
地
は
な
い
。
そ
の

出
会
い
の
場
こ
そ
ほ
か
な
ら
ぬ
太
平
洋
圏
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
東
洋
と
西
洋
、
自
由
圏
と
共
産
圏
、
宗
教
的
伝
統

と
近
代
科
学
等
々
、
こ
れ
ま
で
世
界
の
歴
史
上
に
現
れ
た
あ
ら
ゆ
る
宗
教
・
思
想
・
文
化
が
、
そ
れ
も
最
も
異

質
で
多
様
な
も
の
が
併
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
生
き
延
び
ん
が
た
め
に
は
、
否
応
な
し
に
「
太
平
洋
」
と
い
う

雌
一
つ
の
る
つ
ぼ
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
、
互
い
に
も
み
砕
か
れ
合
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

池
そ
の
事
情
は
か
つ
て
の
地
中
海
文
明
の
形
成
過
程
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
（
ギ
リ
シ
ャ
）
、

〉
電
へ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
（
ユ
ダ
ヤ
）
、
イ
ス
ラ
ム
（
ア
ラ
ブ
）
、
ゲ
ル
マ
ン
と
い
う
四
つ
の
全
く
異
質
な
文
化
が
混
ざ
り

ビ馴
合
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
明
の
形
成
期
に
は
相
克
と
混
乱
を
免
れ
な
か
っ
た
が
、
統
合
の
結
果
は
、
そ
の
時
点

蕊
に
お
け
る
史
上
最
高
の
文
化
に
ま
で
到
達
し
た
。
こ
れ
か
ら
形
成
さ
れ
よ
う
と
す
る
太
平
洋
文
明
が
か
か
え
る

第
多
様
性
と
複
合
性
は
、
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
大
き
く
人
類
の
全
歴
史
を
優
に
そ
の
う
ち
に
含
む
ほ
ど
の
も
の
で
あ

(3)

太
平
洋
文
明
の
創
造
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二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
．

と
は
い
え
、
小
乗
仏
教
・
大
乗
仏
教
・
儒
教
・
道
教
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
・
イ
ス
ラ
ム
教
・
ラ
マ
教
・
カ
ト
リ
ッ
ク
・

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
正
教
・
神
道
、
さ
ら
に
中
ソ
の
二
大
共
産
国
家
等
々
、
ほ
と
ん
ど
一
国
ご
と
に
異
な
る
宗
教
と
文

化
を
有
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
種
々
雑
多
の
、
い
わ
ば
寄
り
合
い
所
帯
の
異
質
文
化
を
一
つ
に
統
合

す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
わ
ざ
で
は
な
い
。
太
平
洋
文
化
圏
の
形
成
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
が
、
さ
り

と
て
必
ず
実
現
さ
れ
る
と
い
う
「
歴
史
的
必
然
性
」
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
の
創
造
的
統
合
に

失
敗
し
た
な
ら
ば
、
史
上
未
曾
有
の
荒
廃
と
暗
黒
に
見
舞
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

太
平
洋
文
化
の
未
来
に
は
、
大
き
く
言
っ
て
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
い
ま
衰
退
し
つ
つ
あ
る

西
洋
文
明
を
大
き
く
呑
み
込
も
う
と
し
て
い
る
大
陸
文
明
（
共
産
主
義
文
明
）
が
、
そ
の
ま
ま
太
平
洋
全
域
を
支

配
下
に
治
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
を
、
愛
を
憎
悪
に
置
き
換

え
て
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
世
界
制
覇
の
戦
略
と
し
て
は
、
科
学
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
近
代
合
理
主
義
の
粋
を
結

り
、
従
っ
て
、
統
合
に
当
た
っ
て
の
陣
痛
も
甚
だ
し
い
が
、
そ
の
も
み
砕
き
の
結
果
は
、
全
人
類
を
統
合
す
る
真
の
詔

意
味
の
世
界
文
明
が
構
築
さ
れ
る
期
待
を
い
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



第三章長期ビジョンの設定
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集
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
憎
悪
の
思
想
と
し
て
は
世
界
最
強
の
「
宗
教
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
ア
メ
リ
カ
が

キ
リ
ス
ト
教
的
な
使
命
感
を
失
っ
て
孤
立
主
義
の
う
ち
に
閉
じ
こ
も
り
、
日
本
が
「
平
和
ボ
ケ
」
の
ま
ま
安
逸
を

む
さ
ぼ
り
続
け
る
な
ら
、
必
ず
や
ソ
連
と
中
共
と
が
、
対
立
を
続
け
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
一
時
的
に
共
同
戦
線
を

張
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
全
域
を
分
割
占
領
す
る
に
至
ろ
う
。

第
二
の
可
能
性
は
、
物
質
面
に
偏
っ
て
衰
退
し
つ
つ
あ
る
西
洋
文
明
が
、
仏
教
や
儒
教
で
代
表
さ
れ
る
東
洋
の

宗
教
的
精
神
文
化
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
活
力
を
ふ
き
込
ま
れ
て
、
よ
り

高
次
の
世
界
性
を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
再
生
し
、
神
の
愛
と
偏
見
な
き
真
の
科
学
的
精
神
と
を
も
っ
て
、
そ

の
う
ち
に
す
べ
て
の
思
想
と
文
化
を
包
容
し
て
い
く
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
そ
れ
は
も
は
や
従

来
の
西
洋
文
明
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
で
も
、
仏
教
で
も
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
文
化
で
も
な
く
、
過
去
の
歴
史
的
遺
産

の
す
べ
て
を
含
み
つ
つ
新
し
く
創
造
さ
れ
る
真
の
総
合
文
化
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
切
望
し
て
い
る
の
は
、
こ
う

い
う
意
味
で
の
太
平
洋
文
化
圏
で
あ
る
。

(4)

太
平
洋
時
代
と
日
本
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
ー
太
平
洋
国
家
へ
Ｉ
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第4章長剛ビジョンの設定

遠
か
ら
ず
来
る
べ
き
太
平
洋
文
化
の
基
本
的
性
格
が
、
共
産
思
想
を
基
調
と
し
た
も
の
と
な
る
か
、
そ
れ
と

も
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
西
洋
の
物
質
文
明
が
東
洋
の
宗
教
的
精
神
文
化
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
過
去
の
東

洋
と
西
洋
の
遺
産
を
含
み
つ
つ
新
し
く
創
造
さ
れ
る
文
明
」
を
基
礎
と
し
た
も
の
と
な
る
か
、
二
つ
に
一
つ
だ
と

い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
際
、
文
化
的
に
も
地
政
学
的
に
も
扇
の
か
な
め
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
日
本

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
の
役
割
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
容
易
に
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
明
治
以
来
百
年
間
の
日
本
の
目
標
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
西
洋
に
追
い
つ
く
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
目
標
は
敗
戦
と
い
う
大
き
な
挫
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
ず
完
全
に
達
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
問
題
は

そ
の
次
に
何
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

太
平
洋
国
家
意
識
の
高
揚

日
本
列
島
は
世
界
最
大
の
海
洋
の
中
の
島
国
で
あ
り
、
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
何
よ
り
も
、
自
ら
が
太
平
洋
民
族

で
あ
る
と
の
自
覚
を
明
瞭
に
持
つ
必
要
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
は
海
洋
民
族
だ
と
い
う
事
よ
り
も
ア
ジ
ア
の
一
民
族
だ
と
い
う
意
識
の
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必
要
な
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
友
好
関
係

海
洋
は
本
来
、
各
国
民
が
往
来
す
べ
き
通
路
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
通
商
を
円
滑
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
通
商
の
た
め
に
は
そ
の
相
手
国
を
経
済
的
に
援
助
し
て

富
裕
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
政
治
的
支
配
は
逆
効
果
を
し
か
生
み
出
さ
な
い
。
し
か
し
海
洋
は
通
路
と
し

て
安
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
シ
ー
・
レ
ー
ン
の
確
保
の
た
め
に
若
干
の
海
上
兵
力
は
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
、
日
本
は
犬
陸
で
の
既
得
権
を
奪
わ
れ
、
心
な
ら
ず
も
、
貿
易
だ
け
に
頼
る
海
洋
国
家
の
道
を
歩
ま
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
今
日
の
日
本
の
驚
異
的
な
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
こ

と
を
良
い
教
訓
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
目
を
大
陸
よ
り
も
太
平
洋
に
向
け
太
平
洋
国
家
と
し
て
の
意
識
と

自
覚
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

方
が
強
く
、
常
に
注
意
を
大
陸
に
ぱ
か
り
向
け
て
き
た
。
明
治
七
年
の
征
韓
論
に
は
じ
ま
り
、
日
清
・
日
露
の
両
戦

役
、
満
州
事
変
、
日
支
事
変
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
等
は
す
べ
て
日
本
の
ア
ジ
ア
意
識
の
過
剰
の
現
れ
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
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第4瀧長lWlビションの投定

さ
て
、
明
確
な
史
観
の
も
と
に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
る
こ
と
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
目
標
は
当
然

達
成
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
。
「
達
成
可
能
」
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
と
か
中
華
国
民

で
は
な
く
て
日
本
民
族
と
し
て
達
成
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
と
い

う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
怪
日
本
の
将
来
の
発
展
の
方
向
は
、
平
和
的
な
通
商
を
基
本
と
す
る
太
平
洋
地
域
へ
の
進
出
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
日
本
が
安
心
し
て
太
平
洋
に
進
出
す
る
た
め
に
は
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
友
好
関
係
を
結
ぶ
こ
と

が
望
ま
し
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
、
先
方
に
日
本
に
対
す
る
顕
在
的
、
潜
在
的
な
敵
意
の
あ
る
場
合

は
（
た
と
え
ば
、
共
産
中
国
の
「
三
つ
の
世
界
」
論
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
最
終
的
に
は
ソ
米
二
超
大
国
に
次
い
で

攻
略
さ
る
べ
き
敵
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）
、
そ
の
事
実
を
率
直
に
認
識
し
、
警
戒
を
怠
る
べ
き
で
な
い
。
「
全

方
位
外
交
」
な
ど
と
い
う
虚
構
に
身
を
ま
か
せ
ず
、
は
っ
き
り
友
好
国
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
異
に
す
る
国
家
と
を

峻
別
し
た
上
で
、
外
交
関
係
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

二
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
に
根
ざ
す
国
家
目
標
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文
化
・
伝
統
と
い
う
も
の
は
絶
対
不
変
で
は
な
く
、
運
命
的
な
も
の
で
も
な
い
。
流
動
的
で
あ
る
。
し
か
し
相

当
に
ね
ば
り
強
く
、
一
見
変
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
て
い
て
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
故
に
文
化
や
伝
統

を
運
命
的
に
見
る
の
は
行
き
過
ぎ
だ
が
、
そ
れ
を
無
視
ま
た
は
軽
視
し
て
、
結
局
「
人
類
は
一
つ
」
と
割
り
切
る
の

は
非
常
に
危
険
で
、
過
去
の
人
類
の
失
敗
の
多
く
は
一
国
の
文
化
・
伝
統
の
軽
視
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
だ
と
思

そ
こ
で
、
史
観
の
確
立
と
そ
れ
に
基
づ
く
世
界
全
体
の
歴
史
の
基
本
的
動
向
を
捉
え
た
上
で
、
次
に
は
そ
の

行
動
の
主
体
で
あ
る
日
本
人
自
体
の
独
特
の
体
質
を
は
っ
き
り
と
自
己
分
析
し
て
お
く
必
要
が
生
じ
て
来
る
。

わ
れ
る
。

ま
ず
、
教
義
や
法
律
の
形
で
意
識
的
に
規
定
さ
れ
る
以
前
の
、
そ
の
土
台
と
し
て
あ
る
日
本
人
特
有
の
体
質
ゃ

も
の
の
感
じ
方
、
捉
え
方
を
問
題
と
し
て
み
よ
う
。

宗
教
体
制
の
不
在

(1)

日
本
文
化
の
深
層
構
造
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第三章長lUlビジョンの股定

こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
は
、
宗
教
が
そ
の
ま
ま
法
で
あ
り
、
そ
の
法
に
従
っ
て
刑
事
や
民
事
の
裁
決
を
下

す
と
い
っ
た
「
宗
教
体
制
」
の
存
在
し
た
こ
と
が
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・

イ
ス
ラ
ム
教
の
場
合
の
よ
う
に
宗
教
の
側
か
ら
自
己
の
行
動
が
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
方
か
ら
自

由
に
あ
れ
こ
れ
の
宗
教
や
、
教
理
の
解
釈
の
仕
方
を
選
択
す
る
の
が
当
然
だ
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
聖

書
で
は
神
を
絶
対
化
す
る
が
ゆ
え
に
人
は
相
対
化
さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
人
が
絶
対
化
さ
れ
て
神
が
相
対
化
さ
れ

こ
の
た
め
、
異
質
の
原
理
を
排
除
す
る
普
遍
主
義
的
思
想
を
そ
の
ま
ま
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ

と
は
拒
否
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ
て
の
ロ
ー
マ
や
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
メ
ッ
カ
の
よ
う
に
、
国
民
全
体
と

し
て
、
信
仰
の
中
心
点
を
自
国
外
に
持
ち
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
礼
拝
し
た
り
巡
礼
す
る
と
い
う
習
慣
は
な
い
。
た

だ
し
、
そ
う
し
た
普
遍
主
義
的
思
想
や
宗
教
を
全
面
的
に
拒
否
す
る
の
で
は
な
く
、
な
ん
で
も
一
様
に
受
け
容
れ

る
〃
寛
容
さ
〃
が
あ
り
、
そ
れ
を
（
自
分
で
も
十
分
に
意
識
し
て
い
な
い
）
〃
土
着
思
想
〃
の
う
ち
に
ご
く
「
自
然
」

に
組
み
込
み
、
そ
の
普
遍
性
を
事
実
上
排
除
し
て
〃
無
毒
化
〃
し
て
し
ま
う
。
そ
の
際
、
〃
土
着
思
想
〃
と
普
遍

主
義
的
思
想
と
の
対
決
と
か
論
争
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
外
来
思
想
が
い
つ
の
間
に
か
そ
の
普
遍
性
を
失
っ
て

土
着
思
想
と
融
合
・
同
化
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
取
る
。
日
本
人
の
外
来
思
想
・
宗
教
に
対
す
る
遇
し
方
は
常
に

る
○

45



体
制
の
基
盤
は
擬
血
縁
的
関
係

そ
れ
で
は
人
と
人
と
を
結
び
付
け
る
き
ず
な
・
秩
序
の
も
と
い
と
な
る
も
の
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
無
思

想
・
無
組
織
の
血
縁
関
係
な
い
し
は
擬
制
の
血
縁
関
係
」
で
あ
る
。
経
済
的
組
織
の
企
業
で
さ
え
家
族
的
な
温
情

で
結
ば
れ
、
組
織
の
中
で
「
家
族
の
一
員
」
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
方
が
精
神
的
な
安
定
が
得
ら
れ
る
。
企
業

間
の
関
係
も
、
親
会
社
・
子
会
社
と
い
っ
た
「
脈
」
、
す
な
わ
ち
「
擬
制
の
血
脈
的
関
係
」
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

血
縁
は
無
条
件
的
な
も
の
で
思
想
で
も
法
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
教
が
論
理
や
組
織
の
原
理
と
結
び
付
い
て

一
体
と
な
る
こ
と
を
認
め
な
い
。
た
と
え
ば
、
儒
教
を
一
つ
の
道
徳
訓
と
し
て
は
受
け
容
れ
て
も
、
儒
教
的
な
組

織
で
あ
る
科
挙
は
排
除
し
、
内
村
鑑
三
も
組
織
神
学
は
信
仰
を
失
わ
し
め
る
も
の
と
し
て
排
撃
し
た
。

ま
た
宗
教
は
「
個
人
」
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
家
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
個
人
と
し
て
は
「
無

宗
教
」
と
答
え
て
も
、
家
の
宗
旨
に
つ
い
て
は
大
抵
の
者
が
明
確
な
答
を
す
る
と
い
う
奇
現
象
が
現
れ
て
来
る
。

こ
の
よ
う
に
血
縁
的
関
係
を
重
ん
ず
る
た
め
、
日
本
の
企
業
は
外
国
人
労
働
者
を
受
け
容
れ
ず
、
国
立
大
学
は
外

国
人
教
授
が
教
授
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
非
論
理
的
、
非
組
織
的
、
感
性
的
で
あ
る
。
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擬
宗
教
的
な
価
値
基
準
ｌ
自
然

日
本
に
お
い
て
、
人
と
人
と
を
結
び
付
け
る
き
ず
な
は
、
論
理
的
な
思
想
や
法
や
体
制
で
は
な
く
、
温
情
に
基

づ
く
擬
血
縁
的
関
係
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
な
ん
ら
の
倫
理
的
規
範
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
「
受

容
」
と
「
排
除
」
の
最
も
根
本
的
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
自
然
」
「
不
自
然
」
と
い
う
概
念
で
、
こ
れ

が
い
わ
ば
宗
教
的
価
値
基
準
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
自
然
」
は
直
観
的
で
定
義
の
困
難
な
内
心
の
規
範
で
あ
り
、
外
界
の
自
然
と
も
、
西
欧
の
自
然
法
の
概

念
と
も
一
致
し
な
い
。
「
自
然
」
に
対
立
す
る
概
念
は
「
人
為
」
で
、
人
間
的
な
「
は
か
ら
い
」
を
意
味
す
る
。

こ
の
「
は
か
ら
い
」
の
な
い
の
が
最
上
と
み
な
さ
れ
、
従
っ
て
国
土
防
衛
に
つ
い
て
も
、
人
間
的
な
小
賢
し
い
策

を
弄
す
る
よ
り
「
ご
く
自
然
に
し
て
い
れ
ば
」
国
際
的
調
和
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
根

血
縁
が
人
間
関
係
の
基
礎
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
逆
に
多
少
の
思
想
や
信
条
の
相
違
は
認
め
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
神
・
仏
・
儒
・
基
と
い
う
宗
教
の
併
存
に
は
寛
容
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
つ
を
絶
対

視
す
る
こ
と
は
拒
否
す
る
。
家
人
の
一
人
が
家
の
宗
教
と
別
の
信
仰
を
持
つ
こ
と
ま
で
は
許
容
す
る
が
、
そ
の
信

仰
の
対
象
が
絶
対
化
さ
れ
て
家
神
を
否
定
す
る
こ
と
ま
で
は
許
さ
な
い
と
い
う
一
般
的
傾
向
が
あ
る
。
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拠
の
な
い
素
朴
な
信
仰
が
そ
の
根
底
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
自
然
」
と
い
う
観
念
の
う
ち
に
は
、
単
な
る
受
動
的
な
刺
激
順
応
の
意
識
が
あ
る
の
み
で
、
未
来
の
予

定
図
を
考
え
て
そ
れ
に
よ
っ
て
現
状
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
と
か
、
外
部
に
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
て
外
界
を

自
分
の
意
志
に
よ
っ
て
改
変
し
た
り
、
制
御
す
る
と
い
う
主
体
的
な
は
た
ら
き
は
な
い
・
そ
こ
に
は
人
為
的
な
「
は

か
ら
い
」
を
許
さ
な
い
「
流
れ
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
は
「
水
の
低
き
に
つ
く
が
如
く
」
、
自
然
に
「
な

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
」
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
そ
こ
に
、
た
と
え
ば
石
油
シ
ョ
ッ
ク
や
ハ
イ
・
ジ
ャ
ッ

ク
の
よ
う
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
異
変
）
が
突
発
し
て
も
、
そ
れ
が
行
き
過
ぎ
て
い
く
の
を
し
ば
ら
く
じ
っ
と

待
っ
て
い
れ
ば
、
台
風
が
お
さ
ま
る
よ
う
に
自
然
に
お
さ
ま
っ
て
い
く
と
い
っ
た
、
一
種
の
無
自
覚
的
な
自
然
調
和

説
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
そ
の
意
識
の
底
流
に
あ
る
。

日
本
人
の
「
自
然
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
無
根
拠
の
多
分
に
独
善
的
な
甘
え
た
幼
児
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
で
あ

る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
観
念
は
一
種
の
宗
教
の
ご
と
く
生
活
へ
の
絶
対
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、

「
態
度
が
不
自
然
」
「
言
い
方
が
不
自
然
」
「
や
り
方
が
不
自
然
」
と
言
わ
れ
る
と
、
言
っ
た
言
葉
の
内
容
や
、

な
し
た
結
果
の
当
否
も
問
題
と
さ
れ
ず
に
、
感
情
的
に
無
条
件
的
に
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
。

日
本
人
の
こ
の
よ
う
な
世
界
観
、
人
間
性
、
体
質
は
、
経
済
大
国
と
し
て
激
動
す
る
国
際
情
勢
に
主
体
的
に
対
処
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宗
教
や
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
擬
血
縁
的
関
係
に
よ
っ
て
結
び
付
く
タ
テ
社
会
で
あ
り
、
「
自
然
」
と
い
う

定
義
困
難
な
受
動
的
で
刺
激
順
応
型
の
直
観
的
倫
理
規
範
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
が
律
せ
ら
れ
る
日
本
独
特
の
深
層

心
理
の
上
に
、
日
本
に
は
土
着
思
想
で
あ
る
神
道
と
、
外
来
思
想
の
仏
教
、
儒
教
と
い
う
三
つ
の
顕
在
的
な
思
想

の
伝
統
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
人
の
精
神
構
造
を
さ
ら
に
大
き
く
規
定
し
て
い
る
。
日
本
に
は
、
明
治
に
お
け
る

開
国
と
、
敗
戦
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
統
治
と
い
う
再
度
の
西
洋
文
明
の
洗
礼
を
受
け
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
変
わ
っ

た
の
は
単
な
る
制
度
や
衣
食
住
、
技
術
、
科
学
的
な
思
考
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
っ
た
外
面
的
な
も
の
だ
け
で
、
日

本
文
明
の
根
本
的
性
格
は
依
然
と
し
て
「
和
魂
洋
才
」
で
あ
り
、
そ
の
精
神
構
造
に
は
本
質
的
に
大
き
な
変
化
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
日
本
人
の
意
識
の
こ
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
の
日
本
の
立
場
を
考
え
る
と
、
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(2)

神
・
仏
・
儒
の
思
想
的
伝
統
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儒
教
ｌ
タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ
、
勤
勉
・
誠
実
・
禁
欲

日
本
は
仏
教
国
で
あ
り
、
さ
ら
に
神
道
が
古
来
の
宗
教
と
し
て
今
な
お
国
民
生
活
の
中
に
根
強
く
生
き
残
っ
て

い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
底
流
の
部
分
で
あ
り
、
顕
在
的
な
生
活
上
の
行
動
規
範
と
し
て
は
、

徳
川
時
代
の
教
育
の
根
本
理
念
で
あ
っ
た
儒
教
、
特
に
朱
子
学
の
影
響
が
今
日
な
お
著
し
い
。

第
一
に
儒
教
は
「
大
義
名
分
」
を
重
ん
ず
る
。
こ
の
こ
と
が
、
特
定
の
宗
教
や
思
想
を
法
や
組
織
の
原
理
と
し

て
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
好
ま
ぬ
日
本
独
特
の
体
質
と
融
合
し
て
、
タ
エ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ
の
二
重
規
範
が
生
活

の
知
恵
と
し
て
現
れ
て
来
た
。
す
な
わ
ち
、
内
心
で
は
軽
視
し
、
疑
問
を
感
じ
る
点
が
あ
っ
て
も
、
社
会
通
念
と

し
て
正
統
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
、
た
と
え
ば
「
新
憲
法
尊
重
」
「
国
連
中
心
主
義
」
「
民
主
主
義
」
な
ど
は
、

そ
の
議
論
の
内
容
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
タ
テ
マ
エ
と
し
て
は
尊
重
す
る
ポ
ー
ズ
を
取
ら
な
け
れ
ば
村
八
分
に

さ
れ
る
と
い
っ
た
風
潮
が
そ
れ
で
、
こ
れ
が
一
方
で
は
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
、
秩
序
を
維
持
す
る
積
極
的
機
能

を
果
た
す
一
方
、
社
会
的
固
定
観
念
と
し
て
自
由
な
発
想
を
妨
げ
、
他
国
民
か
ら
は
偽
善
的
と
見
ら
れ
る
マ
イ
ナ

ス
面
を
も
持
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
儒
教
は
勤
勉
と
節
欲
に
よ
っ
て
「
身
を
立
て
、
父
母
を
顕
わ
す
」
こ
と
を
も
っ
て
最
高
の
美
徳
と
し
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て
い
る
。
こ
れ
が
、
日
本
の
擬
血
縁
的
人
間
関
係
を
尊
ぶ
古
来
の
体
質
と
マ
ッ
チ
し
て
、
天
皇
と
国
家
に
対
す

る
忠
節
、
父
母
に
対
す
る
孝
養
を
当
然
と
み
な
す
気
風
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
う
ち
国
家
に
対
す
る
忠
節
心
は
上

記
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
骨
抜
き
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
自
己
の
所
属
す
る
企
業
や
近
隣
社

会
へ
の
異
常
と
も
い
え
る
ほ
ど
に
強
い
帰
属
感
、
愛
社
・
愛
郷
精
神
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
。

こ
の
意
識
と
行
動
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
酷
似
し
て
い
る
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
根
本
動
機
が
「
神
の
栄
光
」
を

顕
わ
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
人
の
場
合
は
自
己
の
所
属
す
る
タ
テ
社
会
の
直
接
の
首
長
や
、
親
・
親

族
に
対
す
る
忠
誠
心
や
義
務
感
で
あ
る
と
い
う
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
神
と
の
関
係
に
お
い
て
普
遍

的
な
原
理
に
従
っ
て
自
己
の
行
為
を
見
つ
め
た
り
、
企
業
や
国
家
を
越
え
た
広
い
国
際
意
識
を
持
つ
こ
と
は
難
し

い
が
、
擬
血
縁
的
共
同
体
内
部
で
の
倫
理
や
団
結
心
は
極
め
て
強
い
。
ま
た
、
勤
勉
・
誠
実
・
節
欲
を
重
ん
ず

る
気
風
が
日
本
経
済
の
驚
異
的
発
展
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
伝
統
は
、
経
済

的
余
裕
と
享
楽
思
想
の
浸
透
に
よ
っ
て
崩
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
他
の
先
進
諸
国
の
頽
廃
に
く
ら
べ
れ
ば
未

だ
軽
症
で
あ
り
、
怠
惰
と
浪
費
の
た
め
に
今
な
お
貧
困
か
ら
脱
し
切
れ
な
い
幾
多
の
民
族
が
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、

こ
れ
は
ぜ
ひ
と
も
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
貴
重
な
美
徳
だ
と
思
わ
れ
る
。
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仏
教
ｌ
死
生
観

日
本
は
国
家
全
体
の
性
格
と
し
て
は
仏
教
国
で
あ
る
。
仏
教
は
そ
れ
自
体
が
複
雑
多
岐
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が

日
本
へ
の
土
着
化
の
過
程
で
同
一
宗
教
と
は
思
わ
れ
ぬ
ほ
ど
の
大
き
な
変
容
を
受
け
た
。
従
っ
て
、
仏
教
が
日
本

の
思
想
に
与
え
た
影
響
は
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
が
、
そ
の
重
要
な
影
響
の
一
つ
は
「
死
生
観
」
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
は
生
と
死
と
を
峻
別
し
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
代
贈
に
よ
っ
て
死
が
克
服
さ
れ
永
遠
の
生
命
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
「
復
活
」
の
宗
教
で
あ
り
、
「
生
」
の
永
遠
化
を
志
向
す
る
宗
教
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
仏
教
は
、
「
生
死
の
中
に
仏
あ
れ
ば
生
死
な
し
」
と
説
く
、
「
死
生
一
如
」
の
思
想
、
「
死
」
の
超
越
を
志
向

す
る
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
仏
教
の
「
死
生
観
」
が
、
「
自
然
の
流
れ
」
に
従
順
で
、
人
為
的
な
「
は
か
ら
い
」
を

な
さ
ぬ
こ
と
を
も
っ
て
美
と
見
る
日
本
人
独
特
の
感
性
と
結
び
付
い
て
、
生
に
執
着
せ
ず
、
死
に
淡
白
で
、
生
き

恥
を
さ
ら
す
よ
り
は
い
さ
ぎ
よ
い
死
を
選
ぶ
国
民
性
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
思
想
の
日
本
国
民
に
与
え
た
影
響
は

甚
大
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
意
識
す
る
に
せ
よ
、
し
な
い
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
な
お
そ
の
影
響
下
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
西
洋
人
好
み
の
「
人
権
思
想
」
や
「
生
命
第
一
主
義
」
よ
り
も
「
死
生
一
如
」

の
考
え
方
の
方
を
自
然
に
受
け
容
れ
る
性
格
を
今
な
お
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
日
本
の
安
全
保
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第；章長期ビジョンの設定

神
道
ｌ
直
き
心

神
道
は
日
本
社
会
の
「
無
思
想
・
無
組
織
の
擬
血
縁
的
関
係
」
の
特
色
を
最
も
典
型
的
な
か
た
ち
で
保
存
し
て

い
る
土
着
宗
教
で
、
体
系
的
な
理
論
や
教
義
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
る
倫
理
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
あ
る
の
が
、
本
居
宣
長
が
指
摘
し
た
「
直
き
心
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
理
性
以
前
の
人
間
の
本
来
性

に
対
す
る
直
観
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

西
洋
文
明
に
お
い
て
は
、
最
近
に
至
る
ま
で
理
性
が
ほ
と
ん
ど
絶
対
視
さ
れ
、
そ
の
反
動
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス

は
階
級
的
利
益
や
暴
力
に
裏
づ
け
ら
れ
た
権
力
の
獲
得
、
フ
ロ
イ
ト
は
反
社
会
的
な
性
の
衝
動
を
、
人
間
の
意
識

や
行
動
を
支
配
す
る
最
も
根
本
的
な
動
因
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
理
性
主
義
に
叛
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
日
本
の
神
道
は
、
そ
う
い
う
理
論
的
・
分
析
的
立
場
を
と
ら
ず
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
人
間
の

本
来
的
な
心
の
あ
り
方
と
し
て
「
直
き
心
」
の
優
位
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
罪
に
対
す
る
深
刻
な
反
省
を

欠
き
、
ま
た
そ
の
当
否
を
検
証
で
き
る
よ
う
な
か
た
ち
に
論
理
化
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
の
で
、
盲
目
的
で
危
険

な
一
面
が
あ
る
が
、
人
間
性
に
対
す
る
素
朴
な
信
頼
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
点
で
建
設
的
で
あ
る
。
未
来
へ
の
展

障
問
題
を
考
え
る
際
、
一
つ
の
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
来
る
。
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望
を
希
望
的
に
受
け
止
め
る
情
的
基
盤
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
建
設
的
な
心
性
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
心
が
け
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
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戸

第
四
章
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
と
日
本
の
主
体
的
条
件

地方での講演会風景



一
九
七
○
年
代
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
崩
壊
、
国
際
通
貨
不
安
、
イ
ラ
ン
革
命
、
米
中
国

交
正
常
化
、
中
越
紛
争
な
ど
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
も
予
想
の
つ
か
な
い
よ
う
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
相
次
い

で
起
こ
る
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
八
○
年
代
は
、
自
由
陣
営
対
共
産
陣
営
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
の
ほ

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
・
食
糧
の
危
機
を
背
景
と
す
る
国
家
間
の
利
害
対
立
、
宗
教
問
題
な
ど
が
二
重
三
重
に

か
ら
み
合
っ
た
い
っ
そ
う
複
雑
で
不
確
定
性
の
強
い
動
乱
の
時
代
と
な
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
長
期
的
見
通
し
の
上
に
、
現
実
の
い
ま
の
日
本
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
国
際
環
境
、
な
ら
び
に
日

本
自
体
の
主
体
的
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
今
後
十
年
間
の
日
本
の
中
期
目
標
と
戦
略
を
練
る
た
め
の
土
台

と
し
よ
雪
フ
。

一
、
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境

(1)

国
際
政
治
環
境
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世

界

制

覇

を

目

指

す

ソ

連

ソ
連
の
軍
備
の
水
準
は
過
去
数
十
年
に
わ
た
る
大
拡
張
の
結
果
、
ソ
連
・
東
欧
ブ
ロ
ッ
ク
の
防
衛
に
必
要
な
水

準
を
遙
か
に
越
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
ソ
連
は
国
民
経
済
を
大
幅
に
犠
牲
に
し
な
が
ら
さ
ら
に
軍
備
を
拡
張

し
続
け
て
い
る
。
そ
の
裏
に
あ
る
も
の
は
、
資
本
主
義
世
界
と
の
経
済
力
競
争
に
打
ち
克
っ
こ
と
は
不
可
能
と
見
、

そ
の
代
わ
り
に
軍
事
力
で
資
本
主
義
諸
国
を
圧
倒
、
共
産
主
義
に
よ
る
世
界
制
覇
を
な
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
ク
レ

ム
リ
ン
の
指
導
者
た
ち
の
野
望
で
あ
る
。

件瞬
た
だ
し
、
資
本
主
義
諸
国
と
直
接
軍
事
力
で
対
決
す
れ
ば
損
害
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
前
に
、
資
本
主
義
諸
国

体唾
が
必
要
と
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
や
中
東
の
工
業
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
断
つ
策
略
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
共
産

本銅
中
国
が
企
て
て
い
る
米
・
中
・
日
に
よ
る
対
ソ
包
囲
網
に
対
し
、
中
東
か
ら
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
を
結
ぶ

境癖
対
中
逆
包
囲
網
を
も
っ
て
こ
れ
に
先
制
攻
撃
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
海
軍
を
増
強
し
て
北
大
西
洋
軍

国箔
を
南
北
か
ら
包
囲
す
る
準
備
を
も
進
め
て
い
る
。

め権
と
こ
ろ
で
ソ
連
の
こ
の
異
常
な
軍
備
拡
張
は
低
調
な
経
済
力
と
著
し
く
不
釣
合
な
も
の
で
あ
る
た
め
限
界
が
あ

日章
り
、
一
九
八
三
年
な
い
し
八
五
年
に
は
頂
点
に
達
し
、
そ
の
後
は
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
は
必
至
と
見
ら
れ
て
い

叫剃
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ソ
連
は
そ
の
前
に
軍
事
力
で
西
側
の
資
本
主
義
諸
国
を
倒
し
て
お
か
な
け
れ
ば
永
久
に
そ
の
チ
ャ

一
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ン
ス
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
の
間
に
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
戦
場
と
す
る
第
三
次
大
戦
勃
発
の
可
能
性

が
大
き
い
。
そ
の
際
、
ソ
連
は
、
東
方
と
の
両
面
作
戦
を
強
い
ら
れ
る
は
め
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
ず
中
国
の
方

を
先
に
片
づ
け
て
お
こ
う
と
考
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
戦
の
前
に
中
ソ
戦
争
の
起
こ
る
可

能
性
が
こ
れ
ま
た
多
分
に
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
対
し
て
は
、
そ
の
生
命
線
で
あ
る
シ
ー
・
レ
ー
ン
を
押
え
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
し
、
日
本
の
強
力
な
資
本
・
技
術
・
労
働
力
を
ソ
連
の
戦
争
目
的
の
た
め
に
動
員
し
よ
う
と
す

る
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
日
本
が
ソ
連
の
圧
力
に
屈
し
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
略
は
一
八
○
度
転
換
し
、
日

本
は
最
大
の
貿
易
相
手
を
失
う
だ
け
で
な
く
、
自
由
と
独
立
を
も
失
い
東
欧
諸
国
同
様
み
じ
め
な
状
態
に
陥
る
こ

ア
ジ
ア
か
ら
後
退
す
る
ア
メ
リ
カ

今
後
十
年
間
の
ア
メ
リ
カ
の
外
交
戦
略
の
う
ち
最
大
の
比
重
を
占
め
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
対
ソ
戦
略
で

あ
る
が
、
そ
の
対
ソ
戦
略
の
優
先
順
位
は
、
①
自
国
の
安
全
の
た
め
の
核
戦
略
、
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
、
③
ェ

と
に
な
る
。

日
本
は
、
ソ
連
側
に
こ
う
し
た
狙
い
の
あ
る
こ
と
を
察
知
し
、
ソ
連
の
圧
力
を
物
心
両
面
に
お
い
て
拒
否
し
得

る
体
制
を
着
実
に
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ー
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上
述
の
よ
う
に
ソ
連
は
、
戦
術
的
に
は
デ
タ
ン
ト
政
策
を
採
り
な
が
ら
、
戦
略
的
に
は
共
産
主
義
に
よ
る
世
界

制
覇
を
目
指
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
も
数
年
前
か
ら
こ
の
こ
と
に
気
付
き
、
①
軍
事
的
に
対
ソ
優
位
の
立
場
を
譲

ら
な
い
、
②
自
由
諸
国
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
支
配
力
の
低
下
に
対
応
し
て
、
西
欧
な
ら
び
に
日
本
が
経
済
・

通
貨
・
資
源
な
ど
の
面
で
相
互
に
責
任
を
負
い
、
役
割
分
担
を
遂
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
自
己
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
保
と
う
と
い
う
「
ネ
オ
・
デ
タ
ン
ト
政
策
」
に
切
り
換
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ

カ
は
も
は
や
単
独
で
共
産
諸
国
と
対
抗
し
て
い
く
だ
け
の
力
も
意
志
も
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
日
中
接
近
を
歓

迎
し
、
ま
た
み
ず
か
ら
も
「
米
中
正
常
化
」
に
踏
み
切
っ
た
の
は
以
上
の
基
本
戦
略
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ア
ジ
ア
戦
略
の
転
換
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
は
、
従
来
の
よ
う
に
防

衛
を
ア
メ
リ
カ
に
全
面
的
に
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
状
態
で
は
も
は
や
な
い
、
と
い
う
重
大
な
情
勢
の
変

化
を
ま
ず
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
に
ア
メ
リ
カ
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
を
守
る
と
公
約
し
、
そ
の
能

力
も
意
志
も
あ
っ
た
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
自
体
に
自
国
を
守
る
意
志
が
な
か
っ
た
の
で
手
を
引
い
た
。
ま
た
台
湾
に

つ
い
て
は
、
日
本
に
共
産
中
国
市
場
を
独
占
さ
れ
て
は
困
る
と
い
う
配
慮
か
ら
、
台
湾
を
守
る
能
力
は
あ
る
が
そ

低
い
。

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
め
ぐ
っ
て
の
中
東
の
防
衛
、
④
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
略
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
関
心
度
は
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気
を
許
せ
な
い
共
産
中
国
の
動
向

共
産
中
国
は
本
質
的
に
は
依
然
と
し
て
、
自
由
主
義
諸
国
と
は
敵
対
的
な
性
格
を
有
す
る
共
産
主
義
国
家
で
あ

る
。
そ
の
中
国
が
日
米
に
接
近
し
た
の
は
、
ソ
連
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
ソ
連
軍
が
東
北
（
満
州
）
の
広
大
な
領

域
を
制
圧
す
る
危
険
が
迫
っ
て
き
た
た
め
に
、
一
時
的
に
日
米
の
力
を
利
用
し
て
こ
れ
を
牽
制
し
、
ま
た
日
米

の
科
学
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
自
国
の
近
代
化
を
早
急
に
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ソ
連
の
軍
事
的
拡
張
戦
略
に
対
し
当
面
の
間
、
中
国
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
割
り
切

の
意
志
が
弱
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
日
米
間
で
も
生
じ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。

さ
ら
に
日
米
間
の
協
調
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
共
産
中
国
と
交
流
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
軍
事
力
を
欠
い
た

ま
ま
で
世
界
の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
渦
中
に
飛
び
込
ん
で
い
く
結
果
と
な
り
、
危
険
こ
の
上
も
な
い
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
が
時
と
し
て
そ
の
大
き
な
力
を
濫
用
す
る
危
険
性
に
つ
い
て
も
常
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

総
じ
て
、
日
米
協
調
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
に
一
方
的
に
依
存
す
る
と
い
っ
た

態
度
を
改
め
、
自
主
独
立
の
精
神
を
保
ち
、
両
国
の
立
場
の
相
違
を
十
分
考
慮
し
、
先
々
の
こ
と
ま
で
見
通
し
た

上
で
、
自
由
諸
国
を
支
え
る
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
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わが国の主要貿易相手先（1977年）

(単位百万ドル）

輪 出 輪 入

(麓)’
(構成

比％）

米

Ｅ

韓

１

く

２

1 1米 国12,3961 17.5国

Ｃ

国

19,717

8，735

4,080

24.5

18.0）

5．1 サウジア

ラビア

オースト

ラリア

インドネ

シア

イラン

E C

カナダ

2 8，5051 12．0

3 1西 独’ 2．7821 3．5 1 3 5,2881 7.5

4 1 〔台湾〕 ’ 2，5531 3．2 1 4 4，9971 7~ 1

5 ｜ リベリア’ 2，4871 3．1 ５

１

６

4,243

4,194

2,881

6.0

5.9）

4．16 サウジア

ラビア

オースト

ラリア

〔香港〕

2,3421 2.9

7 2,330 2．9 7 アラブ首

長国連邦

2.320 2．9 8 クウェー

ト

1.950 2．4 9韓 国

1,939 2.4 10マレーシ

ア

2‘7481 3．9

8 2.4881 3.5

2,1131 3.0

1，560 2．2

(出所）大蔵省通関統計
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っ
て
考
え
て
い
る
が
、
日
本
は
先
々
の
見
通
し
も
な
く
た
だ
情
緒
的
に
日
中
友
好
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
気
配
が

見
ら
れ
る
。
回
収
の
見
込
み
の
な
い
経
済
援
助
で
せ
っ
か
く
積
み
あ
げ
た
日
本
の
富
を
消
耗
す
る
こ
と
は
、
戦
前

の
日
支
事
変
に
お
け
る
軍
事
介
入
同
様
、
危
険
が
大
き
い
だ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
中
国
に
巨
大
な
軍
事
力
、
経

済
力
を
持
た
せ
、
将
来
の
日
本
の
首
を
吊
る
ロ
ー
プ
を
こ
ち
ら
か
ら
提
供
す
る
よ
う
な
愚
は
努
め
て
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
中
国
と
友
好
関
係
を
保
つ
こ
と
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
に
あ
る
こ
う
し

た
危
険
性
に
対
し
て
は
常
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
最
近
の
ソ
連
極
東
軍
の
急
激
な
増
強
が
日
米
中

の
接
近
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
世
界
の
常
識
で
あ
る
。

〃
第
二
の
深
い
谷
間
“
へ

世
界
経
済
の
過
去
百
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
支
配
）

の
時
代
か
ら
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
時
代
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
、
そ
の
中
間
に
、
大
不
況
に
始
ま
り
第
二

次
大
戦
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
〃
一
九
三
○
年
代
〃
と
呼
ば
れ
る
暗
い
谷
間
の
時
代
が
あ
っ
た
。
現
在
の
状
況
は

(2）

国
際
経
済
環
境
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第四章 IJ本をめぐる国際環晩と【]本の權体的条件

世
界
経
済
に
対
す
る
八
○
年
代
の
日
本
の
課
題

石
油
価
格
の
高
騰
、
通
貨
不
安
、
技
術
革
新
の
頭
打
ち
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
八
○
年
代
の
世
界
的
な
経
済
混
乱

と
破
局
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
欧
米
~
日
本
な
ど
の
先
進
諸
国
間
、
お
よ
び
発
展
途
上
国
と
の
間
で
利
益
の
相

互
調
整
を
重
ね
な
が
ら
、
逐
次
、
新
し
い
世
界
経
済
秩
序
へ
向
け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
）
と
、
国
内
経

済
の
再
編
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
相
互
調
整
の
一
番
の
核
心
は
、
お
互
い
が
自
国
の
経
済
的
利
益
ば
か
り
を
考
え
ず
、
相
手
国
の
事
情
と

そ
の
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
ヵ
ー
ナ
の
山
が
だ
ん
だ
ん
下
り
坂
に
な
り
、
一
九
七
一
年
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

（
ド
ル
と
金
と
の
交
換
制
停
止
に
よ
る
ガ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
の
崩
壊
）
、
七
三
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
境
と
し

て
、
〃
第
二
の
深
い
谷
間
〃
に
い
ま
ま
さ
に
踏
み
込
み
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
世
界
的
不
況
の
主
要
な

原
因
は
、
①
天
○
年
代
以
後
の
技
術
革
新
の
行
き
詰
ま
り
、
②
最
も
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
油
価
格
の
高

騰
、
③
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
崩
壊
に
よ
る
通
貨
不
安
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
七
三
年
頃
か
ら
世
界
は
不
況
と
イ
ン
フ
レ

と
が
併
発
す
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
、
ン
ヨ
ン
に
見
舞
わ
れ
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
八
○
年
代
を
通
じ
て

根
本
的
に
改
善
さ
れ
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
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利
益
を
も
十
分
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
相
手
国
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を

混
乱
に
陥
れ
ぬ
よ
う
自
制
し
て
「
秩
序
あ
る
輸
出
」
を
行
う
。
あ
る
い
は
合
資
会
社
を
つ
く
っ
て
、
現
地
生

産
を
行
い
相
手
国
の
雇
用
の
維
持
・
経
済
発
展
に
ま
ず
貢
献
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
利
益
の
共
同
体
を
形
成

し
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
い
う
も
の
の
考
え
方
を
基
調
に
し
て
対
外
政
策
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
危
機
の
高
ま
る
八
○
年
代
の
国
際
政
治
・
経
済
環
境
の
下
で
は
次
の
時
代
へ
の
準
備
は
お
ろ
か
、
現
在
の
世

界
経
済
を
過
渡
的
に
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
日
本
は
国
防
の
分
担
を
ア
メ
リ
カ
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の
分
だ
け
経
済
的
な
余
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
う
し
た
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
日
本
が
ま
ず
太
平
洋
経
済
圏
の
中
で
全

体
に
奉
仕
し
、
そ
の
基
礎
固
め
を
行
え
ば
、
そ
れ
が
次
に
は
世
界
経
済
の
中
で
の
有
力
な
核
と
な
り
、
世
界
の

全
地
球
的
統
合
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

心
と
物
の
バ
ラ
ン
ス
の
破
壊

(3)

現
代
社
会
の
病
理
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龍四章日本をめぐる国際現境と日本の主体的条件

西
欧
に
発
生
し
た
近
代
社
会
の
理
想
は
真
・
善
・
美
・
聖
の
四
つ
の
価
値
が
調
和
的
に
達
成
さ
れ
て
い
く
社
会

で
あ
り
、
近
代
社
会
が
生
み
出
し
た
科
学
技
術
は
当
初
そ
の
理
想
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
技
術
や
産
業
の
革
命
、
・
そ
れ
を
土
台
と
し
て
発
展
し
た
資
本
主
義
経
済
体
制
は
、
科
学
技

術
の
基
礎
と
な
る
物
質
や
制
度
面
で
の
論
理
的
・
実
証
的
・
実
践
的
能
力
は
大
き
く
開
発
し
は
し
た
も
の
の
、
そ

れ
以
外
の
人
間
的
資
質
は
発
展
さ
せ
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
軽
視
さ
れ
、
あ
る
い
は
萎
縮
し
窒
息
せ
し
め
ら

れ
る
と
い
う
、
副
作
用
を
も
た
ら
し
た
。

ま
ず
労
働
人
口
の
都
市
へ
の
集
中
は
、
血
縁
的
・
地
縁
的
な
温
か
み
の
あ
る
人
情
や
連
帯
感
情
の
喪
失
、
隣
人

と
の
心
の
触
れ
合
い
を
妨
げ
、
大
量
生
産
と
大
量
消
費
の
経
済
機
構
は
生
活
様
式
の
画
一
化
や
、
個
性
・
主
体
性

の
欠
落
を
も
た
ら
し
た
。
教
育
面
に
お
け
る
知
的
能
力
の
偏
重
は
、
神
へ
の
敬
慶
な
信
仰
心
や
美
的
・
倫
理
的
感

受
性
の
衰
弱
を
も
た
ら
し
、
事
実
の
偏
重
は
夢
や
ロ
マ
ン
の
解
体
を
も
た
ら
し
、
青
年
を
犯
罪
や
自
殺
な
ど
の
破

壊
行
動
に
走
ら
せ
て
い
く
。

当
初
は
す
ば
ら
し
い
制
度
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
福
祉
政
策
も
、
そ
の
過
度
の
甘
や
か
し
の
た
め
、
独
立
心
や
責

任
感
、
自
然
な
思
い
や
り
の
心
の
欠
如
、
怠
惰
、
自
堕
落
等
を
ま
ね
き
、
さ
ら
に
そ
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
肉
親

の
愛
の
欠
如
か
ら
、
麻
薬
の
常
用
や
酒
乱
、
性
の
頽
廃
や
倒
錯
、
売
春
、
残
虐
な
犯
罪
等
々
、
〃
先
進
国
病
“
と
呼
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ば
れ
る
恐
る
べ
き
精
神
の
荒
廃
を
さ
え
も
た
ら
す
に
至
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
物
質
的
に
高
度
に
豊
か
な
先
進
工
業
国
ほ
ど
著
し
く
、
西
欧
と
は
価
値
観
や
価
値
体
系
を

異
に
す
る
文
明
圏
に
お
い
て
も
同
様
に
生
じ
て
い
る
世
界
的
な
現
象
で
、
こ
れ
は
社
会
構
造
の
変
化
と
と
も
に
一

つ
に
は
、
既
成
の
宗
教
の
無
力
化
、
説
得
力
の
欠
如
に
も
原
因
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
、
い
か
に
す
れ
ば
、

現
代
人
の
科
学
的
知
性
を
も
納
得
せ
し
め
る
よ
う
な
高
度
の
宗
教
・
倫
理
を
再
興
で
き
る
か
が
、
き
わ
め
て
重
大

な
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

組
織
社
会
の
も
た
ら
す
非
人
問
化

科
学
技
術
は
競
合
し
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
そ
の
全
体
像
を
つ
か
み
え
ぬ
ほ
ど
の
巨
大
な
組
織
を
必
要
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
人
一
人
の
人
間
は
そ
の
組
織
の
あ
る
一
部
を
担
当
す
る
に
過
ぎ
ず
、
機
械
の
一
つ
の
歯

車
の
よ
う
な
存
在
に
転
落
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ト
ー
タ
ル
な
全
人
格
が
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
格
の
一

部
（
た
と
え
ば
知
的
能
力
と
か
技
術
）
が
必
要
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
と
い
う
、
効
率
的
で
良
質
安
価
で
は
あ
る
が
多
分
に
規
格
化
さ
れ
た
現
代
の
経
済

機
構
が
、
生
活
用
品
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
・
コ
ミ
を
通
じ
て
、
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集
団
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
相
克

近
代
の
科
学
技
術
文
明
の
発
展
に
伴
い
、
農
村
的
な
血
縁
・
地
縁
的
な
連
帯
意
識
が
う
す
れ
、
ま
た
競
争
の

激
化
、
権
利
意
識
の
不
釣
合
な
肥
大
、
宗
教
心
の
衰
弱
な
ど
に
よ
り
、
公
共
の
利
益
よ
り
個
人
の
利
益
を
第
一

義
的
に
考
え
る
利
己
的
風
潮
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
特
に
戦
後
の
日
本
は
、
戦
時
中
に
強
い
ら
れ
た
自
己
犠
牲

に
対
す
る
反
動
か
ら
、
個
人
中
心
の
考
え
方
が
広
く
蔓
延
す
る
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
も
、
単
な
る
個
人
で
は
パ
ワ
ー
に
欠
け
る
の
で
、
同
様
の
要
求
を
持
つ
も
の
が
集

団
を
組
ん
で
、
集
団
の
力
で
要
求
を
通
そ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
医
師
会
・
労
組
・
農
協
・
地
域
住
民
団
体
な

ど
、
と
も
す
れ
ば
そ
う
し
た
集
団
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
押
し
通
す
た
め
の
圧
力
団
体
と
な
る
誘
惑
に
駆
ら
れ
や
す
い
。

国
際
関
係
も
、
依
然
と
し
て
国
家
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
民
族
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
根
を
持
つ
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
の

思
考
や
感
情
の
よ
う
な
人
格
的
特
性
ま
で
も
画
一
化
さ
せ
て
い
く
傾
向
を
生
み
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
の
ト
ー
タ
リ
テ
ィ
ー
（
全
人
格
的
統
一
性
）
の
喪
失
、
部
分
的
機
能
ば
か
り
が
発
達
す
る
こ
と

に
よ
る
奇
形
化
、
個
性
の
喪
失
と
い
っ
た
組
織
社
会
の
も
た
ら
す
非
人
間
化
傾
向
は
、
と
く
に
自
我
の
確
立
期
に

あ
る
青
少
年
に
大
き
な
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
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世界主要国の犯罪件数
（人口10万人あたりの犯罪件数）

窃盗 強姦強盗殺人国 名

アメ リカ

日 本

西ドイツ

イギリス

フランス

カ ナ ダ

スウェーデン

218.2 4,800.1

2~1 927.3

32．9 3,088.1

23．0 3，639．2
－－＝.■＝＝●＝－｡■一一一仏一■‐ロローーー÷ 一一一

330.1 1,415.6

51．1 2,178.2

1,141.2 2,977.5

26．3

3．3

11．1

120

24．4

50．1

41．6

６

９

８

３

］

３

７

６

○
号
申
守
。

９

１

４

２

－

２

３

２

アメリカ、日本、西ドイツ、イギリスは1975年の数

字（警察庁調べ） 。他はICPOのInternational
Criminal Statisticsによる。フランスは1972年、

カナダは1971年、スウェーデンは1969年の数字。

離婚率 (1975年）

国 名 ％国名 ％国 名 ％

イ ラ ン 0．54

イ ラ ク 0．64

イスラェル0．90

日 本1~08

オーストリア 1．43

べルギ－ 1．12

チェコスロバキア 2．18

フインランド 1~99

キュ一バ

メキシ コ

ベネズエラ

オーストラリア

皇ユージーランド

ソ 連

2．45

0．27

0．37

1．76

1．55

3．08

西ドイツ 1．73

束ドイツ 2．47

スイス 1．39

イギリス2．43

イタリア0．19

フランス l~27

アメリ力 4．82

カナダ2．22

(出所）国連「人口統計年鱈」
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リ
ジ
ー
リ
ア
ン
ス
分
の
印
三
の
．
○
①
）

リ
ジ
ー
リ
ァ
ン
ス
と
は
、
バ
ネ
を
大
き
く
引
っ
張
っ
て
手
を
離
し
た
時
に
元
の
状
態
に
も
ど
る
、
・
そ
の
復
元
力
の
強

さ
を
示
す
概
念
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
敗
戦
と
か
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
思
い
が
け
い
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た

際
、
そ
れ
を
き
わ
め
て
短
期
に
手
際
よ
く
処
理
し
て
元
の
状
態
に
立
ち
戻
る
力
が
、
他
国
民
に
く
ら
べ
て
際
立

世
界
で
あ
り
、
同
じ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
上
に
立
ち
な
が
ら
な
お
国
家
的
・
民
族
的
利
害
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
戦
争

に
ま
で
至
る
事
例
も
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
超
大
国
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
国
際
情
勢
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

こ
の
よ
う
な
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
社
会
集
団
レ
ベ
ル
、
民
族
レ
ベ
ル
、
国
家
レ
ベ
ル
ー
と
さ
ま
ざ

ま
な
次
元
で
生
じ
て
い
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
い
か
に
克
服
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
八
○
年
代
の
大
き
な
課
題
と
な

Ｚ
己
◎

二
、
日
本
国
内
の
主
体
的
条
件

(1)

日
本
人
の
国
民
性
の
長
短
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そ
れ
は
、
日
本
人
の
心
と
心
を
結
び
付
け
る
紐
帯
が
非
人
格
的
な
冷
た
い
戒
律
や
契
約
で
は
な
く
、
擬
血
縁
的

な
温
情
で
あ
り
、
小
さ
な
島
の
中
だ
け
に
何
千
年
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
て
国
民
全
体
が
い
わ
ば
親
類
同
士
の

よ
う
な
親
近
感
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ざ
国
家
的
危
機
と
な
れ
ば
一
つ
に
結
束
で
き
る
民
族
的
同
質
性

が
あ
る
こ
と
。
対
立
感
情
を
拡
大
さ
せ
ず
に
た
く
み
に
は
ぐ
ら
か
し
た
り
、
一
時
「
凍
結
」
さ
せ
て
解
決
を
後
日

に
持
ち
越
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
天
才
的
な
危
機
管
理
の
手
腕
。
さ
ら
に
、
原
則
に
し
ば
ら
れ
な
い
ク
ラ
ゲ
の
よ
う

な
柔
軟
な
本
能
的
適
応
能
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
人
心
収
拾
の
技
術
や
危
機
へ
の
す
ば
や
い
適
応

の
能
力
が
、
果
た
し
て
日
本
人
同
士
の
場
合
以
外
に
も
効
力
を
現
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ

の
日
本
民
族
の
卓
越
し
た
リ
ジ
ー
リ
ア
ン
ス
は
、
今
日
混
迷
を
深
め
て
い
る
西
欧
文
明
や
、
そ
れ
以
上
の
矛
盾
に

苦
し
む
共
産
主
義
文
明
に
、
新
し
い
活
路
を
与
え
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
て
い
る
。

そ

れ

は

、

っ
て
大
き
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
強
力
な
バ
ネ
が
は
た
ら
い
て
破
局
を
未
然
に
防
ぐ
特
異
な
国
民
性
を
有
、

言
縁
」
の
思
想

こ
れ
は
日
本
人
同
士
の
間
で
言
わ
ず
語
ら
ず
の
う
ち
に
肌
で
感
じ
合
う
家
族
的
連
帯
感
の
こ
と
で
、
先
に
述
べ
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「
無
私
」
の
精
神

こ
の
「
縁
」
の
思
想
と
ウ
ラ
ハ
ラ
の
関
係
に
あ
る
の
が
「
無
私
」
の
精
神
で
、
こ
れ
は
神
道
、
仏
教
、
儒
教
や

武
士
道
な
ど
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
個
人
と
個
人
と
の
契
約
倫
理
」
に
支
え
ら
れ
た
西
欧

社
会
と
異
な
り
、
「
運
命
共
同
体
の
成
員
と
し
て
の
個
」
と
い
う
意
識
の
強
い
わ
が
国
で
は
、
こ
の
「
無
私
」
の

た
「
擬
血
縁
的
」
人
間
関
係
と
名
づ
け
た
も
の
に
相
当
す
る
。
西
欧
に
は
こ
う
い
う
「
縁
」
「
脈
」
と
い
っ
た
観

念
は
な
い
。
西
欧
に
お
い
て
は
、
自
分
の
問
題
は
神
と
の
関
係
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
に
対
す

る
信
仰
が
薄
れ
る
と
、
人
間
相
互
の
関
係
も
ば
ら
ば
ら
に
な
り
倫
理
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本

人
に
は
西
欧
的
な
意
味
で
の
神
が
な
い
代
わ
り
に
、
親
族
、
血
族
、
生
ま
れ
故
郷
、
自
己
の
所
属
す
る
会
社
や
組
織

と
い
っ
た
「
縁
」
を
非
常
に
大
切
に
し
、
こ
れ
が
倫
理
的
崩
壊
の
歯
止
め
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
「
縁
」
に
従
っ
て
愛
情
と
信
頼
の
き
ず
な
が
で
き
、
相
互
に
人
格
を
尊
重
し
合
う
行
動
規
範
が
で
き
、

そ
の
上
で
各
自
が
か
な
り
の
程
度
、
創
意
を
発
揮
し
合
っ
て
共
通
の
目
的
の
た
め
に
献
身
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
、
上
記
の
よ
う
な
強
い
リ
ジ
ー
リ
ア
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
西
欧
型
の
契
約
社
会
を
再

建
す
る
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
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精
神
が
、
危
機
に
際
し
て
国
や
企
業
の
総
力
を
結
集
せ
し
め
る
集
団
的
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

西
欧
的
民
主
主
義
社
会
が
、
個
々
人
の
自
己
主
張
に
よ
り
人
間
相
互
間
の
緊
張
を
高
め
、
科
学
技
術
文
明
の
発
展

が
そ
の
摩
擦
に
さ
ら
に
油
を
注
ぐ
結
果
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
こ
の
無
私
の
精
神
が
鎮
静
剤
の
役
割
を
果
た
す
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
日
本
人
の
「
無
私
」
の
精
神
は
、
性
々
に
し
て
単
な
る
感
情
的
な
美
意
識
に
と
ど
ま
り
や
す
く
、
現
実
的

な
責
任
感
や
目
的
意
識
が
欠
如
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
何
の
た
め
の
無
私
」
な
の
か
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

盲
目
的
な
暴
走
の
危
険
を
は
ら
み
、
他
国
民
に
〃
不
気
味
な
精
神
〃
と
し
て
警
戒
の
念
を
起
こ
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
、
十
分
な
反
省
と
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

短
所
ｌ
国
際
感
覚
の
欠
如

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
が
暗
黙
の
う
ち
に
共
通
の
了
解
と
規
範
の
も
と
に
擬
血
縁
的
な
温
情
を
土
台
と
し
て
行

動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
同
士
の
場
合
に
は
概
し
て
大
き
な
プ
ラ
ス
と
し
て
は
た
ら
く
が
、
言
語
・
風
俗
．

習
慣
・
宗
教
な
ど
を
異
に
す
る
他
国
民
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
逆
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
は
た
ら
く
。
と
い

う
の
は
、
他
国
民
と
の
接
触
の
機
会
を
あ
ま
り
持
っ
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
間
が
日
本
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人
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
、
考
え
、
行
動
す
る
も
の
と
独
断
的
に
信
じ
込
み
、
他
国
民
と
の
交
際
に
当
た
っ
て
は
、

「
相
手
国
の
こ
と
を
理
解
し
、
自
国
の
こ
と
を
相
手
に
理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
何
事
も
う
ま
く
運
ぶ
は
ず
が
な
い
」

と
い
う
当
然
の
理
を
理
解
し
な
い
向
き
が
あ
る
。
こ
の
国
際
感
覚
の
欠
如
、
国
際
化
の
た
め
の
訓
練
の
欠
落
、
自

国
の
紹
介
の
努
力
の
著
し
い
不
足
Ｉ
こ
れ
は
日
本
の
大
き
な
欠
陥
で
あ
り
、
こ
の
欠
陥
を
補
う
努
力
を
全
力
を

あ
げ
て
し
な
け
れ
ば
、
日
本
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
発
展
は
お
ろ
か
、
生
存
し
続
け
る
こ
と
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
。

高
度
の
経
済
・
技
術
力
と
マ
ン
・
パ
ワ
ー

戦
後
、
占
領
政
策
に
よ
っ
て
国
内
の
経
済
民
主
化
が
行
わ
れ
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
経
済
力
、
軍
事

力
の
下
で
、
日
本
は
そ
の
資
本
、
マ
ン
・
パ
ワ
ー
を
軍
事
に
投
入
す
る
こ
と
な
く
経
済
の
み
に
投
入
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
国
際
的
に
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
技
術
導
入
、
ア
メ
リ
カ
市
場
の
開
放
、
金
ド
ル
本
位
制
、
そ
し

て
安
価
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、
貿
易
立
国
と
し
て
の
日
本
に
と
っ
て
有
利
な
全
て
の
条
件
が
備
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
環
境
条
件
に
日
本
人
自
身
の
資
質
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
今
日
、
日
本
は
経
済
面
に
お
い
て
は
自
由
世
界

(2)

国
力
の
長
短
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戦
後
占
領
政
策
に
よ
る
精
神
的
支
柱
の
崩
壊

日
本
は
明
治
以
降
、
富
国
強
兵
を
国
是
と
し
、
欧
米
先
進
諸
国
に
追
い
つ
き
追
い
こ
せ
を
目
標
に
し
て
き
た
が
、

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
こ
の
政
策
は
完
全
に
破
綻
し
た
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
は
、
日
本

が
軍
事
大
国
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
国
軍
を
解
体
し
、
精
神
的

支
柱
の
根
絶
を
図
っ
た
。
ま
ず
戦
前
の
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
に
お
け
る
全
体
主
義
的
倫
理
に
対
す
る
反
動
か

ら
、
日
本
の
伝
統
的
精
神
、
国
に
対
す
る
忠
誠
、
民
族
に
対
す
る
責
任
と
い
っ
た
社
会
的
倫
理
は
す
べ
て
否
定
さ

れ
、
代
わ
っ
て
、
個
人
の
尊
重
が
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
一
切
の
前
提
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
土
壌
が
未
成
熟
な
日
本
社
会
に
占
領
政
策
と
い
う
形
で
上
か
ら
強
行
さ
れ
た
民
主
化
は
、
個
人
の
権

利
の
主
張
は
強
硬
だ
が
、
そ
れ
に
伴
う
責
任
に
つ
い
て
は
無
自
覚
で
あ
る
と
い
う
、
利
己
的
な
個
人
主
義
の
蔓
延
を

も
た
ら
し
た
。
私
益
が
公
益
に
優
先
し
、
集
団
対
集
団
の
巨
大
な
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
対
立
闘
争
が
政
治
や
行
政
を
左

右
す
る
に
至
っ
た
。

第
二
位
の
規
模
を
達
成
し
、
産
業
技
術
も
高
度
の
水
準
に
達
し
た
。
現
在
の
日
本
は
、
西
欧
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
・
ァ
拠

ツ
プ
を
見
事
に
成
し
遂
げ
、
世
界
で
も
有
数
の
経
済
・
技
術
力
と
マ
ン
・
パ
ワ
ー
を
保
持
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
伝
統
的
な
価
値
観
が
一
切
否
定
さ
れ
、
そ
の
上
に
強
要
さ
れ
た
自
由
~
平
等
・
博
愛
な
ど
の
諸
価
値
は

最
初
か
ら
そ
の
実
体
が
な
い
た
め
、
形
骸
化
し
た
り
歪
曲
化
さ
れ
た
り
す
る
風
潮
が
目
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
価
値
観
は
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
を
強
く
し
て
い
る
。
ま
た
価
値
観
の
混
迷
は
、
教

育
目
的
を
設
定
す
る
際
の
根
本
的
な
障
害
と
な
っ
て
現
れ
、
そ
こ
か
ら
戦
後
の
教
育
の
荒
廃
や
混
乱
が
も
た
ら
さ

れ
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

一
方
、
米
ソ
の
冷
戦
構
造
が
緊
迫
し
て
く
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
反
共
の
砦
と
し
て
日
本
を
育

成
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、
自
衛
隊
が
創
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
国
民
に
認
知
さ
れ
た
国
軍
で

は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
国
民
の
間
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
下
に
お
け
る
平
和
と
経
済
的
繁
栄
に
よ
っ
て

平
和
ボ
ケ
が
蔓
延
し
、
国
防
意
識
は
極
度
に
損
な
わ
れ
て
い
る
。

鎖
国
的
な
体
質
の
官
僚
機
構

日
本
の
政
治
・
行
政
機
構
は
性
格
的
に
は
鎖
国
時
代
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
制
度
面
で
は
明
治
時
代
に
大

(3）

社
会
機
構
の
問
題
点
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き
く
近
代
化
さ
れ
、
水
準
の
高
い
義
務
教
育
を
土
台
と
す
る
富
国
強
兵
策
に
よ
り
急
速
に
国
力
の
増
大
を
も
た
ら

し
た
が
、
国
際
感
覚
の
欠
如
に
よ
る
対
外
政
策
の
失
敗
に
よ
り
悲
惨
な
敗
戦
を
ま
ね
い
た
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の

占
領
下
に
あ
っ
て
、
奇
跡
と
も
い
う
べ
き
経
済
復
興
と
、
世
界
で
も
珍
し
い
安
定
し
た
国
家
を
造
り
あ
げ
た
と
い

う
点
で
日
本
の
官
僚
の
優
秀
さ
と
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
い
。
し
か
し
七
○
年
代
に
入
り
、
国
際
関
係
の
重

要
さ
が
増
す
に
つ
れ
、
再
び
国
際
問
題
処
理
に
対
す
る
無
能
力
が
、
国
際
的
不
信
と
軽
侮
を
ま
ね
き
始
め
て
い
る
。

①
視
野
の
狭
い
欠
点
ｌ
日
本
で
の
政
治
家
と
官
僚
と
の
関
係
は
、
外
に
出
て
活
動
し
て
い
る
夫
と
家
庭
を

守
っ
て
い
る
女
房
と
の
関
係
と
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
首
相
が
長
期
的
な
資
源
確
保
と
か
、
総
合
的
安
全
保
障

と
い
っ
た
大
局
的
な
観
点
か
ら
途
上
国
で
援
助
の
約
束
を
し
て
も
、
官
僚
が
そ
う
い
う
支
出
を
無
用
の
浪
費
の
ょ

う
に
思
っ
て
抵
抗
し
、
そ
の
た
め
実
現
に
至
ら
ず
、
途
上
国
の
信
用
を
失
っ
て
い
る
と
い
っ
た
例
も
多
々
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
官
僚
に
は
、
細
部
に
は
よ
く
気
が
付
く
が
、
大
局
を
見
る
力
を
欠
く
と
い
う
、
有
能
で
し
ま

り
屋
だ
が
視
野
の
狭
い
「
世
話
女
房
」
的
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。

②
閉
鎖
的
な
タ
テ
ワ
リ
行
政
ｌ
制
度
面
で
も
、
日
本
に
特
徴
的
な
家
族
主
義
が
裏
目
に
出
て
各
省
が
国

家
」
と
い
う
統
一
的
な
共
通
意
識
も
、
省
間
の
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
も
な
く
、
タ
テ
の
系
列
だ
け
に
従
い
、
直
属
の

上
司
に
だ
け
忠
実
と
い
う
タ
テ
ワ
リ
行
政
が
、
こ
の
悪
弊
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
官
僚
は
、

』

、
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第四章日本をめぐる醗環塊と日本の主体的条件

意
識
の
上
に
お
い
て
事
実
上
「
国
家
」
公
務
員
で
は
な
く
、
「
各
省
庁
」
公
務
員
に
過
ぎ
ず
、
国
家
的
危
機
に
直

面
し
て
も
、
そ
の
危
機
が
各
省
庁
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
お
り
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
痛
切
に
は
感
ぜ
ず
、
責
任
も

と
ら
な
い
と
い
う
ゆ
ゆ
し
い
麻
痒
状
態
に
し
ば
し
ば
陥
り
が
ち
で
あ
る
。

③
下
か
ら
の
政
策
決
定
の
慣
行
ｌ
ま
た
、
日
本
の
伝
統
的
な
政
策
決
定
は
、
ト
ッ
プ
が
政
策
を
決
定
し
て
そ

れ
を
下
に
持
っ
て
い
く
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
方
式
で
は
な
く
、
下
部
で
大
綱
を
決
め
そ
れ
を
順
次
上
に
持
っ
て
い
っ

て
そ
こ
で
調
整
と
決
裁
を
行
う
と
い
う
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
小
さ
な
環
境
変
化
に
対

す
る
順
応
性
は
あ
っ
て
も
、
能
動
的
に
一
定
の
方
向
に
全
体
を
動
か
す
機
動
性
を
欠
く
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
体
質
の

組
織
と
な
る
。
こ
れ
が
現
在
の
よ
う
な
国
際
的
激
動
の
時
代
に
は
大
き
な
足
か
せ
と
な
る
。

政
治
家
を
ダ
メ
に
す
る
選
挙
制
度

現
在
の
議
会
制
民
主
主
義
の
も
と
で
は
、
政
治
家
は
実
際
に
政
策
を
立
案
し
た
り
行
政
を
行
う
よ
り
、
「
票

あ
つ
め
」
の
能
力
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
当
落
が
決
ま
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
治
家
は
選
挙
地
盤
の
利
害
ば

か
り
を
第
一
義
的
に
考
え
、
国
家
や
世
界
全
体
の
事
を
考
え
る
心
の
ゆ
と
り
を
失
い
、
こ
れ
が
ま
た
国
際
化
時
代

へ
の
対
応
を
難
し
く
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
弊
害
を
除
く
よ
う
な
選
挙
制
度
の
抜
本
的
検
討
が
望
ま
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
政
治
に
直
接
責
任
を
負
う
政
治
家
や
官
僚
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
、
二
十
一
世
紀
の
太

平
洋
時
代
に
備
え
て
の
国
際
的
感
覚
を
養
う
の
に
は
著
し
く
不
利
な
制
度
的
制
約
の
も
と
に
あ
る
。
企
業
家
層

は
、
直
接
国
際
関
係
の
荒
波
に
も
ま
れ
る
た
め
、
国
際
感
覚
が
敏
感
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
枠
に
し
ば
ら
れ
て
、
そ
れ
を
越
え
た
高
次
な
立
場
で
は
も
の
を
考
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
内
の
主

国
際
性
の
欠
如
し
た
教
育
制
度

現
在
の
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
中
堅
層
の
人
々
は
、
厳
し
い
国
際
社
会
の
中
で
日
本
が
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い

か
と
い
う
事
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
。
そ
れ
は
日
本
の
教
育
行
政
自
体
に
「
国
際
化
」
と
い
う
観
点

が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
か
ら
有
名
教
授
を
呼
ん
だ
り
、
学
術
討
論
会
を
開
催
す
る
た
め
に

必
要
な
大
学
予
算
の
自
由
化
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
点
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

日
本
を
国
際
化
す
る
に
は
、
ま
ず
日
本
の
大
学
か
ら
国
際
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
文
部
省
は
、
国
際
教

育
を
柱
と
し
た
教
育
改
革
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

(4)

改
革
の
担
い
手
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流四亜日本をめぐる国際現境と日本の主体的条件

財政の国際比較
(％）

日本 韓国 イギリス インドオ､シアアメリカ ｵ･一ストラリア ノ連

職蓮逵 1978 1977 1977 l”71976 1977 lw8

社会保障費

教育文化費

国防費

そ の他

39．6

9．2

4．4

46．8

38770

110瞳11)）

２

３

０

５

■
■
■
■

６

鴫

巽

弱

壷

２

６

４

８

ｑ
■
■
~
~
■

３

４

濁

泌

４ ５

７

８

０

０
■
●
①

９

２

０

７

１

１

１

戸

ひ

4．5

3．5

1.6

90.4

26.0

1．8

7．6

脚.6

15.8

14.7

不明

歳出合計

（単位）

妙17.5

”19
.フォン）

3”9.7

<侭ドル）

57閃6

Iri万ボンド)

3鶴4.2

(10他ルピア）

24崎l

(塚万オースト
ラリアドル）

246.2

{10鯵ル
ーブル）

(注）燕1973年度

｢iｻ界統柵年鑑1W7年」 12もと'ｺいて作成

わが国の一般会計予算の主要経費別構成比

(％，合叶健円）

!瑠r3鷲硬堺 噸 l蝿5年度 1970 1”5 1W8 l”9

社会保陣関係費

文牧及び科学搬興費

国 債 費

恩給側係費
地方財政関係費

防術間係簡

公共ilI蟻I劉係費

経滴協力溌

中'1，企裳対策費
エネルギー対爾費

食糊需珊費
予 個 費

().7

6．6

16．9

7．6

0．3

4‘1.8

7．．1

0．0
ー

1.1.3

1． ．1

10．5

13．2

4．4

9.0
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13.6
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0°0
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４
３
７
８
９
ワ
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《
ｆ
ｌ
６
５
８
４

■
●
巳
。
■
■
■
。
。
■
■
■

４

１

３

３

０

７

７

１

０

０

４

１

１
１

分

〃

』

■

■

凸

'＆5

12.2

41.9

3.6

20.8

6．2

1a7

0．9

0．6

0．4

4．3

1．4

19.8

11.2

9．4

3.9

17.1

5．5

1鼠9
0．8

0．6

0．8

2．5

0．9

19.8

11.1

10.6

a9

15.5

5.4

16.‘1
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0．6

0．8

2．3

0．9

合 鋤 22.9 9.915 79..198 212.888 鋤2.”〕 胡6.Ⅸ)I
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体
的
条
件
を
探
っ
て
い
く
と
、
日
本
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
ど
の
階
層
を
考
え
て
も
、
今
の
ま
ま
で
は
、
二
十
一

世
紀
の
太
平
洋
時
代
に
備
え
て
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
な
れ
ば
そ
の
希

望
の
中
心
は
、
結
局
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
未
来
の
世
代
ｌ
青
年
に
置
か
ざ
る
を
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
．

こ
こ
か
ら
し
て
、
国
際
化
時
代
に
向
け
て
の
日
本
の
改
革
の
一
つ
の
焦
点
は
、
教
育
の
改
革
、
特
に
教
育
の
国
際

化
に
あ
る
と
い
う
結
論
と
な
ろ
う
。

80



第
五
章
日
本
の
今
後
十
年
間
の
国
家
目
標
と
戦
略

■

ナショナル・ゴール研究中間報告会(1977, 10）



さ
て
、
前
述
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
日
本
を
め
ぐ
る
政
治
的
・
経
済

的
・
社
会
的
環
境
、
な
ら
び
に
日
本
の
国
内
の
主
体
的
条
件
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
八
○
年
代
の
日
本
の
国
家
目

標
と
基
本
戦
略
を
検
討
し
た
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

八
○
年
代
の
国
家
目
標

①
二
十
一
世
紀
の
太
平
洋
時
代
へ
の
準
備

特
に
、
日
本
人
の
国
際
感
覚
の
育
成
と
国
家
体
制
の
国
際
標
準
化
。

②
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
の
対
処

ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
と
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
最
近
自
由
圏
諸
国
に
門
戸
を
開
放
し
始
め
た
大
陸
中
国
な
ど
の

共
産
圏
諸
国
か
ら
の
軍
事
的
・
思
想
的
攻
勢
、
あ
る
い
は
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
圏
諸
国
の
弱
体
化
、
さ
ら
に

は
第
三
世
界
の
石
油
戦
略
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
の
対
処
等
。

一
、
八
○
年
代
の
国
家
目
標
と
基
本
戦
略
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"liX l l本の今後l"年間の国家11標と戦略

第2図8脾代の国家目標と基本戦略

国家目標の基本

(独立､生存と繁栄､存立意義）

長期ビジョン

（太平洋文明圏の形成）

／
、

、
LL国内の主体的条件

①高度な経済.技術
力とマン・パワー

⑳蛍じんな復元力と

精神的支柱の喪失

胴際性の欠如

麟襄“
③国際社会環境
－

、“~フ
今後10年間の目

①太平洋時代

②カタストロフ

③庄体性ある

としての確

今後10年間の目標

①太平洋時代への準備

②カタストロフィーへの対

③主体性ある独立国家
としての確立

基本戦略

生き残りのための世界

平和の戦略 』
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1980年代の日本の最重要課題
世界平和教授アカデミー会員アンケート結果

（1978年）

~順位 加重得点(％）課 題

教育

防衛

マスコミ

外交

住民エゴ

エネルギー政策

政治システム

憲法

行政システム

食糧

司法

人口

経済政策

科学技術政策

社会福祉

13．8

11．6

10．2

7．7

7．3

7．1

7．1

6．4

5．5

5．0

4．1

4.0

4．0

3．7

2．5

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

哩

週

型

妬

(注）加重得点の割合は15位までのもの

■L
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第五章日本の今後十年lⅢの国家目標と戦略

八
○
年
代
の
日
本
の
戦
略
は
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
太
平
洋
時
代
に
照
準
を
当
て
た
過
渡
的
準
備
の
戦

略
と
い
う
性
格
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
。

③
真
の
独
立
国
家
と
し
て
の
確
立

第
二
次
大
戦
直
後
の
特
殊
な
国
家
体
制
か
ら
脱
皮
し
、
国
力
に
相
応
し
た
真
の
独
立
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え

プ
（
》
一
」
、
シ
」
◎

基
本
戦
略

日
本
の
「
生
き
残
り
」
の
た
め
の
世
界
平
和
の
戦
略
の
展
開
。

第
二
図
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
的
構
想
が
一
目
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
国
家
目
標
の
設
定

(1)

太
平
洋
時
代
へ
向
け
て
の
準
備
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、

で
は
そ
の
目
指
す
「
二
十
一
世
紀
の
世
界
」
と
し
て
一
体
ど
の
よ
う
な
世
界
を
想
定
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、

①
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
全
面
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
社
会
、
②
各
国
家
、

各
民
族
が
お
互
い
に
自
由
に
ど
こ
の
国
に
も
訪
れ
て
そ
の
文
化
に
接
し
、
国
際
交
流
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
な
世

界
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
イ
ジ
（
地
球
時
代
）
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
世
界
で
あ
る
。

こ
う
い
う
一
応
の
未
来
の
目
標
と
現
実
と
を
比
べ
れ
ば
、
相
当
の
隔
り
が
あ
り
、
特
に
共
産
圏
が
そ
う
で
あ

る
。
か
っ
て
「
正
義
」
の
象
徴
の
よ
う
に
世
界
に
宣
伝
さ
れ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
略
、
共
産
中

国
と
の
紛
争
、
大
量
難
民
の
放
出
な
ど
の
諸
事
実
に
最
も
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
共
産
諸
国
の
国
家

間
、
国
家
内
の
内
部
矛
盾
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
ま
た
共
産
諸
国
へ
の
出
入
り
に
は
き
わ
め
て
厳

し
い
制
約
が
あ
る
。
自
由
圏
の
側
に
も
内
部
矛
盾
は
あ
る
が
、
共
産
圏
の
場
合
ほ
ど
ひ
ど
い
も
の
で
は
な
く
、
上

記
の
理
想
目
標
に
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
ま
で
い
け
る
見
込
み
が
残
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
こ
う
し
た
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
世
界
秩
序
を
形
成
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

す
る
西
側
先
進
諸
国
と
の
文
化
・
政
治
・
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
全
面
に
わ
た
る
協
調
と
連
帯
を
ベ
ー
ス
と

し
な
が
ら
、
東
西
問
題
（
対
共
産
主
義
問
題
）
と
南
北
問
題
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
国
内
的
に
は
国
際
化
時
代
に
即
応
で
き
る
よ
う
、
教
育
を
は
じ
め
す
べ
て
の
政
治
・
行
政
機
構
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蕊五渡日本の今後十年間の国家目標と戦略

さ
て
、
八
○
年
代
の
十
年
間
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
七
○
年
代
よ
り
一
段
と
複
雑
化
し
た
激
変
の
時
代
で
あ
り
、

全
世
界
的
な
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
破
局
）
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
。
当
面
ま
ず
こ
の
破
局
へ
の
対
処
を
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
人
類
の
未
来
は
な
い
。
予
想
さ
れ
る
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
第
一
に
共
産
主
義
陣
営
か
ら
の
外
的

攻
撃
ｌ
ｌ
特
に
ソ
連
に
よ
る
軍
事
的
威
嚇
で
あ
り
、
第
二
に
自
由
主
義
陣
営
自
体
の
衰
退
・
分
裂
な
い
し
内
的
崩

壊
で
、
特
に
そ
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
自
信
喪
失
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
第
三
世
界
の
石

油
・
資
源
等
を
武
器
と
し
た
先
進
諸
国
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
。

こ
の
中
で
も
第
一
の
ソ
連
の
軍
事
的
脅
威
へ
の
対
応
を
誤
れ
ば
、
日
本
の
独
立
と
生
存
そ
の
も
の
が
脅
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
に
述
べ
る
日
本
の
「
国
家
の
真
の
独
立
と
主
体
性
の
確
立
」
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

を
整
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
長
所
で
あ
る
科
学
技
術
力
や
経
済
力
、
高
度
の
教
育
を
受
け
た
す
ぐ
れ
た
マ
ン
・

パ
ワ
ー
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
直
面
し
た
時
の
弾
力
的
適
応
性
（
リ
ジ
ー
リ
ァ
ン
ス
）
な
ど
を
、
太
平
洋
文
化

形
成
の
た
め
に
積
極
的
に
寄
与
さ
せ
る
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2)

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
の
対
処

■
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以
上
に
、
太
平
洋
時
代
に
向
け
て
の
す
べ
て
の
構
想
が
根
本
か
ら
破
壊
さ
れ
る
に
至
ろ
う
。
ま
た
、
共
産
中
国
も

現
段
階
で
は
日
本
を
脅
か
す
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
「
近
代
化
」
が
進
み
経
済
・
軍
事
力

が
増
強
さ
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
日
本
に
と
っ
て
の
大
き
な
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
い
う
共
産
主
義
の
攻
勢
に
対
し
て
い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
目
下
八
○
年
代
の
切
迫
し

た
最
大
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
課
題
を
も
含
め
て
、
八
○
年
代
に
生
ず
る
と
予
想
さ
れ
る
内
外
の
破
局

に
対
し
て
最
も
決
定
的
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
日
本
に
と
っ

て
の
八
○
年
代
に
お
け
る
最
大
の
課
題
の
一
つ
は
、
日
米
間
の
緊
密
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の

最
大
の
努
力
は
、
ア
メ
リ
カ
に
〃
自
由
主
義
陣
営
の
指
導
者
“
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
と
を
取
り
も
ど
さ
せ
る
こ

と
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
の
対
処
の
基
本
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
、

“
原
子
力
を
中
心
と
す
る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
で
あ
る
。

(3）

国
家
め
真
の
独
立
と
主
体
性
の
確
立

Ｆ

h
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第五章日本の今後十年IMIの国家目標と戦略

上
記
の
目
標
達
成
を
目
指
し
つ
つ
、
漸
次
、
物
心
と
も
に
国
家
と
し
て
の
真
の
独
立
と
国
際
社
会
に
対
す
る
責

任
感
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
自
衛
隊
を
「
国
民
の
た
め
の
軍
隊
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
正
規
の
国
軍
と
し
て
位
置
づ
け
直
し
、
最

低
限
、
自
国
の
領
土
と
国
民
は
自
分
の
手
で
守
る
と
い
う
気
慨
を
持
つ
よ
う
に
し
、
国
際
的
に
は
、
自
由
陣
営
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
明
確
に
し
て
、
そ
こ
に
お
け
る
応
分
の
責
任
を
果
た
す
。
ま
た
、
教
育
を
再
建
し
て
精
神
的

支
柱
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
国
家
・
世
界
に
奉
仕
す
る
意
欲
と
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
ま
ず
内

外
と
も
に
自
主
独
立
の
国
家
と
し
て
、
国
際
社
会
に
積
極
的
に
寄
与
で
き
る
国
家
体
制
を
整
え
る
こ
と
ｌ
こ

れ
が
こ
の
十
年
間
に
ま
ず
達
成
す
べ
き
第
三
の
努
力
目
標
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
現
在
の
日
本
は
激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
ど
う
や
っ
て
〃
生
き
残
り
〃
を
図
っ
て
い
く
か
、
そ
の
胡

三
、
基
本
戦
略
の
確
立

(1)

生
き
残
り
の
た
め
の
世
界
平
和
の
戦
略

~

■



た
め
の
戦
略
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
事
態
は
切
迫
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
経

済
は
経
済
、
政
治
は
政
治
と
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
考
え
て
い
た
の
で
は
こ
の
危
機
に
対
処
で
き
ず
、
日
本
が
い
ま
持

っ
て
い
る
国
力
の
す
べ
て
の
諸
要
素
を
総
合
的
に
検
討
し
、
こ
れ
を
有
機
的
に
結
合
し
て
、
ま
ず
〃
生
き
残
り
〃

の
た
め
に
、
さ
ら
に
は
上
記
の
よ
う
な
よ
り
高
次
の
国
家
目
標
達
成
の
た
め
に
、
そ
の
特
質
を
最
大
限
に
活
用
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
国
力
の
特
質

で
は
、
日
本
の
国
力
に
は
一
体
ど
の
よ
う
な
特
質
、
長
短
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
国
防
力
、
こ
れ
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
％
以
下
と
い
う
世
界
で
も
最
低
の
防
衛
努
力
し
か
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で

も
Ｇ
Ｎ
Ｐ
そ
の
も
の
が
大
き
い
か
ら
、
そ
れ
に
か
け
て
い
る
費
用
だ
け
か
ら
い
え
ば
世
界
第
九
位
で
あ
る
。
し
か

し
精
神
面
Ｉ
「
国
を
守
る
」
と
い
う
国
防
意
識
、
国
策
や
こ
れ
を
実
行
す
る
政
治
的
意
識
と
い
う
面
Ｉ
は
、

き
わ
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
。
有
事
の
場
合
の
法
的
整
備
の
面
な
ど
を
考
え
て
も
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
を
上
ま
わ

る
ほ
ど
の
軍
事
力
を
有
す
る
ソ
連
と
き
び
す
を
接
し
て
対
時
し
て
い
る
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
安
全
と
い
う
に
は
お

よ
そ
ほ
ど
遠
い
実
情
で
あ
る
。
し
か
も
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を
海
外
に
依
存
し
て
お
り
、
経
済
安
全
保

』

画

ｂ

・
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1

国防支出の比較： 1977-1978

国防費
(単位百万ﾄﾙ）

1人当り国

防費（ﾄﾙ）
国防費の対歳
出予算比(％）

国防費の対
GNP比(%)

順位 国 名

ソ 連
アメ リ 力

中華人民共和国
西ド イ ツ
フラ ンス

イギリ ス
サウジアラビア

イ ラ ン

日 本
イ タ リ ア

不明
23．0

不明
22.9

20.3

11.2

35.1

23.8

5．9

7．9

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

133,000

113,000

34，380

21，355

17．518

13，579

13，170
9．942

8，567
5,610

508

517

36

337

325

239

1，704
273

74

98

３

０

５

４

６

０

６

９

９

４

『

ロ

０

０

｛

●

血

由

。

■

●

。

①

吾

－

６

８

３

３

５

３

０

０

２

１

１

ｕ

※

※

※

※

※

※

※

※

誉
薄
型
雛
皿
掻
画
Ｓ
至
掛
十
遜
令
ｅ
特
画
掛
目
嫁

古
手
ノ
ェ
Ｆ
イ
司
一

ｌ
ｊ
ｊ
３
ｌ

韓国
インドネシア

台 湾
北 朝 鮮

21

29

30

38

2,600

1,691

1,672
1,030

72

12

※95

60

35．4

14．5

※48．3

※15．4

５

５

３

５

６

３

８

Ｑ
１

※

※

※

※

胃

の※印は1977年度他は1978年度
THEMILITARYBALANCE 1976-78

(注）
(出所）



ー

障
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
著
し
い
脆
弱
性
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
感
覚
の
欠
如
、
独
善
的
で
国
際
的
常

識
か
ら
著
し
く
か
け
離
れ
た
も
の
の
考
え
方
を
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
大

き
な
欠
陥
で
あ
る
。

反
面
、
ま
た
著
し
い
長
所
も
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
は
、
経
済
力
、
技
術
力
の
面
で
は
抜
群
の
パ
ワ
ー
を
有
し

て
い
る
。
量
質
と
も
に
最
高
度
に
教
育
・
訓
練
さ
れ
た
一
億
を
越
え
る
マ
ン
・
パ
ワ
ー
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点

で
も
比
類
が
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
の
長
い
歴
史
を
有
す
る
伝
統
的
な
価
値
観
や
文
化
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
勤
勉

さ
、
向
上
心
、
企
業
な
ど
自
己
の
所
属
す
る
組
織
へ
の
高
度
の
忠
誠
心
や
団
結
力
、
さ
ら
に
は
危
機
に
際
し
て
の

強
靭
な
リ
ジ
ー
リ
ァ
ン
ス
（
復
元
力
）
な
ど
、
文
化
面
、
精
神
面
に
お
い
て
も
多
く
の
長
所
を
保
持
し
て
い
る
。

要
約
す
れ
ば
、
日
本
の
国
力
の
特
質
は
、

①
短
所
Ｉ
防
衛
努
力
・
国
際
感
覚
の
欠
如
、
乏
し
い
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
狭
い
国
土

②
長
所
ｌ
経
済
力
、
技
術
力
、
マ
ン
・
パ
ワ
ー
、
伝
統
的
な
価
値
観
か
ら
来
る
精
神
的
パ
ワ
ー
、

と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〃
生
き
残
り
戦
略
〃
の
基
本
構
想

■
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第亜章日本の今後十年間の国家目標と戦略

日
本
が
い
ま
現
実
に
保
有
し
て
い
る
上
記
の
よ
う
な
国
力
の
諸
要
素
と
、
世
界
の
中
に
お
け
る
日
本
の
置
か
れ

た
諸
条
件
、
こ
の
双
方
を
勘
案
し
た
結
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
〃
生
き
残
り
戦
略
〃
の
基
本
構
想
が
出
て
く
る
。

ま
ず
、
世
界
の
一
般
的
な
情
勢
か
ら
い
え
ば
、
米
ソ
を
中
心
と
し
て
先
進
諸
国
は
当
分
、
世
界
的
な
パ
ワ
ー

・
ゲ
ー
ム
に
明
け
暮
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
後
遺
症
に
よ
り
こ
れ
だ

け
精
神
的
支
柱
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
日
本
は
、
到
底
こ
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
に
加
わ
り
う
る
状
況
に
は
な
い
。

そ
こ
で
、
日
本
の
生
き
る
道
と
し
て
は
、
い
ま
現
実
に
持
っ
て
い
る
力
ｌ
経
済
力
、
技
術
力
、
マ
ン
・
パ
ワ
ー
、

伝
統
的
価
値
観
な
ど
を
積
極
的
に
世
界
平
和
の
た
め
に
生
か
す
努
力
を
す
る
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
徐
々
に
短

所
を
改
め
て
い
く
と
い
う
戦
略
を
選
ぶ
以
外
に
方
法
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
〃
生
き
残
り
戦
略
“
は
同

時
に
〃
世
界
平
和
の
戦
略
〃
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
具
体
的
に
日
本
の
持
て
る
国
力
の
う
ち
の
何
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
〃
生
き
残
り
Ｉ
世
界
平
和
の
戦

略
〃
の
切
り
札
と
し
て
使
っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

世
界
の
列
強
は
、
日
本
の
防
衛
努
力
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
に
し
て
一
～
二
％
の
余
分
の
投
資
を
し
て
い

る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
国
の
最
も
優
秀
な
マ
ン
・
パ
ワ
ー
を
国
防
や
軍
事
科
学
に
大
量
に
投
入
し
て
い
る
。
日

本
の
防
衛
体
制
を
一
挙
に
他
の
列
強
並
み
に
持
っ
て
い
く
こ
と
は
、
世
論
の
上
か
ら
も
技
術
面
か
ら
言
っ
て
も
ほ

．
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基本国力測定

人口・領土経済力軍事力 計

アメリカ

ソ 連

中 国

西ドイツ

フランス

日 本

イギリス

カナダ

イ ン ド

ブラジル

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０
１

100

100

100

50

55

60

55

70

90

85

174

105

29

48

36

46

26

26

4

7

４

７

３

４

１

５

８

１

３

２

岨

岨

４

１

２

１

468

402

171

112

112

111

99

97

97

94

(注)1977年の国力測定を試みたジョージ．ワシントン大学の

クライン教授の定義による。経済力は, GNPに，エネ

ルギー，鉱物資源，産業力，食糧，貿易の要素を加味。

軍事力は核戦力と通常兵力に分けて測定。

(出所)花井等著「国益と安全保障』日本経済新聞社

わが国の主要エネルギー・鉱物資源の輸入依存度（1976年）

輸入依存度
ロ
叩 目 輸入依存度

ロ
叩 目

原 油

天然ガス

鉄鉱石

石 炭

銅

鉛

亜 鉛

998％

75.9

99.6

76.8

91.6

75.2

60.9

ニ ッ ケ ル

錫

ボーキサイ ト

マンガン鉱石

タングステン鉱石

クロム鉱石

り ん鉱石

100.0％

96.4

100.0

95．9

65．5

98.2

100.0

L

(出所）通産省昭和51年エネルギー統計年報，通関統計，

その他
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わが国の主要資源・食糧の輸入先

その他

22.2％
フィリピン

≦ 22.7％

銅

輸入量

903千トン〆

'ザア･一

ニューギニア

8.娩一

カナダ

22.5％
チリ

11.2％

ザンビア

12.5％

畜
毒
剖
蜂
匪
概
画
ｅ
匡
箸
‐
一
・
通
命
ｅ
署
、
鶴
国
耀

の
応
し
０

函
Ⅷ
ｗ
恥
｛
大
輪
叩
干

大

そ
の
騏
玲
い
晩

／オースト

ラリア

建満

一スト

ラリア

％一

小
麦

輸入量

1,735

千トン

吟弱鍾麦

大敬

輸入鼠

3,603

千トン

カ

ナ

ダ

51.1％

麦

輸入量

,5,676

千トン

ア

メ

｜ り
力

59.I宅

ｵ．－エト

ラリア

44．9％ダ

％

十

１

力

蛇

アメリカ

95.1％

(注）①銅、鉄鉱石は1976年、他は77年
②鉱石、粗銅、地金を含む（すべて含有量）

(出所）石油連盟石油資料月報1978-3月号、通関統計

い
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と
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
日
本
は
、
そ
の
軍
事
的
な
防
衛
努
力
に
見
合
う
だ
け
の
金
と
人
材
を
国
際
安

全
保
障
費
と
し
て
世
界
平
和
実
現
の
状
況
づ
く
り
の
た
め
に
投
入
す
べ
き
で
あ
る
ｌ
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
提
案

の
一
番
基
本
と
な
る
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
他
の
先
進
諸
国
が
防
衛
費
と
し
て
支
出
し
て
い
る
対
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
と
日
本
の
そ
れ
と
の
差
額

（
少
な
く
と
も
Ｇ
Ｎ
Ｐ
一
％
、
約
二
兆
円
）
、
な
ら
び
に
各
国
が
防
衛
努
力
に
当
て
て
い
る
マ
ン
・
パ
ワ
ー
相
当
分

の
国
民
を
、
た
と
え
ば
他
国
に
送
り
込
み
、
そ
の
国
の
国
造
り
に
専
念
せ
し
め
る
な
ど
、
国
際
摩
擦
や
格
差
是
正

に
活
用
す
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
れ
ば
、
必
ず
や
衰
退
し
つ
つ
あ
る
自
由
諸
国
に
刺
激

と
活
力
を
与
え
、
自
由
圏
諸
国
の
団
結
を
強
め
る
触
媒
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け
献
身
的
に
奉
仕
す
れ
ば
、

相
手
国
は
日
本
に
少
な
か
ら
ぬ
好
意
と
恩
義
と
を
感
ず
る
に
相
違
な
く
、
そ
れ
が
共
産
諸
国
か
ら
の
侵
略
の
口
実

を
封
じ
、
万
一
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
に
も
、
有
形
・
無
形
の
支
援
を
期
待
で
き
る
。

ひ

が

と
は
い
っ
て
も
、
侵
略
は
彼
我
の
軍
事
力
の
差
が
歴
然
と
し
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ

の
口
実
も
ど
の
よ
う
に
で
も
控
造
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
方
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
国
際
安
全
保
障
政
策
を
進

め
る
か
た
わ
ら
、
他
方
、
最
低
限
自
国
へ
の
侵
略
に
は
自
力
で
対
抗
す
る
と
い
う
気
慨
と
そ
れ
相
応
の
軍
事
力
を

備
え
る
用
意
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
両
者
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
ち
ら
を
欠
い
て
も
日
本
の
安
全
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は
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

八
十
年
代
の
十
年
間
に
お
い
て
遂
行
す
べ
き
〃
生
き
残
り
戦
略
〃
の
基
本
と
し
て
は
、
従
っ
て
、

①
こ
の
よ
う
な
〃
相
互
安
全
保
障
“
と
い
う
意
味
で
行
う
世
界
平
和
の
戦
略
の
下
地
づ
く
り

②
侵
略
を
抑
止
で
き
る
だ
け
の
防
衛
意
識
と
防
衛
力
、
友
邦
国
と
の
連
帯
の
強
化

③
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
国
民
に
よ
く
納
得
の
い
く
よ
う
に
説
明
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
を
取
ら
ざ

る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

こ
れ
ら
三
つ
が
主
要
な
柱
と
な
る
。

①
先
進
国
間
の
貿
易
摩
擦
、
途
上
国
と
の
格
差
貿
易
に
対
す
る
不
満
に
対
し
て
、
余
剰
農
産
物
を
一
方
的
に

買
い
あ
げ
、
あ
る
い
は
日
本
自
体
の
余
剰
農
産
物
を
飢
餓
に
あ
え
ぐ
途
上
国
に
安
価
に
提
供
す
る
。

で

は

、

げ
れ
ぱ
、

世
界
平
和
の
戦
略
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
。
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
二
、
三
挙

(2)

戦
略
の
具
体
的
展
開
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③
日
本
の
す
ぐ
れ
た
技
術
、
マ
ン
・
パ
ワ
ー
伝
統
的
文
化
を
世
界
平
和
の
た
め
に
投
入
す
る
こ
と
。
た
と

略
え
ぱ
、
中
堅
技
術
者
の
一
割
く
ら
い
を
発
展
途
上
国
に
送
り
、
そ
の
国
の
国
造
り
に
貢
献
す
る
と
い
っ
た
大
胆
な

“
発
想
が
必
要
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
世
界
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
日
本
の
商
品
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど

標郵
ま
ら
ず
、
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
と
し
て
生
き
残
っ
た
日
本
独
特
の
伝
統
的
・
社
会
的
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
世

噸
界
中
に
遍
在
す
る
と
い
っ
た
状
態
を
つ
く
り
出
せ
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
と
運
命
共
同
体
と
な
り
、
日
本
へ
の
他
国

年
の
攻
撃
に
対
し
て
世
界
は
無
視
で
き
な
い
立
場
と
な
る
。

１鞭
④
先
進
国
と
発
展
途
上
国
東
洋
と
西
洋
、
そ
の
他
、
異
な
る
文
化
相
互
間
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
物

の体
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
人
物
の
交
流
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
に
取
り
図
ら
う
。

陣
こ
の
よ
う
な
、
相
手
国
の
立
場
に
立
ち
、
相
手
国
の
利
益
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
く
よ
う
な
行
動
を
広
汎
に
行

輔
い
、
相
互
の
交
流
、
理
解
を
深
め
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
こ
れ
は
単
に
日
本
の
〃
生
き
残
り
″
に
役
立
つ
の

②
科
学
技
術
に
巨
大
な
投
資
を
し
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
の
開
発
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら

の
も
の
の
不
足
や
一
方
的
値
上
げ
に
よ
っ
て
国
際
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
（
こ
の
よ
う
な
巨
大
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
一
国
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
国
際
協
力
の
も
と
に
世
界
の
頭
脳
を
結
集
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
）
。

■
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み
な
ら
ず
、
未
来
の
太
平
洋
文
化
形
成
の
た
め
の
有
力
な
布
石
と
も
な
る
。
ま
た
衰
退
し
つ
つ
あ
る
自
由
圏
に
活

力
を
与
え
、
相
互
の
団
結
を
深
め
る
も
の
と
な
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
ず
最
初
に
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
自
由
・
先
進
諸
国
家
相
互
間
の
団

結
で
あ
り
、
次
い
で
そ
の
足
場
を
が
っ
ち
り
と
固
め
た
上
で
東
西
問
題
（
対
共
産
主
義
問
題
）
を
に
ら
孔
父
口
わ
せ
な

が
ら
、
そ
れ
と
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
南
北
問
題
（
発
展
途
上
国
対
策
）
に
対
処
し
、
途
上
国
の
自
由
諸

国
へ
の
理
解
と
希
望
を
取
り
つ
け
、
そ
の
上
で
、
理
想
と
す
る
二
十
一
世
紀
の
太
平
洋
文
明
、
さ
ら
に
は
全
世
界

的
な
安
定
し
た
国
際
的
交
流
社
会
へ
と
、
順
次
段
階
的
に
あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
整
理
が
つ
か
な
い

と
い
う
結
論
に
な
る
．
往
々
こ
の
途
中
の
段
階
ｌ
特
に
東
西
問
題
ｌ
を
飛
ば
し
て
一
挙
に
世
界
的
な
国
際

社
会
の
実
現
を
夢
想
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
東
西
問
題
は
い
か
に
不
愉
快
で
あ
ろ
う
と
、
決
し
て
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
「
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
単
な
る
こ
と
ば
の
上
だ
け
で
矛
盾

を
黙
殺
す
る
一
種
の
逃
避
に
過
ぎ
ず
、
共
産
主
義
者
が
真
剣
に
世
界
の
共
産
化
を
も
く
ろ
ん
で
着
実
に
運
動
を
進

(3)

戦
略
の
優
先
順
位

b

＝
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自
由
先
進
諸
国
間
の
団
結
Ｉ
特
に
対
米
戦
略

日
米
協
力
の
重
要
性
１
１
自
由
先
進
諸
国
間
の
団
結
の
一
番
か
な
め
と
な
る
の
は
、
米
欧
の
関
係
と
と
も
に
日
米

の
緊
密
な
協
力
関
係
で
あ
る
。
当
面
の
対
共
産
主
義
対
策
と
い
う
面
か
ら
見
て
も
、
長
期
の
太
平
洋
文
明
形
成
と

い
う
歴
史
的
課
題
か
ら
考
え
て
も
、
政
治
・
経
済
・
安
全
保
障
な
ど
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
、
国
際
政
策
の
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
Ｉ
（
優
先
順
位
）
の
第
一
位
に
く
る
の
は
日
米
関
係
で
あ
る
。
日
米
の
協
力
関
係
が
は
っ
き
り
確
立
さ

れ
な
い
限
り
、
東
西
問
題
、
南
北
問
題
の
解
決
も
あ
り
得
ず
、
太
平
洋
文
明
の
建
設
も
夢
想
に
終
わ
る
ほ
か
は
な
い
。

従
っ
て
八
○
年
代
の
最
大
の
課
題
の
一
つ
は
、
七
○
年
代
に
露
呈
さ
れ
て
来
た
日
米
間
の
摩
擦
を
、
よ
り
高
次
の
新
し
い

視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
理
解
と
合
意
に
達
し
、
そ
の
協
力
関
係
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
う
る
か
ど

う
か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

世
界
の
中
の
日
米
関
係
ｌ
ま
ず
ア
メ
リ
カ
は
大
国
で
あ
り
、
日
本
は
小
国
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
捨
て
る
べ
き

で
あ
る
。
彼
ら
は
経
済
競
争
力
の
面
か
ら
見
て
今
の
日
本
を
小
国
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
繊
維
問
題
も
そ
の
一
例

で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
に
与
え
る
も
の
は
与
え
、
譲
る
も
の
は
譲
る
と
い
う
豊
か
な
気
持
ち
が
必
要
で
あ
る
。
ま

め
て
い
る
以
上
、
そ
の
現
実
を
直
視
し
、
敢
然
と
し
て
こ
れ
と
対
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

‐

。

。

。

凸
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た
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
の
関
係
以
外
に
、
東
西
問
題
、
南
北
問
題
、
対
Ｅ
Ｃ
問
題
等
々
数
多
く
の
世
界
の
問
題
を

抱
え
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
単
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
日
米
の
関
係
を
図
っ
て
い
く
と
い
っ
た
姿
勢
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

日
本
の
役
割
１
１
そ
こ
で
決
め
手
と
な
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
が
片
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
際
問
題
や
戦
略

目
標
に
対
し
て
、
日
本
が
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
単
に
ア
メ
リ
カ
に
追

随
す
る
と
い
う
消
極
的
な
立
場
ば
か
り
を
と
っ
て
来
た
が
、
い
ま
は
ア
メ
リ
カ
自
体
が
自
信
を
喪
失
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
が
、
む
し
ろ
部
分
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
得
る
状
況
に
あ
り
、
そ
こ
で
日
本
が
何

を
す
る
か
が
、
八
○
年
代
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日
米
間
の
交
流
基
金
の

拡
大
（
特
に
民
間
レ
ベ
ル
、
大
学
間
の
交
流
が
非
常
に
薄
い
の
で
こ
れ
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
）
、
日
米
の
技
術

協
力
で
原
子
力
を
は
じ
め
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
の
他
の
先
導
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発
を
強
化
す
る
な
ど
、
そ

こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

真
の
ア
メ
リ
カ
理
解
を
ｌ
ア
メ
リ
カ
は
宗
教
を
抜
き
に
し
て
、
単
に
政
治
や
経
済
か
ら
だ
け
で
は
理
解
で
き

な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
精
神
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
、
独
立
宣
言
、
合
衆
国
憲
法
の
三
つ
が

■

■

■
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東
西
問
題
へ
の
対
処

東
西
問
題
（
対
共
産
主
義
問
題
）
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
ま
ず
第
一
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
が
本
質
的

に
は
妥
協
な
き
軍
事
的
対
決
で
あ
る
と
と
も
に
、
思
想
を
中
心
と
す
る
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
す
べ
て
の
面
を

含
む
総
合
戦
力
の
対
決
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

自
由
圏
は
経
済
・
技
術
力
、
生
活
の
安
定
と
豊
か
さ
、
政
治
的
自
由
な
ど
の
点
で
は
、
共
産
圏
よ
り
圧
倒
的
に

上
回
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
想
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
面
の
対
決
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
膨
大
な
宣

伝
力
や
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
未
だ
自
由
圏
は
劣
勢
の
立
場
に
あ
る
。
軍
事
力
の
面
で
は
、
自
由
圏
側

挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
精
神
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
甚
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。
自
分
の
罪
か

ら
の
救
い
の
証
拠
を
示
す
た
め
に
彼
ら
は
勤
勉
に
働
き
、
欲
を
節
し
、
罪
と
闘
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
日
本
人
的

感
覚
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
、
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
無
知
を
自
覚
し
、
ア
メ

リ
カ
の
精
神
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
心
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
本
当
に
ア
メ
リ
カ
を

理
解
す
る
と
き
、
彼
ら
に
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
気
持
ち
が
起
こ
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

う
し
て
は
じ
め
て
新
し
い
日
米
関
係
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

』
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が
そ
の
す
ぐ
れ
た
経
済
・
科
学
技
術
力
に
よ
り
ず
っ
と
優
位
を
維
持
し
て
き
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
共
産
主
義

思
想
の
本
質
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
核
に
よ
る
全
面
的
対
決
は
も
は
や
あ
り
え
ぬ
と
い
う
軽
率
な
楽
観
に
よ
り
、

六
十
年
代
後
半
か
ら
軍
事
面
の
強
化
を
怠
っ
た
た
め
、
今
日
で
は
そ
れ
が
逆
転
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
。
特
に
核

戦
力
の
凍
結
は
重
大
問
題
で
、
六
十
年
代
初
期
（
キ
ュ
ー
バ
の
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
頃
）
は
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
に

対
し
お
よ
そ
十
対
一
ほ
ど
の
圧
倒
的
優
位
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
、
ソ
連
が
量
質
と
も
に
ア

メ
リ
カ
の
核
戦
力
を
上
ま
わ
り
、
現
状
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
一
九
八
五
年
以
後
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
と
ち
ょ
う
ど

逆
の
立
場
に
ア
メ
リ
カ
は
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
降
伏
の
余
儀
な
き
に
至
る
危
険
性
さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
「
軍
事
力
の
対
決
」
と
い
う
最
も
切
実
な
現
実
的
側
面
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
、
共
産
諸
国
の
軍
事
的

脅
威
を
抑
止
す
る
軍
事
的
努
力
を
着
実
に
行
う
と
同
時
に
、
総
合
戦
、
特
に
そ
の
中
核
と
な
る
思
想
的
対
決
に
お

い
て
い
か
に
優
勢
な
立
場
に
立
ち
得
る
か
を
真
剣
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
従
来
の
よ
う
に
、

単
な
る
個
人
主
義
の
躯
歌
や
、
「
自
由
を
守
れ
」
と
い
う
抽
象
的
な
訴
え
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
人
間
の
価

値
面
、
倫
理
面
の
問
題
を
含
む
共
産
主
義
思
想
の
総
合
的
な
克
服
と
、
新
し
い
世
界
主
義
的
理
念
を
提
示
し
て
、

人
類
の
未
来
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

■
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第丘章 日本の今後十年間の国家目標と戦略

南
北
問
題
へ
の
対
処

南
北
問
題
（
発
展
途
上
国
対
策
）
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
東
西
問
題
と
深
く

か
つ
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
共
産
主
義
勢
力
は
途
上
国
の
経
済
的
困
難
や
社
会
不
安

に
つ
け
込
ん
で
自
己
の
勢
力
を
拡
大
し
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
工
業
資
源
を
押
え
て
、
遠
ま
わ
し

に
自
由
諸
国
を
窮
地
に
追
い
込
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
諸
国
は
途
上
国
が
何
よ
り
も
欲
し
て
い
る

経
済
・
社
会
開
発
に
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
由
諸
国
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
と
希
望
を
取
り
つ
け
る
努
力

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
面
で
日
本
の
な
し
う
る
最
大
の
貢
献
は
、
日
本
の
最
大
の
パ
ワ
ー
で
あ
る
経
済
・
科
学
技
術
力
、
な
ら
び

に
優
秀
な
マ
ン
・
パ
ワ
ー
、
伝
統
的
価
値
観
か
ら
来
る
精
神
的
パ
ワ
ー
を
こ
こ
に
惜
し
み
な
く
注
ぎ
込
ん
で
、
そ

の
国
造
り
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
際
、
経
済
援
助
は
当
然
、
自
由
体
制
側
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
途
上
国
へ
の
援
助
が
優
先
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
共
産
諸
国
に
い
ま
の
ま
ま
の
体
制
で
援
助
を
与
え
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
共
産
主
義
権
力
と
軍
事
力

の
強
化
に
役
立
つ
の
み
で
、
一
般
国
民
の
福
祉
に
は
ほ
と
ん
ど
役
立
た
ず
、
か
え
っ
て
そ
の
苦
し
み
を
強
め
る
だ

け
で
あ
る
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
援
助
が
難
民
「
た
れ
流
し
」
と
な
っ
て
は
ね
返
っ
て
き
た
だ
け
だ
と
い
う
事
実
か

~
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さ
て
、
当
面
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
対
し
て
は
、
共
産
主
義
勢
力
の
攻
勢
に
対
し
て
軍
事
・
思
想
両
面
の
武
装

を
固
め
、
つ
け
い
る
隙
を
与
え
な
い
こ
と
。
第
三
勢
力
で
あ
る
発
展
途
上
国
の
理
解
と
信
頼
と
希
望
を
積
極
的
に

取
り
つ
け
る
こ
と
が
、
緊
急
の
問
題
と
し
て
戦
略
の
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
も
っ
と
長
期
的
に
、
未
来

ら
も
は
っ
き
り
と
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
共
産
諸
国
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
い
つ
め
て
、
一
か
八
か
の
過
激
な
手

段
に
訴
え
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
＋
分
警
戒
の
上
で
、
共
産
諸
国
へ
の
若
干
の
援
助
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は

考
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

要
約
す
れ
ば
、
途
上
国
へ
の
経
済
援
助
、
あ
る
い
は
協
力
の
優
先
順
位
は
次
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

①
日
米
な
ど
自
由
・
先
進
諸
国
間
の
協
力
体
制
の
確
立

②
非
共
産
体
制
下
の
途
上
国
へ
の
実
効
あ
る
援
助

③
共
産
体
制
下
の
途
上
国
へ
の
権
力
強
化
に
つ
な
が
ら
ぬ
よ
う
な
節
度
あ
る
援
助

四
、
長
期
戦
略
の
展
望

Ｉ

太

平

洋

時

代

へ

の

準

備

Ｉ

■

■

』
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第五章日本の今後十年間の国家目標と戦略

の
輝
か
し
い
太
平
洋
文
明
を
い
か
に
築
き
あ
げ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
も
っ
と
広
く
文
明
の
内
容
そ

の
も
の
の
全
面
的
な
総
点
検
と
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

自
由
・
先
進
諸
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
豊
か
さ
の
中
に
お
け
る
精
神
的
貧
困
Ｉ
い
わ
ゆ
る
「
先
進
国
病
」
を

い
か
に
克
服
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
精
神
面
を
軽
視
し
た
科
学
技
術
面
の
み
の
破

行
的
発
展
に
多
分
に
問
題
が
あ
り
、
歴
史
観
や
現
代
社
会
の
病
理
の
項
で
検
討
し
た
よ
う
な
問
題
を
中
心
と
し
て
、

物
と
心
と
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
土
台
と
す
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
が
望
ま
れ
る
。

発
展
途
上
国
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
な
い
よ
う
な
形
で
の
社
会
開
発
に
貢
献
す
る

よ
う
な
経
済
協
力
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

共
産
主
義
諸
国
に
関
し
て
い
え
ば
、
も
と
も
と
は
国
民
の
物
質
・
精
神
両
面
の
豊
か
さ
と
解
放
を
目
指
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
人
間
を
単
な
る
物
質
と
見
、
弁
証
法
、
階
級
闘
争
の
大
義
名
分
の
も
と
に
、
自
己
の
権
力
を
脅

か
す
も
の
を
、
法
に
も
よ
ら
ず
、
無
慈
悲
に
抹
殺
す
る
そ
の
残
忍
な
圧
制
が
、
現
実
的
に
も
思
想
的
に
も
破
産
に

瀕
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
圧
制
が
解
消
さ
れ
、
国
民
に
物
心
両
面
の
自
由
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
由
圏
諸
国
と
の
間
の
自
由
な
往
来
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
が
根
本
問
題
で
あ
る
。

こ
う
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
先
に
改
革
の
担
い
手
（
主
体
勢
力
）
の
分
析
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
指

b

■
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ー

導
的
立
場
に
あ
る
政
治
家
や
官
僚
、
さ
ら
に
は
企
業
家
や
組
合
幹
部
な
ど
、
ど
の
分
野
を
見
て
も
、
こ
う
い
う
国

際
感
覚
を
持
ち
、
国
際
的
な
責
任
感
を
培
う
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
機
構
の
下
に
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
太
平
洋

時
代
に
向
か
っ
て
の
長
期
的
政
策
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
育
っ
て
い
く
未
来
の
指
導
者
ｌ
青
年
層
に
、
最
大
の

期
待
を
寄
せ
ざ
る
を
え
ず
、
従
っ
て
、
そ
の
青
年
の
国
際
的
感
覚
や
責
任
感
を
育
む
教
育
機
関
、
教
育
者
の
問

題
に
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
を
置
か
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
長
期
的
に
は
、
政
策
の
プ
ラ
イ
ォ
リ
テ
ィ
ー
は
、

①
教
育
政
策
（
国
民
の
社
会
教
育
と
し
て
の
マ
ス
・
コ
ミ
を
も
含
め
て
の
多
元
的
教
育
問
題
）

②
国
際
化
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
の
諸
外
国
と
の
文
化
・
政
治
・
経
済
全
般
の
多
面
的
交
流

③
そ
れ
ら
の
政
策
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
の
政
治
的
・
軍
事
的
配
慮

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
基
本
的
目
標
、
な
ら
び
に
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
、
各
部
門
別
の
個

別
的
平
和
戦
略
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
骨
子
を
略
述
す
れ
ば
、

五
、
個
別
戦
略
の
展
開

L

可

ユ

■

108



第五章日本の今後十年間の国家目標と戦略

①
国
家
の
独
立
の
問
題
と
関
連
し
て
Ｉ

ま
ず
変
動
す
る
国
際
情
勢
に
即
応
し
得
る
政
治
と
行
政
の
機
構
を
確
立
す
る
こ
と
が
第
一
。
こ
の
た
め
国
家
総

合
戦
略
を
立
て
得
る
よ
う
な
機
構
を
設
置
す
る
と
か
、
海
外
の
意
見
の
収
集
、
日
本
の
Ｐ
Ｒ
を
な
し
得
る
よ
う
な

体
制
を
整
備
す
る
と
か
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
徐
々
に
戦
後
初
期
か
ら
継
続
し
て
い
る
対
米

依
存
の
追
従
外
交
か
ら
脱
皮
し
て
、
自
国
の
総
合
安
全
保
障
に
立
脚
し
た
自
主
外
交
を
確
立
す
る
こ
と
、
こ
の
た

め
に
も
独
立
国
家
と
し
て
の
一
人
前
の
体
裁
を
整
え
る
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
自
衛
隊
を
国
軍
と
し
て
位
置

づ
け
る
と
か
、
物
心
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
防
力
を
備
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
の
下

に
個
別
戦
略
、
Ｈ
政
治
、
口
総
合
安
全
保
障
の
項
目
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

②
生
存
と
繁
栄
の
問
題
と
関
連
し
て
ｌ

先
に
述
べ
た
国
際
安
全
保
障
費
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
世
界
の
共
存
共
栄
の
た
め
の
諸
政
策
を
積
極
的
に
遂

行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
に
立
っ
て
個
別
戦
略
、
日
経
済
、
四
技
術
、
因
教
育
の
項
で
は
、

地
域
的
国
際
分
業
体
制
の
確
立
と
国
内
産
業
構
造
の
転
換
、
経
済
協
力
機
構
、
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
、
太
平
洋
大

学
な
ど
の
国
際
協
力
機
構
を
設
置
し
、
世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。

③
こ
れ
ら
の
政
策
の
必
要
性
の
Ｐ
Ｒ
と
国
家
の
存
立
意
義
の
確
立
の
問
題
と
関
連
し
て
Ｉ

．
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～今

わ
が
国
が
当
面
す
る
こ
の
よ
う
な
課
題
を
国
民
に
正
し
く
認
識
さ
せ
、
そ
の
課
題
解
決
の
意
欲
と
能
力
を
持
つ

国
民
を
養
成
す
る
こ
と
が
マ
ス
・
コ
ミ
や
教
育
の
課
題
と
な
る
。
こ
れ
が
窮
極
に
お
い
て
は
、
世
界
に
対
す
る
日
本

国
家
の
存
立
意
義
、
価
値
を
確
立
さ
せ
る
土
台
と
な
る
。
個
別
戦
略
、
因
教
育
、
㈲
マ
ス
・
コ
ミ
の
項
目
に
お
い
て

こ
の
点
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

■

Ｆ

Ｄ

●
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二
部
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別
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第
一
章
国
際
化
時
代
に
適
応
す
る
政
治
と
外
交

政治研究部会研究会



日
本
は
経
済
大
国
で
は
あ
る
が
、
防
衛
を
ア
メ
リ
カ
に
頼
り
、
国
連
外
交
で
も
ほ
と
ん
ど
何
ら
の
実
績
も
挙
げ
て

お
ら
ず
、
他
国
か
ら
は
外
交
小
国
と
見
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
そ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
日
本
に
は
国
際
的
視
野
か
ら
も
の
を
見
た
り
考
え
た
り
す
る
国
際
感
覚
が
欠
落
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
今
や
、
日
本
の
貿
易
政
策
や
民
族
的
・
人
種
的
偏
見
は
諸
外
国
か
ら
排
斥
さ
れ
、
日
本
は
国
際
的
孤
児
に

な
る
危
険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
際
化
の
た
め
の
三
つ
の
具
体
策
を
提
言
す
る
。

第
一
に
、
防
衛
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
不
当
に
依
存
し
な
い
と
い
う
原
則
に
立
っ
て
、
日
本
の
防
衛

に
責
任
を
持
て
る
よ
う
な
常
任
委
員
会
を
作
り
、
政
府
は
そ
の
検
討
の
結
果
を
尊
重
す
る
こ
と
を
約
束
す
べ
・
き
で

坐
衲
｝
ブ
（
》
○

第
二
に
、
日
本
の
国
際
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
る
の
は
、
官
僚
、
こ
と
に
通
産
省
及
び
外
務
省
の
官
吏
の

一
、
な
ぜ
政
治
に
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
か

(1)

押
し
寄
せ
る
国
際
化
の
波
と
対
応
し
得
な
い
政
治
と
行
政
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第一章国際化時代に適応する政治と外交

国
会
は
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
り
、
国
会
議
員
は
最
高
権
力
者
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
票
の
た
め
に
は
何
で
も
犠

牲
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
政
党
は
巨
大
な
集
票
マ
シ
ー
ン
で
あ
り
、
政
治
理
念
と
は
結
局
集
票
の
た
め
の
利
益
と

策
略
と
な
る
。
ダ
グ
ラ
ス
・
グ
ラ
マ
ン
事
件
は
、
野
党
の
票
集
め
の
た
め
の
道
具
で
あ
っ
て
、
最
大
の
武
器
で
あ

る
国
政
調
査
権
を
用
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
司
法
権
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
立
法
府
の
独
裁
専
行
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
な
い
の
は
、
人
事
と
予
算
を
政
党
に
握
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
保
革
伯
仲
時
代
を
迎

特
権
階
級
的
意
識
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
議
会
に
属
す
る
民
間
人
か
ら
成
る
調
査
委
員
会
を
常
設
し
、

諸
外
国
や
日
本
国
民
の
不
満
・
苦
情
を
聴
き
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
も
た
せ
る
。

第
三
に
、
政
府
が
経
団
連
か
ジ
ェ
ト
ロ
の
中
に
常
設
機
関
を
設
け
、
在
外
駐
在
機
関
、
あ
る
い
は
駐
在
員
が

現
地
の
人
々
や
現
地
採
用
者
な
ど
に
出
し
て
い
る
手
当
、
そ
の
他
不
当
な
差
別
待
遇
に
関
す
る
苦
情
そ
の
他

の
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
調
査
し
改
め
さ
せ
る
。
現
地
に
も
委
員
会
を
常
設
し
、
日
本
の
委
員
会
と
常
に
連
携

し
て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

(2)

日
本
の
民
主
主
義
政
治
の
堕
落
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え
て
、
野
党
の
発
言
権
が
強
く
な
り
、
さ
ら
に
マ
ス
・
コ
ミ
が
こ
れ
に
関
与
し
て
、
こ
の
四
者
の
政
治
的
力
関
係
で
国

民
生
活
に
深
い
関
係
の
あ
る
問
題
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
政
党
政
治
腐
敗
の
原
因
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
と
有
権
者
に
あ
る
。
政
党
は
世
論
に
弱
い
が
、
選
挙
民
は

黙
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
マ
ス
・
コ
ミ
は
、
明
治
維
新
以
来
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
で
あ
る
反
権
力
精
神
と
い

う
姿
勢
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
過
当
競
争
に
よ
る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
導
入
は
、
民
主
政
治
を
内
部
か

ら
腐
ら
せ
る
根
本
問
題
を
追
及
す
る
こ
と
を
二
の
次
の
問
題
と
し
て
し
ま
っ
た
。
政
治
家
と
新
聞
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
の
は
国
民
で
あ
り
、
お
よ
そ
そ
の
国
の
民
主
主
義
体
制
の
内
容
は
国
民
の
水
準
の
反
映
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
国
民
自
身
の
自
覚
と
奮
起
こ
そ
が
最
も
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

民
主
主
義
と
は
、
自
由
と
平
等
を
軸
と
す
る
思
想
及
び
そ
の
思
想
を
基
礎
と
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
自
由
は
エ

ゴ
と
、
平
等
は
嫉
妬
と
結
び
つ
き
や
す
い
。
す
る
と
、
国
民
は
エ
ゴ
と
嫉
妬
の
奴
隷
に
な
る
。
こ
れ
が
思
想
を
通

し
て
の
人
間
の
堕
落
で
あ
る
ｃ

(3)

民
主
主
義
再
生
へ
の
道
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ま
た
民
主
主
義
は
制
度
と
し
て
は
数
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
エ
ゴ
と
嫉
妬
を
巧
妙
に
悪
用
す
る
者
が
権
力
を
握

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
制
度
を
通
し
て
の
人
間
の
堕
落
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
簡
略
し
て
民
主
主
義

の
堕
落
と
言
っ
て
お
く
。

今
後
の
民
主
主
義
社
会
を
展
望
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
民
主
主
義
の
堕
落
に
よ
っ
て
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
形

を
と
る
危
険
性
の
方
が
大
き
い
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
民
主
主
義
を
再
生
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
当
面
は
来

る
べ
き
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
へ
の
準
備
と
し
て
、
そ
れ
を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
わ
れ
わ
れ
は
反
民
主
主
義
の
立
場
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
公
平
に
見
て
、
民
主
主
義
は
思
想
と
し

て
も
制
度
と
し
て
も
最
も
無
害
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
考
え
う
る
制
度
と
し
て
民
主
主
義
以
上
の
も
の
は

な
か
っ
た
。
人
間
の
つ
く
り
得
る
社
会
制
度
で
完
全
鉦
芙
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
害
の
少
な
い
も
の

を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
故
に
民
主
主
義
を
崩
壊
さ
せ
、
そ
の
あ
と
に
理
想
郷
、
す
な
わ
ち
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
建
設
し

よ
う
と
い
う
甘
い
夢
を
描
い
て
は
い
け
な
い
。

第
二
に
、
民
主
主
義
の
神
格
化
を
や
め
る
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
躯
歌
し
て
い
た
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

ー
マ
は
、
民
主
主
義
の
下
で
人
間
が
堕
落
し
、
つ
い
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
と
現
代
の

民
主
主
義
社
会
に
共
通
に
見
ら
れ
る
現
象
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
民
主
主
義
が
礼
賛
さ
れ
崇
拝
さ
れ
て
い
る
と
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い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主
義
や
自
由
・
平
等
は
、
礼
賛
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
堕
落
す
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の

疑
似
理
性
に
よ
る
自
己
欺
蝿
、
合
理
化
傾
向
が
思
考
か
ら
柔
軟
性
を
奪
い
、
ま
た
エ
ゴ
と
嫉
妬
の
奴
隷
と
な
っ
た

人
間
は
、
精
神
の
自
由
を
失
い
、
自
分
は
正
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
た
が
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
民
主
主

義
を
生
き
残
ら
す
道
は
、
民
主
主
義
の
神
格
化
を
や
め
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
自
由
は
勝
手
放
題
に
つ
な
が
り
、
平
等
は
嫉
妬
に
つ
な
が
る
か
ら
、
民
主
主
義
を
崇
拝
し
て
い
る
う

ち
に
自
ら
そ
う
し
た
悪
魔
的
性
格
を
助
長
さ
せ
堕
落
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
民
主
主
義
を
生
き
残
ら
す
た
め
に

は
民
主
主
義
の
自
己
制
約
を
し
、
そ
れ
の
悪
用
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

政
治
は
万
能
で
は
な
い
。
政
治
に
万
事
を
期
待
す
る
の
は
全
体
主
義
へ
の
道
で
あ
っ
て
、
絶
対
に
避
け
な
く
て

は
い
け
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
政
治
に
期
待
し
、
従
っ
て
提
言
す
る
の
は
、
政
治
が
な
く
て
は
絶
対
で
き
な
い
こ
と

に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
政
治
に
対
す
る
提
言
は
、
現
在
の
厳
し
い
国
際
情
勢
の
中
で
日
本
が
い
か

に
生
き
残
る
か
、
そ
の
備
え
と
し
て
の
政
治
体
制
の
改
革
に
対
し
て
で
あ
る
。

二
、
政
治
改
革
へ
の
提
言
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現
行
二
院
制
度
を
採
用
し
、
衆
議
院
の
選
挙
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
と
す
る
。
小
選
挙
区
制
に
は
い
ろ
い
ろ

な
問
題
も
あ
る
が
、
極
め
て
少
額
の
費
用
で
済
む
た
め
候
補
者
と
し
て
望
ま
し
い
人
材
を
広
く
導
入
す
る
こ
と
が

現
行
憲
法
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
大
至
急
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
と
し
て
は
な
は
だ

拙
劣
で
読
む
に
た
え
な
い
。
し
か
も
そ
の
思
想
は
西
欧
に
お
い
て
す
ら
既
に
通
用
し
な
く
な
っ
た
啓
蒙
主
義
思
想

で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
健
全
な
精
神
と
美
し
い
日
本
語
で
書
か
れ
、
威
厳
が
あ
り
格
調
高
く
、
日
本
国
民
す
べ

て
が
、
こ
れ
を
口
に
唱
え
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
も
の
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。

参
議
院
議
員
は
地
方
区
、
全
国
区
、
任
命
と
三
等
分
す
る
。
被
任
命
議
員
が
実
質
上
被
選
挙
議
員
よ
り
優
秀

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
被
選
挙
議
員
の
質
が
向
上
す
る
。

で
き
る
。

(2) (1)

選
挙
制
度
の
改
革

憲
法
全
体
の
書
き
直
し
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民
主
主
義
を
生
か
し
、
同
時
に
肥
大
化
し
た
「
行
政
国
家
」
の
機
能
合
理
化
を
図
る
た
め
に
は
、
チ
ー
プ
ガ
バ

メ
ン
ト
が
望
ま
し
い
。
国
家
の
機
能
は
、
外
交
、
防
衛
、
司
法
、
税
務
等
必
要
最
少
限
の
も
の
に
限
定
し
、
他
の

業
務
を
民
間
に
移
譲
す
る
。
そ
し
て
国
民
は
国
家
に
過
大
な
要
求
を
せ
ず
、
自
ら
福
祉
や
教
育
の
任
務
を
分
担
す

べ
き
で
あ
る
。

法
律
に
う
と
い
一
般
の
国
民
は
、
ど
ん
な
問
題
で
も
裁
判
所
に
も
ち
込
め
ば
妥
当
な
解
決
が
得
ら
れ
る
と
思
い
、

行
政
上
の
問
題
ま
で
が
や
や
オ
ー
バ
ー
な
形
で
訴
訟
事
件
と
し
て
裁
判
所
に
も
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
法

権
の
作
用
に
も
そ
の
性
質
上
（
た
と
え
ば
、
三
権
分
立
）
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
。
司
法
と
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

分
を
守
り
、
そ
の
責
任
を
最
後
ま
で
果
た
す
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
行
政
と
司
法
の
望
ま
し
い
関
係

(3)

行
政
の
改
革
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日
本
は
国
際
的
責
任
に
目
覚
め
、
世
界
の
平
和
と
安
全
の
維
持
の
た
め
国
力
に
ふ
さ
わ
し
い
負
担
を
引
き
受
け

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
日
本
は
独
立
国
家
と
し
て
の
自
覚
を
強
め
、
ア

メ
リ
カ
と
協
力
し
て
極
東
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
努
力
す
る
。
②
日
本
の
国
際
化
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い
る

通
産
省
、
外
務
省
官
僚
の
特
権
階
級
意
識
を
取
り
除
き
、
彼
ら
に
国
際
感
覚
と
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
養
わ
せ
る
。
③

在
外
の
銀
行
や
商
社
の
実
情
を
調
査
し
、
良
く
な
い
点
は
改
め
さ
せ
る
。

ソ
連
の
進
出
に
対
し
て
日
本
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
ソ
連
が
日
本
国
内
で
謀
略
工
作
を
行
え
な
い
よ
う
に

四
、
外
交
政
策
へ
の
提
言

(1)(2)

国
際
的
責
任
の
自
覚

安
全
保
障
を
踏
ま
え
た
外
交
政
策
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す
る
と
と
も
に
、
自
由
諸
国
が
一
体
と
な
っ
て
日
本
に
対
す
る
ソ
連
の
軍
事
行
動
を
阻
止
す
る
状
況
が
要
請
さ
れ
、

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
は
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
総
合
安
全
保
障
外
交
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①

日
本
は
自
由
世
界
を
防
衛
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
防
衛
政
策
を
定
め
る
。
②
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
体
制
を
強
化
す

る
。
日
米
安
保
は
特
に
大
切
で
あ
る
。
③
世
界
の
利
益
の
中
に
は
じ
め
て
自
国
の
利
益
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
外
交
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

激
動
す
る
国
際
情
勢
下
に
あ
っ
て
日
本
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
政
策
決
定
者
が
よ
り
多
く
の
情
報
と
質
の
高
い

情
報
を
も
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
よ
う
に
軍
事
小
国
に
は
、
何
よ
り
も
情
報
戦
略
の
確
立
が
望

ま
れ
る
。
第
一
段
階
と
し
て
は
既
存
の
情
報
諸
機
関
を
拡
充
す
る
。
第
二
段
階
と
し
て
日
本
国
家
の
総
合
的
な
情

報
収
集
・
提
供
・
判
断
機
関
と
し
て
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
角
三
の
局
冨
昌
○
邑
冒
蔚
窪
粥
．
。
の
範
己
冒
さ
局
ョ
島
。
。
○
の
員
の
園
）

を
創
設
す
る
。
以
上
の
国
際
情
報
機
関
を
充
実
す
る
た
め
、
人
材
の
供
給
源
で
あ
る
大
学
及
び
大
学
院
に
お
い
て

地
域
研
究
を
強
化
す
る
。
ま
た
海
外
、
特
に
日
本
と
関
係
の
深
い
国
々
に
は
日
本
セ
ン
タ
ー
を
数
多
く
設
置
し
、

(3)

国
際
情
報
戦
略
機
関
の
確
立

122



第一章国際化時代に適応する政治と外交

日
本
に
対
す
る
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
日
本
の
出
資
で
国
際
問
題
研
究
所
を
海
外
に
設
置
し
、
現
地
の
協
力

を
得
て
日
本
の
対
外
政
策
立
案
に
寄
与
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
章
日
本
の
総
合
安
全
保
障
政
策
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今
日
の
安
全
保
障
論
の
混
迷
は
、
「
戦
争
」
概
念
の
混
乱
に
起
因
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
戦
争
思

想
は
、
い
わ
ゆ
る
武
力
に
よ
る
絶
対
戦
争
を
唯
一
の
か
た
ち
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
戦
争
と
平
和
、
あ
る
い
は
武

力
と
政
治
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
核
の
出
現
は
、
こ
の
戦
争
概
念
を
一
変
さ
せ
、
勝
敗
そ
の
も

の
を
無
意
味
に
す
る
絶
対
破
壊
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
戦
争
は
必
然
的
に
武
力
以
外
の

政
治
・
外
交
・
経
済
・
思
想
な
ど
の
領
域
に
代
替
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
戦
争
の
非
武
力
化
を
も
た
ら

政
治
し
た
。政
治
・
経
済
・
思
想
な
ど
の
領
域
を
戦
争
に
動
員
す
る
総
力
戦
の
思
想
は
、
共
産
主
義
の
戦
争
観
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
共
産
主
義
に
お
い
て
は
、
究
極
的
に
世
界
革
命
を
目
指
す
が
故
に
、
戦
争
は

永
い
闘
争
の
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
「
武
力
行
使
」
は
一
種
の
戦
術
の
問
題
と
し
て

一
、
新
し
い
防
衛
哲
学
の
確
立

(1)

戦
争
概
念
の
変
化
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第二章日本の総合安全保障政策

取
り
扱
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
武
力
非
行
使
状
態
Ｉ
平
和
と
い
う
概
念
は
幻
想
と
な
り
、
逆
に
、
「
戦
争
は
武
力
だ

け
で
は
な
い
」
と
い
う
総
合
安
全
保
障
の
発
想
が
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
共
産
主
義
は
「
世
界
の
共
産
化
」
を
究
極
の
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
目
的
の
下
に
独
特
の

「
平
和
観
」
「
戦
争
観
」
が
確
立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
平
和
」
と
は
全
世
界
を
共
産
化
し
た
後
の
状
態
を
意

味
し
、
そ
れ
以
外
の
状
態
は
一
切
平
和
と
は
呼
ば
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
戦
争
」
は
、
革
命
の
手
段
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
従
っ
て
一
種
の
〃
平
和
行
為
〃
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
自
由
主
義
圏
は
明
確
な
思
想
が
無
い
が
故
に
、
無
目
的
な
平
和
維
持
論
、
あ
る
い
は
漠
然
と
し

た
戦
争
否
定
論
に
陥
り
、
共
産
主
義
の
平
時
に
お
け
る
侵
入
を
容
易
に
し
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
共
産
主
義
特
有
の
「
戦
争
観
」
「
平
和
観
」
を
認
識
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に

代
わ
る
新
し
い
思
想
を
中
心
と
し
た
総
合
戦
略
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
新
し
い
思
想
は
、
共
産
主
義
の
「
党
派
性
」
を
克
服
し
、
民
族
、
国
家
、
階
級
な
ど
の
対
立
を
超
え
た
世

(2)

共
産
主
義
戦
略
と
の
対
決
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第二章u本の総合安全保障政流

共
産
主
義
諸
国
に
対
し
て
「
軍
事
力
だ
け
が
防
衛
力
で
は
な
ど
と
助
言
す
る
の
は
適
切
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

軍
事
優
先
主
義
の
痕
跡
す
ら
見
当
た
ら
な
い
日
本
の
実
情
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
助
言
め
い
た
言
葉
を
説
く
の
は
、

禁
酒
主
義
者
を
つ
か
ま
え
て
飲
酒
の
害
を
長
々
と
弁
ず
る
者
に
も
似
て
、
そ
の
人
の
頭
が
お
か
し
い
か
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
何
か
下
心
が
あ
る
と
疑
わ
れ
て
も
当
然
で
あ
る
。

「
防
衛
力
は
軍
事
力
だ
け
で
は
な
ど
と
い
う
本
当
の
狙
い
は
「
軍
事
力
な
き
防
衛
は
可
能
で
あ
る
」
と
い
う

錯
覚
を
、
自
己
に
も
他
人
に
も
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
動
機
は
、
何
と
な
く
気
が
楽
で
良
心
の
称
賛
を

受
け
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
話
術
に
ひ
っ
か
か
る
の
は
終
戦
以
来
の
数
々
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

中
で
も
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
え
ら
れ
た
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

界
主
義
理
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
自
由
・
民
主
主
義
の
共
通
の
欠
陥
で
あ
る
「
無
内
容
性
」
を
克
服
し
、

人
間
の
生
き
る
意
味
を
自
覚
さ
せ
る
哲
学
的
・
宗
教
的
・
倫
理
的
な
価
値
観
を
基
盤
と
し
た
理
念
で
、
科
学
的
知

識
・
科
学
的
思
考
と
調
和
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(3)

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
敗
北
主
義
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ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
最
大
の
欠
陥
は
人
間
を
単
な
る
生
物
の
次
元
で
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
生
き
続
け

る
こ
と
が
最
高
絶
対
の
価
値
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
死
を
忘
れ
さ
せ
生
の
み
に
全
注
意
を

払
わ
せ
る
か
ら
、
明
る
く
ま
た
受
け
容
れ
る
の
が
容
易
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
最
も
安
楽
な
生
き
方
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
日
本
古
来
の
価
値
観
と
根
本
的
に
対
立
す
る
。

今
や
人
類
は
、
近
代
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
果
た
し
終
え
て
亡
び
よ
う
と
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
情
死
す
る

か
、
ま
た
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
理
念
の
下
に
新
し
い
文
明
を
創
造
す
る
か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
民
は
簡
単
に
古
来
の
難
道
を
捨
て
て
、
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
と
い
う
安
易
な
道
を
選
ん
だ
。
日
本
の
イ
ン

テ
リ
は
、
特
殊
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
者
は
別
と
し
て
、
国
際
情
勢
の
厳
し
さ
を
知
り
、
そ
れ
に
対
し
日
本
が

防
衛
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
極
め
て
奥
深
く
ま
で
浸
透
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

中
毒
に
よ
り
、
死
に
直
面
し
た
く
な
い
、
死
を
避
け
て
通
り
た
い
、
防
衛
は
す
べ
き
だ
が
死
は
考
え
た
く
な
い
と

い
う
症
状
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
で
「
軍
事
力
な
き
防
衛
」
と
い
う
幻
影
が
浮
か
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。

(4)

防
衛
の
論
理
と
倫
理

130



第一息章Ⅱ本の総合安全保障政籏

殺
り
く
と
倫
理

防
衛
問
題
の
根
本
は
、
生
死
問
題
と
と
も
に
殺
り
く
の
問
題
で
あ
る
。
殺
り
く
の
非
倫
理
性
が
、
防
衛
思
想
に

お
け
る
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
殺
り
く
を
倫
理
的
に
正
当
化
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
〃
殺
す
な
か
れ
“
（
モ
ー
セ
の
十
戒
）
は
普
遍
的
倫
理
で
あ
っ
て
、
殺
り
く
の
倫
理
的
正
当
化

は
不
可
能
で
あ
る
。
問
題
は
、
人
間
が
絶
対
的
倫
理
を
守
り
得
る
か
否
か
に
あ
る
。
結
論
を
い
え
ば
、
人
間
は
神

の
倫
理
、
絶
対
的
倫
理
は
守
り
得
ず
、
た
だ
こ
の
世
の
法
の
み
を
守
り
得
る
。
そ
れ
を
直
視
す
べ
き
で
あ
る
。

新
し
い
死
生
観
の
確
立

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
極
端
な
反
戦
思
想
の
洗
礼
を
受
け
た
日
本
に
お
い
て
は
、
防
衛
問
題
解
決
の
鍵
は
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
超
え
た
死
生
観
の
確
立
に
あ
る
。
こ
の
新
し
い
死
生
観
は
、
死
の
到
来
の
確
実
性
を
自
覚
し
〃
死
〃

か
ら
〃
生
〃
を
見
る
立
場
を
取
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
立
場
は
、
生
物
的
自
己
の
有
限
性
を
自
覚
す

る
か
ら
、
幸
福
の
源
泉
を
本
能
の
充
足
の
み
と
は
考
え
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
本
性
で
あ
る
〃
た
め
に
生

き
る
精
神
・
思
想
〃
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
防
衛
は
、
命
が
け
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
を
超
克
し
、
世
界
的
広
が
り
と
秩
序
を
も
っ
た
〃
た
め
に
生
き
る
精
神
〃
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
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日
本
は
、
経
済
的
繁
栄
は
達
成
し
た
が
、
国
防
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
未
だ
に
精
神
的
、
制
度
的
に
独
立
国
家

の
体
裁
を
整
え
て
い
な
い
。
安
全
保
障
の
国
際
的
責
務
を
果
た
す
た
め
に
も
国
内
体
制
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

第
一
段
階

①
自
衛
隊
に
列
国
並
み
の
軍
の
地
位
を
与
え
る
。

②
奇
襲
に
備
え
て
の
対
策
（
機
密
保
護
法
の
制
定
、
情
報
・
通
信
網
の
整
備
等
）
を
行
う
。

③
防
衛
産
業
の
振
興
（
兵
器
輸
出
緩
和
）
と
研
究
開
発
を
進
め
る
。

第
二
段
階 二

、
国
防
体
制
の
整
備

(1)

国
防
体
制
確
立
へ
の
方
策
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蕊_ﾕ章 1I本の総合安令保障政顛

三

、

経

済

安

全

保

障

の

提

言

①
日
本
の
戦
略
本
部
を
創
設
す
る
。

②
国
会
で
本
格
的
な
国
防
論
議
を
行
う
。

③
各
都
道
府
県
の
指
導
者
が
、
国
防
や
民
間
防
衛
に
関
す
る
理
解
、
意
識
を
深
め
る
。

①
総
理
を
は
じ
め
、
政
府
当
局
、
国
家
指
導
者
が
先
ず
国
防
、
特
に
軍
事
に
関
し
て
よ
り
よ
き
理
解
者
で
あ
る
こ

①
国
防
省
昇
格
と
諸
制
度
の
改
善

②
有
事
立
法
の
整
備

③
安
全
保
障
会
議
の
創
設

④
民
間
防
衛
の
推
進

し
〆
一
○

(2)

国
防
意
識
昂
揚
の
た
め
の
方
策
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主要各国兵力一覧(概数） (52年中期）

空軍（作戦機）陸 軍 海 軍
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（機）
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325.0
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中 国 5,9(X)※ノ 連 182.5 ノ 連 420.1 2,42C

イギリス 116．6 アメリ カ 5.120※イ ン ド 95.0 490

5L9 420 ポーランド 8(、※アメリカ 78.9 フランス

中 国 1.480 フランスベトナム 60.0 39.8 700※

西 独 イ ン ド韓 国 25.7 310 700※56.0

西 独 650※北朝鮮 43.0 イタリア 18.5 250

北朝鮮18．5 5(） 630パキスタン 40.0 ペル一

一
口 湾 18.3 160 イギリノ ス 580ト ル． 37.5

西 独 スペイン 18．0 200 ﾁェコスロバキア 55034.1

イスラエル18.0 55033.0 ト ル． 230フランス

スウェーデン《
ロ 湾 イ ン ド 100 5㈹32.0 17．8

エジプ｝、 東 独ブラジル 17.5 140 42030.0

カナダナイジェリア 22.1 17．5 8(） シ リ ア 400

イ ラ ク 370イ ラ ン アルゼンチン 14．4 10022.0

日 本日 本 日 本 17．4 4釦15.5 150

資料は｢ジェーン海軍年遡、 「ミリタリー・バランス｣(1977~78)による。
作戦機は、爆撃機、戦闘爆撃機､攻撃機､要撃機、偵察機等の総称でヘ

リコプターは含まない。

なお、※印は、空軍以外の作戦機数を含んでいることを示す。

日本は、52年度末における各自衛隊の実勢力を示す。

昭和53年度防衛白書
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輔" 1 1本の総合安全保障政輔

日
本
は
石
油
の
九
九
％
を
海
外
に
依
存
す
る
資
源
小
国
で
あ
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
危
機
意
織
が

極
め
て
低
い
。
こ
れ
は
日
本
の
タ
テ
ワ
リ
行
政
に
原
因
が
あ
る
。
そ
の
解
決
に
は
、
総
理
直
属
の
戦
略
本
部
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
経
済
協
力
を
通
じ
て
〃
運
命
共
同
体
“
を
形
成
す
る
。

経
済
協
力
を
通
じ
て
資
源
輸
出
国
や
、
そ
れ
ら
の
国
に
影
響
力
を
持
つ
国
と
の
相
互
依
存
関
係
を
深
め
、
運
命

共
同
体
関
係
を
築
い
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
資
源
大
国
と
市
場
大
国
の
結
合
を
図
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
合
理
性
を
重
ん
じ
、
市
場
大
国
・
資
源
小
国
の
日
本
は
、
資
源
大
国
と
長
期
安
定
な
バ
イ
ラ

テ
ラ
ル
関
係
の
樹
立
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

④
中
国
市
場
を
独
占
し
な
い
。

今
後
中
国
は
、
太
平
洋
経
済
圏
に
入
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
日
本
は
中
国
市
場
を
独
占
す
べ
き
で
は

な
い
。
も
し
日
本
が
独
占
す
る
と
、
政
治
大
国
中
国
と
経
済
大
国
日
本
の
結
合
を
生
み
、
そ
れ
は
他
の
諸
国
に
脅

威
と
反
発
を
生
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

⑤
東
西
貿
易
に
過
剰
な
期
待
を
抱
か
な
い
。
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世界の原油産出量と埋蔵量 （単位百万Kl ) 世界の石油消費量(原油換算）
（単位百万k1, 1人あたりはkl)
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大洋州を含み，中国を除く。



鞆＝軍日本の総合安全保障政策

東
西
間
の
緊
張
緩
和
に
際
し
、
経
済
力
の
占
め
る
比
重
に
過
剰
期
待
を
か
け
ず
、
ま
た
西
側
と
し
て
は
、
東
西

貿
易
が
自
国
の
政
治
路
線
を
振
り
回
す
に
至
る
程
度
ま
で
拡
大
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
安
全
保
障
上
、
経
済
力
と

軍
事
力
は
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
技
術
開
発
を
行
う
。

資
源
小
国
日
本
が
、
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
は
技
術
開
発
以
外
に
は
な
い
。
従
っ
て
、

研
究
開
発
費
を
引
き
上
げ
て
独
自
の
開
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
へ
の
ア
メ
リ
カ
企
業
誘
致
に

よ
り
、
日
米
共
同
の
工
業
を
育
成
し
ア
メ
リ
カ
の
先
端
技
術
の
導
入
を
図
る
こ
と
や
、
国
際
的
に
通
用
す
る
人
材

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

加
盟
国

ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
の
他
西
太
平
洋
に
含
ま
れ
る
自
由
諸
国
。

原
則
と
し
て
適
用
範
囲
を
公
海
に
限
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
立
を
保
障
し
、
か
つ
、
こ
の
範
囲
に

四
、
西
太
平
洋
海
洋
集
団
安
全
保
障
体
制
の
提
言
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包
含
さ
れ
る
諸
国
の
国
内
政
治
に
直
接
影
響
力
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

役
割
分
担
の
一
例

ア
メ
リ
カ
率
主
と
し
て
機
動
的
海
空
打
撃
力
に
よ
っ
て
、
西
太
平
洋
全
域
（
ア
メ
リ
カ
第
七
艦
隊
の
任
務
上
イ

ン
ド
洋
を
含
む
）
の
制
海
の
基
礎
と
な
り
、
海
洋
諸
国
に
対
す
る
直
接
侵
入
に
対
し
て
は
主
た
る
阻
止
力
と
な
る
。

日
本
卵
赤
道
以
北
の
対
潜
、
及
び
対
空
を
主
と
す
る
海
上
交
通
の
保
護
に
責
任
を
持
つ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
》
赤
道
以
南
の
対
潜
を
主
と
す
る
。

な
お
地
域
的
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係
国
は
協
力
し
て
海
を
通
じ
て
の
浸
透
の
阻
止
、
侵
略
の
防
衛
に

当
た
り
、
海
洋
の
自
由
と
安
全
を
確
保
す
る
。

効

果

東
ア
ジ
ア
か
ら
太
平
洋
に
至
る
西
太
平
洋
自
由
諸
国
（
ア
メ
リ
カ
を
含
む
）
は
、
政
治
・
経
済
・
安
全
保
障
上

極
め
て
緊
密
で
死
活
的
相
互
依
存
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
海
洋
の
自
由
と
安
全
を
守
る
こ
と
に
共
通
の
利
益
を
有

す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
西
太
平
洋
地
域
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ
は
中
国
と
の
関
係
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備蓄量

東南アジア・豪

州および当地城

を通過する輸入
率

備蓄量

（在庫量）
9コ

目ロロ lIH 問東南アジア・豪

州からの輸入率
種 顛 全輸入率

l）

油
55.395千kg
※4.976千k2

日
日
６
２

６
今

０
７
８
※

石

原 油 99．7 98．0 17．6

46年のような不作
(作況指数93） が
7年MM続いても対
応できる量

(適量は200万トン）

鉄鉱石 99．6 70．0 61．7

米 572万ﾄン

石 炭 85．7 35．7 35．7

燐鉱石 100－0 43．7 6．8

小 麦 92万ﾄン 2.6力･月

二・ソケル鉱 100．0 99．5 99．5

食品用大豆のほぼ
1カ月分

大 豆 7万ﾄン
銅 鉱 99．4 46．8 46．8

膳
筈
堂
窒
網
鶚
傘
鎚
ｅ
骨
匡
鶴
汕
綜

とうもろこし

こうりや〃2）
ボーキサイト 100．0 98．5 98．5

50万ﾄン
配合飼料原料の
ほぼ1カ月分小 麦 11．495．9 皿←4

大 変2） 41万ﾄシ

塩 46．487．4 46．4

(注） l)製品は半製品を含む(※はタンカー備蓄分で外数）
・在犀日数は52年(1－12月)必要ベースによる
（687.12千M/日）
・統計速報には含まれていないが民川鯛蓄は上注の
ほかに石油術蓄法上，備蓄数量に嘩入できること
となっている。入港中タンカーの在庫が2,812千kC
（4日分)あり， これを含めると84.6日分となる。

2)飼料用穀物
(出所）資源エネルギー庁（1978年12月）
及び農林水産省

(注）①この表での輸入率とは，全所要量に対する輸入量の比
率(％)である。

②この妾は1974年の統計によるが，現在でもほとんど変
わっていない。

つ
め
【



を
維
持
し
つ
つ
、
中
華
民
国
の
安
全
を
も
保
障
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
の
安
保
体
制
に
よ
り
最
大
の
利
益
を
得
る
の
は
日
本
で
あ
り
、
日
本
は
最
も
大
き
な
責
任
を
負
担

す
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。

~
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第
三
章
共
存
の
た
め
の
経
済
政
策

ブルツキングス研究所訪問(1977, 12）



近
年
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
る
の
は
、
根
本
的
に
は
、
「
物
の

世
界
」
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
る
「
科
学
技
術
文
明
」
の
余
り
に
も
大
き
な
力
が
、
人
間
の
精
神
生
活
を
萎
縮
せ
し

め
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
物
質
中
心
の
近
代
西
洋
文
明
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
九
七
六
年
以
来
、
わ
が
国
は
出
超
に
悩
む
と
い
う
新
事
態
に
陥
り
、
明
治
以
来
取
り
続
け
て
き

た
「
西
欧
文
明
の
吸
収
」
「
輸
出
拡
大
」
と
い
う
国
家
目
標
を
過
剰
達
成
す
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
わ
が

国
は
、
旧
コ
ー
ス
を
成
功
裡
に
完
走
し
、
い
ま
ま
さ
に
新
出
発
を
行
う
べ
き
地
点
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
今

後
は
、
従
来
の
物
本
位
の
考
え
方
か
ら
脱
却
し
て
、
そ
の
文
明
の
ユ
ニ
ー
ク
性
に
鑑
み
、
日
本
国
内
に
物
心
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
新
し
い
文
明
の
モ
デ
ル
を
描
築
す
べ
き
時
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
明
史
的
貢
献
、
世
界
へ
の
奉
仕
の
精
神
を
も
り
込
ん
だ
経
済
政
策
を
と
る
こ
と
は
、
多
数
の
若

一
、
目
標
設
定
の
基
本
と
新
し
い
経
済
理
念

(1)

新
し
い
文
明
の
創
造
と
経
済
目
標

凸
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第；承共存のための経済政繁

今
日
、
古
今
未
曾
有
の
経
済
的
繁
栄
と
物
臨
的
繁
栄
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
繁
栄
の
中
の
貧
困
化
と

い
う
不
均
衡
現
象
が
露
呈
し
て
い
る
。
こ
の
不
均
衡
現
象
の
最
大
の
原
因
が
、
交
換
経
済
の
行
動
原
理
で
あ
っ

た
〃
放
縦
な
〃
自
由
趣
壁
薔
杯
則
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
多
く
の
識
者
は
よ
う
や
く
気
付
き
始
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
が
も
し
、
資
本
主
義
経
済
の
均
衡
回
復
を
願
う
な
ら
ば
、
「
相
手
を
生
か
す
こ
と
こ
そ
が
、
自
己
を
生
か

す
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
交
換
関
係
に
お
け
る
新
し
い
意
識
革
命
を
お
こ
し
、
こ
れ
を
政
策
実
行
に
移
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
済
学
の
原
点
、
即
ち
、
”
人
間
学
の
一
部
と
し
て
の
経
済
学
“
に
立
ち
帰
り
、
人
間

観
の
再
検
討
か
ら
新
し
い
経
済
理
念
の
確
立
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

者
が
遊
民
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
ひ
い
て
は
世
界
の
中
に
お
け
る
日
本
の
存
在
を
不
可
欠
な
も
の
と
な
し
、
日
本

の
総
合
安
全
保
障
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
。

(2)(3)

共
存
共
栄
の
経
済
理
念
の
確
立

重
層
的
社
会
構
造
を
ベ
ー
ス
と
し
た
福
祉
理
念
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日
本
に
お
け
る
従
来
の
福
祉
理
念
は
、
お
よ
そ
北
欧
・
イ
ギ
リ
ス
型
の
社
会
福
祉
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米

に
お
け
る
〃
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ァ
“
は
〃
個
人
の
福
祉
の
集
計
“
と
解
さ
れ
、
そ
れ
は
個
人
主
義
社
会
を
前
提
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
日
本
は
重
層
的
共
同
体
社
会
で
あ
り
、
従
っ
て
、
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
も
わ
れ
わ
れ
が
意
識
の
中
で
帰

属
し
て
い
る
と
考
え
る
共
同
体
案
族
、
企
業
、
公
共
団
体
、
世
界
経
済
の
中
の
国
民
経
済
等
）
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
も
の
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
自
由
貿
易
主
義
を
と
る
以
外
に
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
国
民
経
済
の
中
だ
け
で
は
限

界
の
あ
る
自
由
競
争
の
維
持
も
論
理
的
に
可
能
と
な
る
。
そ
れ
に
は
、
日
本
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
全
力
を
注
ぎ
、

高
付
加
価
値
の
生
産
、
輸
出
を
行
い
、
撤
退
す
べ
き
産
業
は
速
や
か
に
撤
退
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
は
、
お
よ
そ
公
共
経
済
と
な
る
が
、
長
期
的
に
自
由
市
場
を
縮
小
、
消
滅
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
開
発
の
成
果
を
私
企
業
が
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
化
が
必
要
と
な
る
。

他
方
、
途
上
国
援
助
は
、
そ
れ
ら
の
国
の
輸
出
品
に
対
し
て
国
内
市
場
を
開
放
し
、
そ
の
た
め
の
産
業
構
造
転

(4)

経
済
外
交
の
基
本
理
念
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第三章共作のための経済政箪

共存のための経済外交政策

_n_

1 -陸
、

付

加

価

値

Ａ
介

A －

－国－B B

、

菱 一→ C C一

ⅡI ステージ区分11I

グループI…輸入代祷能力のほとんどない一次産砧輸出脚。

ここには寄生的な商業資本があるだけで、生産

性のステージは最も低い。

グループ1I…付加価値の比較的低いBグループの商肋につい

て輸入代替能力を持つ中進国。イノベーション

の能力は持たない。

グループⅡl~･･最も,付加価価の高いAグループの商品の生産が

可能であり、 しかもイノベーション能力をもつ

先進T業国。

妃号･･③はAグループ商品の輸出を示す。

囚はAグループ商品の輸入を示す。

⑧圓等もこれに準じる。
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、

①
自
由
貿
易
に
対
す
る
形
式
的
見
方
の
是
正

土
地
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
自
然
資
源
に
制
約
が
あ
る
場
合
は
、
世
界
全
体
の
工
業
生
産
の
パ
イ
の
大
き
さ
が

限
定
さ
れ
、
各
国
が
自
国
の
工
業
生
産
を
拡
大
し
よ
う
と
す
れ
ば
輸
出
シ
ェ
ア
拡
大
競
争
と
な
り
、
結
局
工
業
生

産
の
世
界
全
体
の
パ
イ
を
小
さ
く
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
現
状
下
で
は
、
各
国
は
〃
交
渉
貿
易
“
に

よ
り
輸
出
ン
エ
ア
を
一
定
に
保
つ
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
日
本
は
一
層
の
市
場
開
放
と
輸
出
シ
ェ
ア

の
縮
小
を
迫
ら
れ
よ
う
。

②
経
常
収
支
の
均
衡
を
保
つ
〃
管
理
さ
れ
た
変
動
相
場
制
“

換
を
図
る
こ
と
を
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
。
直
接
投
資
は
、
途
上
国
の
輸
出
能
力
を
高
め
る
た
め
の
開
発
輸
入
方

式
を
取
り
、
ま
た
そ
の
国
の
〃
社
会
科
学
的
エ
コ
ロ
ジ
ー
〃
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
共
存
の
た
め
の
経
済
戦
略

(1)

欧
米
と
の
共
同
協
調
政
策

い
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蕊;唖共作のための経済政策

シ
」
０

〃
交
渉
貿
易
“
の
形
式
を
と
り
な
が
ら
も
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
す
る
に
は
変
動
相
場
制
を
導
入
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
常
収
支
の
均
衡
を
目
指
し
た
管
理
さ
れ
た
変
動
相
場
制
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
資
本
移
動
に
関
す
る
取
り
決
め

④
オ
ィ
ル
マ
ネ
ー
還
流
に
関
す
る
先
進
国
グ
ル
ー
プ
の
新
ア
プ
ロ
ー
チ
の
合
意

た
と
え
ば
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
だ
け
で
も
よ
い
）
と
日

本
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｃ
三
極
の
間
で
石
油
の
輸
入
量
と
価
格
に
つ
い
て
の
団
体
交
渉
に
よ
る
合
意
が
有
効
で
あ
る
。

、
先
進
国
間
対
外
投
資
に
対
す
る
取
り
決
め

相
互
の
雇
用
パ
タ
ー
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
投
資
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
利
潤
の
国
際
的
均
等
化
を
基

礎
財
の
需
要
を
増
や
す
型
で
は
推
進
し
な
い
。
外
国
資
本
の
受
け
入
れ
は
相
互
主
義
に
近
い
型
を
と
る
な
ど
。

④
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

今
後
二
○
年
以
内
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
可
能
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
先
進
国
の
成
長
停
滞
、
開
発
途
上
国
の

人
口
爆
発
は
危
機
的
状
況
に
達
す
る
。
長
期
的
視
野
に
た
ち
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
三
極
で
共
同
で
行
う
こ

⑤
人
口
計
画
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－

途
上
国
援
助
の
目
的
は
、
理
想
主
義
的
に
は
国
際
的
安
定
と
進
歩
に
あ
り
、
現
実
的
に
み
る
と
経
済
の
相
互
利

益
と
自
由
諸
国
を
共
産
主
義
の
侵
入
か
ら
守
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
援
助
の
主
な
問
題
点
は
、
途
上
国
に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制
の
不
整
備
・
不
安
定
（
行
政
能
力
の

低
さ
、
行
政
組
織
の
不
整
備
、
汚
職
、
政
治
的
不
安
定
等
）
と
援
助
国
の
援
助
体
制
の
混
乱
、
各
国
・
各
機
関
の

エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
あ
る
。
日
本
と
し
て
は
、
援
助
国
と
し
て
ま
ず
援
助
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら

地
球
規
模
で
の
人
口
計
画
に
つ
い
て
責
任
あ
る
提
案
を
行
う
。

そ
れ
に
は
、
海
外
協
力
省
も
し
く
は
、
そ
の
一
歩
手
前
の
海
外
協
力
庁
の
新
設
に
よ
り
援
助
行
政
を
一
元
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
①
一
つ
の
独
立
庁
と
し
、
所
管
す
る
独
立
の
大
臣
を
お
く
。
②
行
政

機
関
の
膨
張
を
防
ぐ
た
め
、
従
来
の
各
省
に
分
散
し
て
い
る
援
助
行
政
を
と
り
ま
と
め
る
だ
け
に
す
る
。
③
海
外

協
力
庁
の
出
先
機
関
は
在
外
大
使
の
監
督
下
に
置
き
、
大
使
の
下
に
大
使
館
と
海
外
協
力
庁
の
出
先
機
関
を
一

全
ば
い
。

(2)

途
上
国
に
対
す
る
援
助
体
制
の
整
備

住
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わが国の経済協力の国際比較
DAC

F均総瀬
供 与 国 日本 西ドイツ イギリスアメリカ フランス

供与誠

（支出額ベース）

供与誠

（支出額ベース）
DAC加盟17カ国中、支出純額ベースでは
米、仏、独についで4瀞目（シェア8.1％）

4.334.0 1.384.0 (835.2） (13,665.6）1，1“､9 (2．M5.5）

DAC諸国中13位、スウェーデンは74，75
年及びオランダは75年に0.7％目標を逮成、
ノルウェーは、 76年に0.7％屑標を逮成。

％目標 (0.25）政CNP7
府
|刑

篭援助約副
肋 lw与止｜
へ

8「ひも付
A (2国Ⅲ1
ー 凸夕 _ 且

援助約束

｢ひも付

0．20 (0．62） 0．31 0．38 (0.33）

額ベース
l榊与.比率

(83.4）48．2 58.8 55.9 69．6 DAC端国中最下位。94．8

き｣(％）
(2国Ⅲl借款）
(グロス支出額ベース）

54．2(49.7）41．3 63.3 (43.6） (15.7）

澄
弩
潅
奪
Ｓ
ｓ
“
Ｓ
逹
雲
毎
》
毎

技術協力の割合

2r5lllll援助中
わが国はDAC加盟17力圃中13位。(57.0）14．4 14 3 112,4 〕9．6 30．3

4．002．6総赦（百万ドル） (12,3“､0） (5.313.8） (2,176.4） (40.514.6） DAC蛎圃中4位。(5.315.9）資
金
の
流
れ
総
賦

DAC諸国中14位、DAC蛎国中9カ国が

1％を超過した。 （但し、これI品は蛤出億

用･民間投資等をも含むため､鞆3回UNC，r

AD以来､開発途上国より本月欄よりかかる

｢非援助的要素｣の除外を要求されている｡）

GNP1%目標 (0.72） (1.53） (1．19）0－72 0．99 0．97

の
寺
『(注） （ ）内は髄定数字を示す

(出所) DAC資料



元
化
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
○
年
代
の
デ
タ
ン
ト
政
策
に
よ
っ
て
ソ
連
が
受
け
た
利
益
は
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
大
き
か

っ
た
。
今
、
欧
米
で
は
デ
タ
ン
ト
の
見
直
し
と
と
も
に
、
経
済
政
策
と
安
全
保
障
政
策
の
関
係
を
一
層
緊
密
に
す

る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
経
済
・
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
の
対
東
側
共
同
政
策
が
重

要
な
協
議
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

ソ
連
で
は
、
貿
易
が
政
経
一
致
の
原
則
の
も
と
で
国
家
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
お
り
、
全
世
界
的
戦
略
を
基
礎

と
し
て
経
済
手
段
を
外
交
、
政
治
、
安
全
保
障
上
の
目
標
に
役
立
た
せ
る
よ
う
意
識
的
に
行
使
し
て
い
る
。
西
側
も

そ
れ
に
対
応
す
る
に
は
国
際
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
も
欧
米
の
政
策
転
換
を
踏
ま
え
、
そ
れ
と
協
力
し
て

対
東
側
経
済
政
策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

三
、
太
平
洋
経
済
統
合
の
推
進

(3)

安
全
保
障
の
視
点
を
踏
ま
え
た
東
西
経
済
交
流

可
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第皇章共作のための経済政策

太
平
洋
は
、
今
後
大
西
洋
社
会
を
上
回
る
経
済
発
展
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
地
域
協
力
を
通
し
て
、
南
北
問

題
の
解
決
に
対
し
て
も
具
体
的
成
果
が
期
待
で
き
る
。

環
太
平
洋
諸
国
の
経
済
協
力
に
は
、
共
通
の
問
題
に
対
し
て
の
政
策
立
案
を
話
し
合
う
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設

立
し
、
機
能
的
鉢
投
ロ
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
地
域
統
合
は
緩
や
か
で
あ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
デ

ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
参
加
国
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
同
じ
く
す
る
自
由
諸
国

を
ベ
ー
ス
と
す
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
先
進
五
ヵ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
、
北
東
ア
ジ
ア
韓
国
台
湾
）
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
中
心
と
す
る
の
が
現
実
的
で
あ

る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
の
参
加
は
経
済
的
・
軍
事
的
に
見
て
不
可
欠
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
、
太
平
洋
圏
と
Ｅ

Ｃ
を
結
ぶ
橋
渡
し
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

具
体
的
政
策
と
し
て
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確
保
と
開
発
、
先
進
国
に
よ
る
大
規
模
共
同
援
助
、
水

平
分
業
網
の
形
成
等
が
考
え
ら
れ
る
。

(1)

太
平
洋
地
域
の
経
済
統
合
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経済規模の比較 (1975年）

輸入額・輸出

入額

10 IEGDP
ドル

％

輸出額1人当りGDP

人口

10"

ドル

10億

ドル

GDP

ドル(百万人）

46.63 20.］49.414,283日 本 477.81111.57

ASEAN 49.216.90181530371．15234．58

k

東アジア3国

峨国･台湾･雷劉

62115.06 15~7573541.0355.80

6-22 7.49中 国 838.()0
~~

豪州 ・

ニュージーランド

11.60 2635,559 128993.2216~77

87.78 11．791.18アメリカ 1,526.00 7,146213．54

可

35.3カ ナ ダ 7,184 30.1(） 27.7422.83 16401

中南米 47~78 32.8274.22 1,003 42.19273.25

■L

338.36 4().3OECD欧州 1.632.98 319．0938275 4,266

(資料）国連統計月報1978, 3
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承共存のための経済政簸第

経

済

安

全

保

障

策

環
太
平
洋
諸
国
の
中
で
も
、
日
本
・
韓
国
・
台
湾
は
、
文
化
的
、
経
済
的
政
治
的
そ
し
て
地
政
学
的
に
見
て

も
同
質
性
が
高
く
共
通
の
利
害
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
国
が
協
力
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
繁
栄
の
み
な
ら
ず

社
会
的
、
政
治
的
、
思
想
的
な
基
盤
の
補
強
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
そ
れ
に
は
、
①
産
業
構
造
調
整
と

成
長
策
、
②
経
済
安
全
保
障
策
が
中
心
と
な
る
。

産
業
構
造
調
整
と
成
長
策

三
国
は
高
品
質
な
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
産
業
（
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
世
界
的
根
拠
地
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
三
国
間
で
の
〃
製
品
差
別
型
分
業
〃
を
行
う
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
が
そ
の
責
任
と
し
て
、
近
隣
富
裕
化

政
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
積
極
的
に
市
場
の
開
放
を
進
め
る
。

(2)

北
東
ア
ジ
ア
三
国
の
経
済
統
合

■
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①
経
済
の
安
全
保
障
協
定

三
国
と
も
無
資
源
国
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
、
中
東
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

等
の
主
要
な
資
源
国
と
の
間
に
資
源
の
安
定
供
給
を
受
け
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。

②
工
業
品
の
安
定
供
給
地
域
と
な
り
、
そ
れ
を
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
パ
ワ
ー
と
す
る
こ
と
。

③
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
を
ベ
ー
ス
に
、
海
路
、
空
路
の
安
全
保
障
を
図
り
、
ひ
い
て
は
西
太
平
洋
海
洋
集
団
安

全
保
障
体
制
を
目
指
し
、
日
本
は
、
経
済
的
に
、
軍
事
的
に
自
分
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

ｂ

■
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第
四
章
世
界
平
和
の
た
め
の
科
学
技
術
政
策

Q

■
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明
治
以
降
の
日
本
の
工
業
化
の
歴
史
は
、
先
進
工
業
諸
国
の
技
術
水
準
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
急
ぐ
あ
ま
り
、

総
合
性
に
欠
け
る
特
定
の
目
標
に
特
化
し
た
科
学
技
術
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
資
金
効
率
の
高
い

借
り
も
の
の
技
術
へ
の
特
化
、
②
経
済
復
興
や
経
済
成
長
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
産
業
技
術
へ
の
特
化
、
③
総

合
性
に
欠
け
、
推
進
が
容
易
な
個
別
政
策
へ
の
特
化
、
等
で
あ
る
。

こ
の
特
化
政
策
は
、
日
本
が
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
す
る
ま
で
は
極
め
て
有
効
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
方
で

今
日
種
々
の
歪
み
を
残
し
た
。
つ
ま
り
、
①
世
界
の
技
術
突
破
へ
の
貢
献
不
足
、
②
産
業
技
術
と
そ
れ
以
外
の
技

術
（
生
活
技
術
、
地
縁
技
術
、
適
正
技
術
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
等
）
と
の
格
差
、
③
総
合
政
策
と
技
術
交
渉

力
の
不
足
、
で
あ
る
。

先
進
国
入
り
す
る
過
程
で
と
ら
れ
た
こ
の
日
本
の
偏
っ
た
科
学
技
術
政
策
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

種
々
の
歪
み
は
、
今
日
抜
本
的
再
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
世
界
平
和
へ
の
貢
献
を
果
た
す
に
は
、

以
下
に
示
す
よ
う
な
理
念
と
構
想
を
も
っ
て
、
先
進
国
に
ふ
さ
わ
し
い
大
義
に
立
っ
た
政
策
展
開
を
図
ら
ね
ぱ
な

一
、
日
本
の
科
学
技
術
政
策
の
特
質
と
課
題

ｐ

且
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■

主要国の研究費および研究者数

公共

負担分

対国民

所得比

人口1万人当たり

研究者数

，暁者l人当たり

研究費

項目
研究費総額 研究者数

国名，年 国防研究分

百億円

294

323

1，095※

704

316※

184※

141

％ ％ ％

2．13

2．11

2．41

4．63

2．58

2．00

2．29

万円

1,130

1,189

2,045('76）

729

2,790('75）

2,865('75）

1,598

万人

26

27

54('76）

97※

9('75）

6('75）

8

人

日 本 51年度

52年度

1977

1976

1977

1976

1975

27

27

53

45

48

59

52

23

24

25('76）

38

15('75）

12('75）

１

１

弱

－

６

８

６

１

２

アメリカ

ソ 連

西ドイツ

フランス

イギリス

潜
筈
差
筆
耕
溥
ｅ
量
饗
ｅ
三
時
幹
当
料
圏
嫁

(注） 1．※は推定。2． ソ連の研究費には，人文科学系の研究費が含まれている。3． イギリスの研究者

数，研究者1人当たり研究変は，産業および政府部門の値で大学等は含まれていない。

(出所） 科学技術庁「科学技術基本データ集」1979年
卜
唾
［



、

先
進
国
入
り
し
た
日
本
が
今
後
推
進
す
べ
き
な
の
は
、
先
進
国
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
大
規
模
な
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
の
第
一
目
標
が
〃
平
和
へ
の
脅
威
を
監
視
で
き
る
技
術
へ
の
挑
戦
〃
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

台
風
の
監
視
、
環
太
平
洋
圏
の
資
源
探
査
、
日
本
列
島
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
た
め
の
宇
宙
開
発
で
あ
る
。

虞
夏
毬
い
０

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
省
資
源
技
術
の
開
発
や
省
資
源
の
た
め
の
社
会
開
発
に
ほ
と
ん
ど
努
力
し
て
こ
な
か
っ
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
し
て
も
、
法
律
、
予
算
の
壁
な
ど
幾
つ
も
の
問
題
が
あ
る
。
政
府
は
、
安
全
保
障
に
役
立
つ

二
、
新
し
い
科
学
技
術
理
念
の
確
立

(2) (1)

平
和
へ
の
脅
威
を
監
視
で
き
る
技
術
へ
の
挑
戦

経
済
社
会
の
安
全
保
障
技
術
へ
の
挑
戦

凸

b

L
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開
発
途
上
国
に
必
要
な
技
術
は
、
Ｅ
・
Ｆ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
そ
の
地
域
性
に
合
っ
た
〃
中

間
技
術
〃
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
口
移
動
を
少
な
く
し
、
多
額
の
資
本
外
貨
を
必
要
と
せ
ず
、
高
度
技
術
の
利
用

を
最
小
限
に
し
、
現
地
の
材
料
の
利
用
と
消
費
を
優
先
す
る
よ
う
な
技
術
で
あ
る
。
日
本
は
、
開
発
途
上
国
に
対

し
て
こ
の
中
間
技
術
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
播
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
国
内
の
国
土
開
発
に
お
い
て
は
、
地

方
文
化
・
経
済
の
条
件
に
適
合
し
、
住
民
が
管
理
で
き
、
生
態
学
的
に
も
健
全
な
技
術
と
し
て
の
〃
適
正
技
術
〃

と
い
う
概
念
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
技
術
と
高
度
技
術
と
の
調
和
を
保
つ
よ
う
努
力
す
る

必
要
が
あ
る
。

技
術
課
題
の
体
系
化
と
計
画
化
の
た
め
に
、
思
い
き
っ
た
予
算
と
時
間
を
か
け
て
、
総
合
的
長
期
計
画
を
練
る
必

要
が
あ
る
。

(4) (3)

技
術
の
社
会
的
容
認
性
へ
の
挑
戦

高
度
技
術
と
中
間
・
適
正
技
術
と
の
調
和
へ
の
挑
戦

d

g
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近
年
の
科
学
技
術
は
、
技
術
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
と
意
志
決
定
過
程
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
に
よ
っ
て
、

社
会
的
容
認
を
得
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
対
し
社
会
が
冷
静

に
対
応
し
、
客
観
的
に
そ
の
受
容
性
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
、
科
学
技
術
の
側
か
ら
積
極
的
対
応
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
デ
ル
フ
ァ
イ
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
計
画
へ
の
市
民
参
加
の
仕
組
み

や
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
形
成
が
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
は
、
斬
新
的
で
機
能
的
な
個
性
的
景
観
の
創
造
を
目
指
し
、
人
間
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
る
も
の
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

三
、
科
学
技
術
政
策
へ
の
提
言

(1) (5)

資
金
調
達
と
官
民
分
担
比
率
の
調
整

心
の
安
ら
ぎ
を
高
め
る
技
術
へ
の
挑
戦
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研
究
開
発
の
資
金
需
要
度
は
、
応
用
研
究
期
か
ら
開
発
期
に
か
け
て
急
増
す
る
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
、
研
究

開
発
費
が
そ
れ
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
弾
力
性
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
な
い
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
っ
て
、
そ
れ

わ
が
国
の
研
究
開
発
投
資
水
準
は
、
こ
れ
ま
で
科
学
技
術
会
議
が
繰
り
返
し
勧
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
民
所

得
比
の
二
・
五
％
に
引
き
上
げ
、
長
期
的
に
は
三
％
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（
日
本
開
発
銀
行
の
ソ
ロ
ー
モ
デ
ル

に
よ
る
試
算
で
は
、
六
％
の
経
済
成
長
を
達
成
す
る
に
は
三
％
必
要
）
。
そ
れ
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
①
他
の
支
出

を
削
っ
て
研
究
開
発
投
資
に
回
す
か
、
も
し
く
は
、
②
〃
科
学
技
術
国
債
〃
を
発
行
す
る
以
外
に
は
な
い
。
こ
の

戦
略
的
選
択
権
の
行
使
を
行
い
得
る
の
は
科
学
技
術
会
議
の
み
で
あ
る
が
、
過
去
の
実
績
か
ら
み
て
こ
れ
だ
け

に
頼
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
等
か
ら
の
〃
外
圧
〃
や
国
民
世
論
に
よ
る
圧
力
に

期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
研
究
開
発
投
資
の
官
民
分
担
比
率
の
調
整
は
、
国
立
試
験
研
究
所
が
弾
力
的
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
民
間
企
業
の
研
究
開
発
費
と
し
て
委
託
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

(2)

研
究
開
発
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
自
由
度
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ま
で
の
成
果
を
相
殺
し
か
ね
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
開
発
資
金
需
要
の
特
性
に
応
じ
た
資
金
調
達
方
式

を
用
意
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
も
な
く
ぱ
、
少
な
く
と
も
資
金
運
用
の
自
由
度
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

わ
が
国
の
技
術
水
準
が
世
界
最
高
水
準
に
近
づ
き
、
部
分
的
に
は
そ
れ
を
越
え
た
現
代
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
直
接
的
資
金
供
与
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
助
成
手
段
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
在
〃
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
発
制
度
〃
に
よ
る
民
間
へ
の
委
託
費
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
工
業
所
有
権
は
、
全
て
国
に
帰
属
し
、
利

用
上
開
発
者
は
優
遇
措
置
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
〃
国
産
技
術
振
興
融
資

と
は
別
枠
で
、
〃
特
許
銀
行
（
仮
称
）
〃
を
新
設
し
、
委
託
費
で
開
発
さ
れ
た
成
果
の
う
ち
工
業
所
有
権
を

設
定
で
き
た
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
日
本
開
発
銀
行
資
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
企
業
化
以
前
の

研
究
開
発
に
融
資
で
き
る
よ
う
に
し
、
独
創
的
な
技
術
の
萌
芽
や
研
究
開
発
の
高
次
段
階
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
道

を
開
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
開
発
投
資
研
究
所
を
併
設
し
て
、
研
究
開
発
投
資
の
動
向
調
整
と
そ
の
投
資

戦
略
の
研
究
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(3)

特
許
銀
行
と
研
究
開
発
投
資
戦
略
の
研
究
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民
間
企
業
の
中
高
年
者
の
中
か
ら
研
究
業
績
の
あ
る
人
材
や
、
研
究
企
画
者
と
し
て
の
経
験
の
深
い
人
材
を
政

府
機
関
で
契
約
に
よ
っ
て
利
用
し
た
り
、
ま
た
発
展
途
上
国
へ
の
技
術
援
助
や
技
術
協
力
の
場
で
活
躍
で
き
る
道

研
究
開
発
活
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
に
は
、
研
究
者
、
開
発
者
の
他
に
優
秀
な
指
導
者
、
調
整
者
お
よ
び
企

画
者
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
研
究
開
発
投
資
分
担
の
増
加
が
要
請
さ
れ
て
い
る
国
の
委
託
研
究
分
野
で

は
、
研
究
公
務
員
の
定
員
の
関
係
上
、
研
究
企
画
機
能
面
で
大
き
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
政
府
と
し

て
は
、
民
間
企
業
の
優
秀
な
研
究
企
画
ス
タ
ッ
フ
の
利
用
方
法
を
考
え
る
と
よ
い
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
よ

う
に
国
立
研
究
所
の
運
営
委
託
方
式
を
採
用
す
れ
ば
、
工
業
所
有
権
の
帰
属
や
優
遇
措
置
に
つ
い
て
の
民
間
企
業

の
不
満
も
解
消
で
き
、
ま
た
政
府
は
民
間
の
優
れ
た
研
究
企
画
能
力
を
参
加
と
い
う
形
で
活
用
で
き
る
。

(5） (4)

中
高
年
研
究
開
発
人
材
の
再
活
用

研
究
企
画
に
対
す
る
民
間
の
参
加
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を
開
け
ば
、
豊
か
な
経
験
が
再
活
用
さ
れ
、
ま
た
日
本
へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
。

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
海
外
で
開
発
さ
れ
た
先
端
技
術
の
導
入
と
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
自
主
技
術
の
開
発
、

そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
人
材
養
成
を
効
率
的
に
実
現
し
て
き
た
。
こ
の
歴
史
的
教
訓
を
環
太
平
洋
圏
を
構
成
す

る
諸
国
に
伝
え
、
よ
り
高
い
成
功
が
得
ら
れ
る
よ
う
応
分
の
国
際
協
力
に
努
め
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
際
的
責
務

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
二
国
間
で
は
な
く
多
国
間
の
協
調
と
協
力
に
よ
る
参
加
方
式
が
望
ま
し
い
。
そ
れ

が
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｄ
構
想
で
あ
る
。

Ａ
ｃ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
目
的
ｌ
環
太
平
洋
圏
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
基
礎
と
な
る
技
術
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
‐
開
発
、

資
源
開
発
体
制
と
運
用
に
つ
い
て
、
新
し
い
技
術
の
国
際
機
関
を
つ
く
り
、
関
係
諸
国
の
個
別
努
力
が
無
駄
に
な

ら
な
い
よ
う
、
開
発
計
画
の
企
画
・
評
価
・
提
案
を
行
う
と
同
時
に
、
そ
の
実
施
の
た
め
の
調
整
・
推
進
を
行

四
、
環
太
平
洋
圏
の
経
済
・
社
会
開
発
へ
の
貢
献

ｌ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｄ
（
ン
の
菌
．
○
の
具
の
局
旦
弓
の
。
言
。
一
．
四
目
３
コ
の
貯
喝

画

且

口

の

く

堅

○

目

〕

①

コ

ュ

構

想

１

１
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う
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
ア
ジ
ア
版
と
し
て
、
環
太
平
洋
経
済
圏
の
繁
栄
の
た
め
の
技
術
的
問
題
解
決
活
動
の

セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
二
十
一
世
紀
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｄ
の
運
営
ｌ
具
体
的
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
各
国
で
協
力
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
~
グ
ル

ー
プ
を
編
成
し
、
参
加
型
の
合
意
の
得
や
す
い
も
の
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
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五
章
国
際
化
時
代
に
お
け
る
教
育
と
文
化

教育研究部会研究会



ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
、
神
と
離
れ
た
純
人
間
的
理
性
を
重
ん
じ
る
思
想
で
あ
り
、
こ
れ
は
エ
ゴ
に
通
じ
や
す

い
。
戦
後
の
教
育
は
日
本
の
伝
統
精
神
を
否
定
し
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
本
理
念
と
し
た
た
め
、
人
間
形

成
と
は
逆
に
人
間
の
腐
敗
・
堕
落
と
い
っ
た
状
況
を
も
た
ら
し
た
。

し
か
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
西
欧
に
お
い
て
は
、
新
鮮
で
活
動
的
か
つ
生
命
力
に
充
実
し
た
新
し
い
空
気
を

導
入
し
、
輝
か
し
い
近
世
を
築
い
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
権
威
を
恐
れ
戦
々
々
と
し
て
い
た
旧
日
本
を
根
底

か
ら
崩
壊
さ
せ
、
自
由
で
平
等
な
空
気
を
も
た
ら
し
た
。

新
し
い
教
育
理
念
を
確
立
す
る
に
あ
た
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
長
所
を
生
か
し
、
そ
の
欠
点
を
厳
し
く
指
摘

太
平
洋
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
教
育
理
念
の
構
想
を
提
唱
す
る
。

一
、
新
し
い
教
育
理
念
の
確
立

(1)

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
限
定
的
受
容
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第丘軍国際化時代における赦育と文化

犠
牲
奉
公
や
無
私
の
精
神
は
、
実
に
崇
高
な
精
神
で
あ
る
が
、
何
に
対
し
て
犠
牲
奉
公
で
あ
り
無
私
で
あ
る
か

が
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
に
お
い
て
は
そ
の
対
象
が
国
家
で
あ
っ
た
た
め
、
破
壊
的
な
作
用
を
及
ぼ

し
て
し
ま
っ
た
。

国
家
至
上
主
義
の
時
代
は
去
り
、
今
や
国
際
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
共
産
主
義
の
侵
略
を
食

社
会
の
構
造
は
、
利
己
と
利
他
の
二
つ
の
矛
盾
す
る
原
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
利
己
の
原
理
に
基
づ
く
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
対
し
、
利
他
を
原
理
と
し
た
日
本
古
来
の
犠
牲
奉
公
、
無
私
の
精
神
を
再
認
識
・
再
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
、
高
度
な
知
性
が
こ
れ
を
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

し
、
正
し
く
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

(3) (2)

国
家
至
上
主
義
か
ら
自
由
世
界
主
義
へ

無
私
の
日
本
精
神
の
知
性
的
復
権
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日
本
の
伝
統
的
な
人
間
形
成
は
、
「
公
」
を
優
先
し
「
私
」
を
斥
け
る
と
い
う
「
公
私
」
の
倫
理
体
系
に
よ
っ

て
な
さ
れ
、
公
生
活
に
お
い
て
は
「
公
に
よ
る
私
の
否
定
」
、
私
生
活
に
お
い
て
は
「
道
に
よ
る
私
の
否
定
」
、

こ
の
二
つ
が
複
合
的
に
作
用
し
あ
っ
て
、
「
無
私
」
が
す
べ
て
を
越
え
る
徳
目
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
以
降
、
日
本
は
西
欧
の
個
人
主
義
に
触
れ
、
「
私
」
と
「
個
」
を
混
合
し
た
ま
ま
で
「
個
の
思

想
」
を
導
入
し
た
た
め
、
日
本
の
精
神
風
土
や
文
化
に
大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
「
無
私
」
の
文
化
的
伝
統
を
強
調
す
る
際
、
そ
の
対
象
は
、
「
天
」
あ
る
い
は
「
絶
対
的
真
理
」

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
偏
狭
な
国
粋
主
義
と
区
別
す
る
た
め
の
重
要

い
止
め
、
自
由
世
界
を
基
盤
に
し
た
一
つ
の
世
界
を
創
造
す
る
た
め
、
自
由
世
界
主
義
に
通
じ
る
犠
牲
奉
公
、
無

私
の
精
神
を
教
育
の
理
念
に
導
入
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

二
、
期
待
さ
れ
る
日
本
人
像

(1）

伝
統
的
精
神
文
化
を
理
解
す
る
日
本
人
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WWi蹴国際化時代における教ffと文化

世
界
の
国
際
化
の
潮
流
か
ら
も
日
本
の
国
際
的
地
位
か
ら
も
、
日
本
人
の
国
際
化
は
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。

国
際
的
に
も
つ
と
開
か
れ
た
日
本
人
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
人
は
、
諸
外
国
の
先
進
文
化
を
摂
取
し
て
き
た
が
、
現
在
で
は
科
学
技
術
に
お
い
て
世
界
最
高

の
水
準
に
達
し
て
お
り
、
自
ら
創
造
・
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
創
造
的
頭
脳
の
開
発

は
、
天
然
資
源
の
稀
少
な
日
本
に
と
っ
て
有
力
な
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
創
造

的
・
問
題
解
決
型
の
人
間
が
望
ま
れ
る
。

な
観
点
で
あ
る
。

(3) (2)

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
日
本
人

問
題
処
理
型
の
日
本
人
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家
庭
と
は
、
自
分
と
違
う
相
手
に
出
会
い
、
そ
れ
か
ら
刺
激
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
自
己
が
形
成

さ
れ
る
と
い
う
人
間
形
成
の
最
も
基
本
的
な
基
盤
で
あ
る
。
他
と
干
渉
し
合
わ
な
い
と
の
美
名
の
も
と
で
自
己
を

絶
対
化
す
る
状
況
は
、
健
全
な
家
庭
と
は
言
い
難
い
。
相
手
を
前
提
と
し
て
初
め
て
自
分
自
身
で
あ
り
得
る
と
い

う
健
全
な
発
想
を
持
つ
こ
と
。
ま
た
、
親
、
子
、
孫
の
三
世
代
家
庭
が
望
ま
し
い
。

以
上
に
述
べ
た
新
し
い
教
育
理
念
と
期
待
さ
れ
る
日
本
人
像
を
踏
ま
え
、
次
に
具
体
的
な
教
育
改
革
の
提
言
を

行
う
。

三
、
教
育
改
革
へ
の
提
言

(2) (1）

初
等
・
中
等
教
育

家
庭
教
育
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第五章国際化時代における教育と文化

文盲率

国 名 ％ 調査年 ％調査年 国 名

9）

ブラジル
9）

0．7ペル ー

アジア
1）

日 本
2）

イスラエル

イ ラ ク

イ ン ド
3)4）

インドネシア
5）

韓 国

70 33．6

70 61 38．9

61 158ヨーロッパ
2）

73.7 イタリア65 61 ３

９

４

●
●
●

９

９

３

72.2スペイ ン
2）

40．4フランス

61 70

71 46

12．4ポルトガル70 60 37．2

タ イ
6）

パキスタン
3）

フィリピン
7）

ベトナム

70 21.4|アフリカ

81.2｜アルジェリア61 66 81．2

16.6エジプト
10）

35.5ザイール
1）

70 60 73．7

60 55～58

56

52～53

60

70

84.6

95.6

88.5

59.7

0．3

北アメリカ
2)3）

アメ リカ

メキシコ

南アメリカ

アルゼンチン

ダン
1011)12）

Eリア
13）

リカ

エ卜

スー

59

70

2．21ナイジ禿

25.81南アブ

ソビエ

70 1 7．4

(注） 文盲とは読むまたは書く能力がないもので、半文盲（銃むこと

が出来るが書くことが出来ないもの）は文盲人口に含まれる。

文盲率とは15歳以上人口100に対する文盲人口の馴合である。
1）未靴学卒。 2） 14歳以上｡'3） 10歳以上｡4）西イリアンを
除く。5）外国人を除く。6）カシミール、辺境地域、外国人
及び遊牧民を除く。 7）北ベトナムのみ。12歳以上。8）アラ
スカ及びハワイを除く。9）未開地に住むインディアンを除く。
10）アフリカ人のみ。11) 7歳以上。12)西カメルーンを含む。
13）パンフ一族のみ。

UN「人口統叶年鑑1970,73年
国際統制･要覧

(資料）
(出所）
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三

大
学
の
大
衆
化
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
教
育
内
容
を
整
理
し
、
実
際
の
生
活
・
社
会
を
指
導
で
き
る
よ
う
な
知

識
・
技
術
の
修
得
の
場
と
す
る
。

①
外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
機
器
を
導
入
し
、
完
全
な
能
力
別
授
業
と
す
る
。

②
教
養
と
専
門
に
捉
わ
れ
ず
、
課
題
処
理
能
力
を
高
め
る
教
育
を
行
う
。

③
ど
こ
の
大
学
で
い
つ
学
ん
で
も
、
単
位
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

経
験
的
・
発
見
的
学
習
は
、
人
間
で
あ
る
教
師
に
よ
る
の
が
望
ま
し
く
、
機
械
的
な
記
憶
や
反
復
練
習
に
は
教

育
機
器
の
導
入
を
勧
め
る
。
中
等
教
育
は
六
年
間
を
一
つ
に
し
、
授
業
に
つ
い
て
も
大
幅
な
選
択
性
を
導
入
し
て

能
力
に
応
じ
た
段
階
別
、
選
択
別
の
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

四
、
教
育
と
文
化
の
国
際
化

(3）

高
等
教
育
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第ji章国際化時代における救育と文化

高等教育の国際比較

壷国 名 進学率 該当年齢 在学者数 在学率

①38．3 p

2,134,989
①33．4日 本

一一

アメリカ

18～21

45.2 18～24 9,731,431 35.2

イギリス 20.3 18～20 456,358 19.4

②24．5フランス 18～22 1,057,300 25.4

西ドイツ 19.8 19～22 789,705 23.3

(愉考)進学率一高難繍徽
（日本の入学者数には浪人を含む）

在学率＝高等教育機関の在学者数
該当年齢人口

（注)①1977年､②1976年、他は1975年。
(出所） 「教育指標の国際比較」文部省昭和53年版
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日
本
は
、
世
界
的
な
場
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
の
教
育
、
文

化
は
積
極
的
に
国
際
化
す
る
方
向
で
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
化
は
知
識
的
な
把
握
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
を
体
験
し
体
得
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
全
人
的
に
訓
練
す
る
の
で
な
け
れ
ば
身
に
つ
か
な
い
。
こ
の
意
味
で
、

常
時
数
十
ヵ
国
の
異
国
人
が
生
活
を
共
に
し
、
国
際
的
相
互
理
解
を
訓
練
す
る
場
と
し
て
「
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
を
提
案
す
る
。

さ
ら
に
太
平
洋
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
「
太
平
洋
大
学
」
描
想
を
提
唱
す
る
。
こ
の
目
的
は
、
二
十
一
世

紀
の
新
し
い
文
化
の
可
能
性
を
探
り
、
環
太
平
洋
文
化
の
開
発
・
発
展
と
、
太
平
洋
共
同
体
社
会
形
成
の
た
め
の

人
材
育
成
に
あ
る
。
こ
の
大
学
は
、
言
語
教
育
、
基
礎
的
な
学
際
的
地
域
研
究
、
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
の
三
つ
の

学
群
か
ら
成
る
。
付
属
機
関
と
し
て
、
デ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
、
各
種
研
究

機
関
を
設
置
す
る
。
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章
マ
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提
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「
新
聞
の
自
由
」
と
は
、
「
意
見
・
表
現
の
自
由
」
と
「
情
報
の
自
由
」
を
合
わ
せ
た
も
の
を
い
う
。
そ
の
意

味
で
「
新
聞
の
自
由
」
は
、
本
来
、
国
民
の
各
個
人
に
属
す
る
自
由
で
あ
っ
て
、
新
聞
企
業
に
属
す
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
よ
う
に
複
雑
な
社
会
で
は
、
個
人
で
情
報
を
集
め
る
こ
と
も
、
自
分
の
意
見
を
広
く
伝

達
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
大
部
分
の
人
は
、
そ
の
た
め
の
手
段
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
に
代
行
し
て
も
ら
う
よ
り
仕
方
が
な
い
。
従
っ
て
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
新
聞
は
、
読
者
が
自
由

に
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
の
に
役
立
つ
材
料
を
提
供
し
、
ま
た
国
民
の
多
様
な
意
見
が
反
映
す
る
も
の
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

一
、
報
道
の
原
則

(2) (1)

国
家
機
密
と
報
道
の
自
由
と
の
関
係

新
聞
の
自
由
と
は
基
本
的
な
個
人
の
権
利
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第六章マスコミへの提言

日
本
の
新
聞
は
、
あ
る
意
図
の
下
に
情
報
を
操
作
し
、
読
者
の
意
見
を
誘
導
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
た
と

え
平
和
の
た
め
と
い
う
信
念
の
下
に
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
る
と
し
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

新
聞
の
自
由
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
代
行
す
る
新
聞
企
業
は
、
原
則
的
に
は
読
者
に
奉
仕
す
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
交
や
防
衛
に
関
す
る
事
柄
の
中
に
は
、
秘
密
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が

あ
る
の
で
、
新
聞
は
何
を
書
い
て
も
良
い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
国
家
の
利
益
・
目
的
に
反
し
、
こ
れ
を
著
し
く

害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
報
道
す
べ
き
で
は
な
い
。

二
、
日
本
の
新
聞
界
の
現
状

(2) (1）

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
弊
害

読
者
誘
導
型
の
報
道
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新
聞
が
大
発
行
部
数
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
お
も
し
ろ
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
平
均
水
準
の
大
衆
に
と
っ

て
、
お
も
し
ろ
い
記
事
と
は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
記
事
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
事
を

作
る
た
め
に
新
聞
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
加
工
し
脚
色
す
る
。
こ
の
種
の
報
道
が
も
た
ら
す
社
会
的
害
悪
は
、
故
意
の

情
報
操
作
に
劣
ら
ず
大
き
い
場
合
が
あ
る
。

読
者
が
自
由
に
自
主
的
に
判
断
し
、
意
見
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
新
聞
に
多
様
性
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
の
新
聞
は
、
個
々
の
新
聞
と
し
て
は
一
つ
の
方
向
の
意
見
で
全
紙
面
が
統
一
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
新

聞
界
全
体
と
し
て
も
著
し
く
多
様
性
に
欠
け
る
。

日
本
の
国
際
報
道
に
は
、
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
真
実
の
歪
曲
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
韓
国

(3)(4)

意
見
の
多
様
性
に
欠
け
る
新
聞

ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
国
際
報
道
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鞠,‘,素マスJミヘの提巌

自
己
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
新
聞
を
「
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
」
か
ら
「
開
か
れ
た
も
の
」
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
各
新
聞
社
間
で
人
的
交
流
を
図
る
、
②
新
聞
界
以
外
か
ら
人
材
を
積
極
的
に
導
入
す
る
、

⑨
昇
人
を
導
入
す
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

で
の
自
由
の
圧
迫
・
人
権
抑
圧
の
問
題
は
大
々
的
に
、
し
か
も
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、

そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
苛
酷
な
北
朝
鮮
、
あ
る
い
は
文
革
当
時
の
中
国
の
人
権
抑
圧
は
全
然
報
道
し
な
い
。
国
際
理

解
を
助
長
す
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
真
実
の
国
際
報
道
が
必
要
で
あ
る
。

新
聞
の
巨
大
な
情
報
量
と
繰
り
返
さ
れ
る
主
張
の
前
に
、
国
民
が
心
理
的
に
圧
倒
さ
れ
る
危
険
は
常
に
存
在
す

る
。
従
っ
て
言
論
に
も
権
力
と
同
様
、
チ
ェ
ッ
ク
．
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

三
、
新
聞
改
革
へ
の
提
言

(1)

新
聞
の
自
己
改
革
案
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新
聞
の
偏
向
に
対
し
て
、
社
会
の
側
か
ら
の
批
判
を
活
発
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①
ミ
ニ
コ
ミ
な
ど
に
よ

る
新
聞
批
判
を
積
極
的
に
展
開
す
る
、
~
②
新
聞
の
抱
え
る
諸
問
題
を
徹
底
的
に
研
究
す
る
機
関
を
設
置
す
る
、
③
新

聞
公
害
に
対
す
る
社
会
的
救
済
機
関
を
設
置
す
る
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
民
間
機
関
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

「
自
由
な
政
府
」
は
、
自
国
の
自
由
を
守
る
た
め
、
時
と
し
て
「
自
由
」
を
制
限
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
し
か

し
、
理
論
上
そ
う
あ
り
得
て
も
、
現
実
に
は
政
府
は
「
自
由
を
守
る
」
と
い
う
大
義
名
分
を
乱
用
し
て
、
結
果
的
に

「
自
由
」
を
封
殺
す
る
こ
と
も
あ
る
。

従
っ
て
、
「
自
由
な
新
聞
へ
の
道
」
は
、
新
聞
社
側
の
自
己
改
革
の
努
力
と
、
社
会
的
批
判
と
の
間
の
良
き
循

(2)(3)

社
会
的
批
判
の
強
化
策

政
府
に
よ
る
規
制
の
是
非
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第,‘《亜マスコミへの拙；

図書出版点数、新聞発行部数、テレビ台数(1975年）
II刊新聞 テレ ビ

旧j行脚沸

点 散 苑け部数
単位千

人'’千人
』iり部救 台数皐鼎

人'’千人
出iり台敦

伽瀬

11 牟

韓 伺

中 側

インドネシア

イ ン ド

イ スラエル

サウジアラビア

※57.艶0

6･010

※ 526

1禰

26,(BO

※1．619

△鍬）

3(X）
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環
作
用
に
よ
っ
て
開
拓
し
て
い
く
以
外
に
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
民
主
主
義
国
に
ふ
さ
わ
し
い
道
で
あ
ろ
う
。

テ
レ
ビ
は
、
戦
後
世
代
の
人
々
の
思
考
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
テ
レ
ビ
世
代
の
人
々
は
、

多
く
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
が
体
系
的
に
整
理
し
て
い
な
い
。
斬
新
な
発
想
が
で
き
る
が
、
衝
動
的
に
な
り
や
す

い
。
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
が
情
緒
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
元
来
日
本
人
は
情
緒
的
体
質
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
特
に
テ
レ
ビ
の
影
響
を
無
視
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

考
慮
す
べ
き
第
一
点
は
、
世
論
形
成
に
対
す
る
テ
レ
ビ
の
影
響
力
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
未
来
の
創
造
に
関
し

て
で
あ
る
。
未
来
は
論
理
の
世
界
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
時
代
の
人
間
に
は
不
得
手
で
あ
る
。
先
進
国
模
倣
の
時
代
が

終
わ
り
、
独
自
な
未
来
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

四
、
テ
レ
ビ
時
代
へ
の
対
応
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第
七
章
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
達
成
の
要
請
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
使
命

日本の国家目標を考える第一回国民会議(1978, 5）



太
平
洋
時
代
を
迎
え
、
日
本
は
国
際
化
時
代
の
真
只
中
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
政
治
、
社
会
、
風
土
は
、

国
際
化
の
波
に
対
応
し
得
ず
、
国
民
は
国
際
感
覚
が
著
し
く
欠
如
し
て
い
る
。
日
本
は
国
際
社
会
に
開
か
れ
た
民

族
倫
理
を
確
立
し
、
国
民
一
人
一
人
が
、
明
日
の
世
界
と
日
本
の
運
命
を
考
え
て
生
き
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

政
治
家
は
選
挙
に
落
選
し
、
議
席
を
失
え
ば
直
ち
に
政
治
家
で
な
く
な
る
。
故
に
政
治
家
は
、
選
挙
中
心
に
も

の
を
考
え
、
選
挙
中
心
に
行
動
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
論
に
迎
合
す
る
だ
け
で
、
勇
気
や
能
力
の

欠
如
し
た
人
は
政
界
か
ら
退
い
て
ほ
し
い
。
政
治
家
は
自
ら
の
力
に
自
信
を
持
ち
、
日
本
国
民
の
英
知
を
信
頼
し
、

一
、
国
民
及
び
各
界
へ
の
要
請

(2) (1)

国
民
へ
の
要
請

政
界
へ
の
要
請
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耐蝉ナショナル・ｺｰﾙ進成の要請とアカデミーの使命

日
本
の
官
界
は
極
め
て
優
秀
で
あ
る
が
、
最
近
憂
う
べ
き
傾
向
と
し
て
公
務
員
の
能
力
低
下
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
原
因
は
官
僚
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
民
主
主
義
」
と
か
「
国
政
調
査
権
」
と
か
の
理
由
で
、
公
務
員

を
勝
手
に
呼
び
つ
け
、
無
理
な
圧
力
を
か
け
る
政
治
家
に
原
因
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
官
僚
自
体
も
っ
と
自
信

を
持
ち
、
政
治
家
に
よ
る
不
当
な
干
渉
を
は
ね
つ
け
る
勇
気
を
待
つ
こ
と
を
望
む
。

敗
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
日
本
を
経
済
大
国
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
の
は
、
日
本
の
経
済
人
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
表
す
べ
き
で
あ
る
。

国
民
に
真
実
を
語
り
、
国
民
に
苦
言
を
呈
し
、
世
論
に
追
従
す
る
の
で
は
な
く
進
ん
で
世
論
を
形
成
す
べ
き
で
あ

ス
》
。

(3）(4)

財
界
へ
の
要
請

官
界
へ
の
要
請
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し
か
し
、
今
や
古
い
時
代
は
去
り
、
新
し
い
文
明
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
良
か
れ
悪
し
か
れ
、
「
経

済
の
原
理
」
が
独
り
歩
き
す
る
時
代
は
終
了
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
」
で
は
、
「
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
」
の
目
的
す
ら
達
せ
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
経
済
人
に
対
し
て
新
文
明
の
本
質
を

良
く
理
解
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

従
来
の
労
働
運
動
は
、
対
立
的
・
闘
争
的
世
界
観
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動

は
、
労
働
者
の
人
間
的
向
上
、
特
に
そ
の
内
面
生
活
の
充
実
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
界
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
図
を
良
く
理
解
し
、
新
し
い
文
明
の
創
造
の
た
め
努
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
望
す

↓
Ｑ
ｃ

(5)(6)

労
働
界
へ
の
要
請

教
育
界
へ
の
要
請
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ｺｰﾙ進成の鍵#とアカデミーの使命鞆･上童ナショナル

日
本
の
宗
教
界
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
各
宗
教
、
各
教
団
、
各
種
の
教
派
に
分
か
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
伝

統
に
甘
え
既
得
権
の
上
に
安
住
し
、
社
会
の
進
展
な
ど
に
は
全
く
無
関
心
な
グ
ル
ー
プ
と
、
宗
教
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
政
治
結
社
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
世
俗
化
し
た
グ
ル
ー
プ
と
が
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
、
宗
教
家
と
し
て
の
良
心
を
取
り
戻
す
こ
と
を
要
請
し
、
第
二

の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
、
宗
教
を
世
俗
に
従
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
信
じ
て
い
る
宗
教
の
本
質
を
再
検
討
し
、

そ
の
立
場
か
ら
社
会
に
対
す
る
宗
教
の
責
任
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

戦
前
の
教
育
は
古
来
の
日
本
精
神
に
依
存
し
過
ぎ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
無
視
し
た
結
果
、
個
性
の
抑
圧
、
人

権
の
歪
曲
化
の
弊
害
を
も
た
ら
し
た
。
戦
後
の
教
育
は
、
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
を
強
調
し
過
ぎ
た
結
果
、
人
間
に
内

在
す
る
「
た
め
に
生
き
る
喜
び
」
を
弾
圧
し
、
エ
ゴ
一
点
張
り
の
人
間
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
軸
と
す
る
「
教
育
基
本
法
」
を
再
検
討
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
理
念
と
教
育
姿

勢
を
確
立
す
る
こ
と
を
広
く
教
育
界
に
要
望
す
る
。

(7)

宗
教
界
へ
の
要
請

189



わ
れ
わ
れ
世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
が
、
今
回
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
設
定
の
た
め
の
学
際
的
研
究
に
着
手
し

た
の
は
、
国
家
の
基
本
的
方
向
と
安
全
に
関
す
る
国
民
的
合
意
の
形
成
の
必
要
を
痛
感
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
す
で
に
日
本
を
め
ぐ
る
客
観
情
勢
は
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
日
本
国
民
の
国
際
感
覚
の
欠
如
、
安
保
痴
呆
症

は
放
置
し
得
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
き
て
い
る
。
心
あ
る
国
民
の
多
く
は
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
基
本
戦
略
の
確

立
を
強
く
要
望
し
て
お
り
、
国
民
的
合
意
形
成
に
向
け
て
の
具
体
的
行
動
の
呼
び
か
け
を
鶴
首
し
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
う
し
た
国
民
の
声
に
応
え
て
研
究
・
教
育
、
さ
ら
に
は
世
論
形
成
の
側
面
か
ら
、
八
○
年
代
に
お
け
る

わ
が
国
の
総
合
的
国
力
の
増
強
を
目
標
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
設
定
に
関
し
て
努
力
し
て
き
た
わ
け
で

今
柄
｝
↓
〈
》
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
ず
、
国
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
国
民
的
合
意
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
次
の

課
題
は
、
そ
の
実
質
と
な
る
総
合
的
な
国
力
を
増
強
す
る
具
体
的
方
途
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が

八
○
年
代
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
の
具
体
的
内
容
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
使
命
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蘭-蝉ナショナルゴール達成の灘#とアカデミーの使命

わ
れ
わ
れ
は
、
基
本
戦
略
と
し
て
、
日
本
が
保
有
す
る
経
済
、
科
学
技
術
、
人
材
開
発
の
諸
面
に
お
け
る
優
位

を
、
八
○
年
代
も
引
き
続
き
保
持
出
来
る
よ
う
万
端
の
諸
施
策
を
誰
ず
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
は
そ

の
基
礎
と
な
る
研
究
・
調
査
、
人
材
育
成
の
面
で
具
体
的
な
提
言
を
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
七
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
の
日
本
の
大
学
の
混
乱
は
、
基
礎
研
究
の
恐
る
べ
き
停
滞
と

人
材
育
成
の
空
白
を
生
み
、
こ
れ
が
大
学
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
失
う
原
因
と
な
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

日
進
月
歩
の
科
学
技
術
文
明
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
高
い
知
性
の
責
任
が
一
層
重
大
と

な
っ
て
い
る
。
今
日
の
日
本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
大
き
な
混
乱
が
見
ら
れ
る

の
も
、
こ
の
知
性
の
頽
廃
に
よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
大
学
紛
争
以
来
の
学
問
的
停
滞
や
大
学
の
荒
廃
こ
そ
、
日
本
の
将
来
を
危
う
く

す
る
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
大
学
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
て
学
問
研

究
や
人
材
育
成
の
実
を
挙
げ
、
時
代
の
指
南
車
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
今
後
も
継
続

し
て
大
学
改
革
に
も
種
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。
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去
る
六
月
十
五
日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
二
国
際
化
時
代
と
日
本
’
十
年
後

の
国
家
目
標
ｌ
』
）
を
出
版
し
た
。
以
後
、
初
版
な
ら
び
に
第
二
版
は
一
ヵ
月
余
り
で
た
ち
ま
ち
売
り
切
れ
、
現

在
は
第
三
版
を
準
備
中
で
あ
る
。

こ
の
間
、
本
報
告
書
に
対
し
て
「
難
問
中
の
難
問
’
八
○
年
代
生
き
残
り
の
道
ｌ
に
挑
戦
し
た
勇
気
と
努
力
に

ま
ず
敬
意
を
表
し
た
ど
「
日
本
と
世
界
に
対
す
る
憂
国
の
心
情
が
に
じ
み
出
て
い
る
」
「
読
み
や
す
く
、
心
引

き
つ
け
る
内
容
」
「
日
本
は
お
ろ
か
、
世
界
的
に
混
迷
・
混
乱
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
極
め
て

有
意
義
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
々
、
数
多
く
の
激
励
を
各
界
の
著
名
な
方
々
よ
り
い
た
だ
い
た
。

わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
中
で
得
た
最
大
の
収
穫
は
、
世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ

ー
内
外
の
二
千
名
に
も
及
ぶ
学
者
の
協
力
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
日
本
で
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
、
今
後
も
重
大
な
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
学
者
の
協
力
に
、
自
信
を
得
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

本
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
に
と
っ
て
国
際
化
が
如
何
に
切
実
な
課
題
で
あ
る
か
と
い
う
認
識
も
深
め
た
。
日
本
は
、

あ
と
が
き
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歴
史
上
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
国
際
化
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
の
成
否
が
日
本
の
生
存

を
左
右
す
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

最
近
の
国
際
情
勢
は
、
わ
れ
わ
れ
の
情
勢
分
析
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
事
件
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、

政
界
・
言
論
界
で
も
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
沿
う
よ
う
な
方
向
で
の
論
議
が
華
々
し
く
登
場
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
本
会
で
は
、
こ
の
秋
よ
り
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
へ
の
提
一
言
と
題
す
る
全
国
各
地
で
の
、
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
今
後
新
た
な
国
際
共
同
プ
ロ
》
ン
エ
ク
ト
の
企
画
、
さ
ら
に
、
「
季
刊
ア
カ
デ
ミ
ー
』
等

の
出
版
物
を
通
じ
て
、
ナ
、
ン
ヨ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究
見
直
し
の
作
業
を
進
め
て
い
る
。
明
年
度
に
は
こ
れ
ら
の
成

果
を
集
大
成
し
、
一
年
後
に
は
報
告
書
の
改
訂
版
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

読
者
諸
氏
の
積
極
的
な
御
意
見
、
御
批
判
を
お
願
い
す
る
。

一
九
七
九
年
九
月
二
十
八
日

世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー

事

務

局

長

尾

脇

準

一

郎
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「
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
一

言
世
界
平
和
に
関
す
る
国
際
会
議
」
報
告
書
一

第
三
回
「
ア
ジ
ア
の
危
機
と
新
し
い
希

望

」

（

和

文

一

、

五

○

○

巴

第
五
回
「
平
和
の
戦
略
」

（

英

文

二

三

○

頁

一

、

五

○

○

円

）

第
八
回
「
太
平
洋
の
時
代
」

（

英

文

六

五

○

頁

二

、

九

○

○

巴

第
五
六
号
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究

の

た

め

に

（

Ｉ

。

Ⅱ

）

第
十
号
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究

の

手

引

き

第
十
一
号
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ゴ
ー
ル
研
究

プ

ロ

ジ

エ

ク

ト

第

一

レ

ポ

ー

ト

ア
カ
デ
ミ
ー
選
書

「
国
際
化
時
代
と
日
本

’
十
年
後
の
国
家
目
標
ｌ
』

（
Ａ
五
版
七
四
二
頁
四
、
八
○
○
巴

各
二
百
円
）

言

学

際

研

究

二

客

千

円

）

第
十
二
号
「
国
家
の
安
全
と
無
塾
育

ｌ

中

間

報

告

会

報

告

書

ｌ

」

第
士
一
喜
「
変
り
ゆ
く
世
界
に
お
け
る
絶

対

的

価

値

の

探

究

」

（

第

六

回

科

学

の

統

一

に

関

す

る

国

際

会

鞭

）

第
十
四
号
「
既
存
の
価
値
の
再
評
価
と
絶

対

的

価

値

の

探

究

」

（

第

七

回

科

学

の

統

一

に

関

す

る

国

際

会

遥

第
十
五
号
「
中
進
国
の
一
モ
デ
ル
と
し
て

の

韓

国

」

（

第

九

回

世

界

平

和

に

関

す

る

国

際

会

謹

●
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
創
立
記
念
号
）

ｌ

ア

カ

デ

ミ

ー

は

何

を

な

す

べ

き

か

．

他

Ｉ

（

五

百

円

）

②
一
九
七
七
年
の
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保

障
を
考
え
る
（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

書
、
日
英
版
各
一
、
五
○
○
円
）

－

（声

ツ季
ｸリ
・力
,オデ
パミ
・ ’
1 催上

『季刊ア

バック

〔
第
九
画
冨

（
第
十
号
〕

〔
第
十
言
芭

〔
第
士
言
芭

（
第
十
三
量

〔
第
十
四
口
重

寄
手
十
五
画
三

〔
第
十
六
量

〔
第
十
七
亘
筥

〔
創
刊
号
〕

〔
第
二
号
〕

〔
第
三
号
〕

〔
第
四
号
〕

〔
第
五
号
〕

〔
第
六
号
〕

〔
第
七
号
〕

〔
第
八
号
〕

近
代
化
を
考
え
る

平
和
を
考
え
る

幸
福
と
福
祉
を
考
え
る

ア
メ
リ
カ
を
考
え
る

価
値
の
世
界
と
日
本
人

人
口
・
食
糧
・
資
源
問
題

共
産
圏
の
現
状
と
自
由
圏
の
対
応

一
九
八
○
年
代
の
日
本
の
安
全
保

障新
文
明
へ
の
展
望

科
学
・
技
術
と
日
本
の
将
来

期
待
さ
れ
る
日
本
人
の
育
成

太
平
洋
の
時
代
（
上
）

太
平
洋
の
時
代
（
下
）

宗
教
と
科
学
の
接
点

戦
後
教
育
の
レ
ビ
ュ
！

情
報
未
来
学
か
ら
見
た
マ
ス
コ
ミ

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
日
本
の
対
応

（

罰

）

（
各
六
百
～
七
百
円
）



世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
と
は

現
代
は
文
明
全
体
の
危
機
の
時
代
で
あ
り
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
対
立
と
相
剋
が
激

化
し
て
い
る
。

い
ま
や
世
界
の
新
し
い
秩
序
を
職
築
し
、
各
民
族
・
各
個
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
を
自

由
に
追
求
で
き
る
よ
う
な
質
の
高
い
平
和
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
最
も
緊
急
な
課
題
で
あ
る
。

世
界
平
和
教
授
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
共
通
認
識
を
も
つ
学
者
の
集
団
で
あ
り
、

文
明
論
的
展
望
と
国
際
的
視
野
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
研
究
の
成
果
を
学
術
的
に

結
集
し
て
、
新
し
い
〃
平
和
の
学
問
〃
の
創
造
に
挑
戦
し
て
い
る
。
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－

~
世
界
平
和
教
授
ァ
典
て
、
Ｔ
編

松
下
正
寿
監
修

’
国
際
化
時
代
と
日
本

帥
年
代
へ
の
対
応

’
●
鎖
国
状
態
に
あ
る
日
本
の
教
育
と
文
化
●
国
際
化
時
代
に
適
応
す
る
政
治
・
外
交
●
日
本
の
総
合
安
全
保
障
政
策
●
国
際
化
時
代
に
お
け
る
教
育
と
文
化

●
新
し
い
教
育
理
念
の
確
立

'|llllllllll
''’II1111

●
新
し
い
防
衛
哲
学
の
確
立

●
日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境

●
文
化
・
伝
統
に
根
ざ
す
国
家
目
標
●
太
平
洋
経
済
統
合
の
推
進
●
安
全
保
障
と
し
て
の
東
西
経
済
交
流

●
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定

●
文
明
史
か
ら
見
た
創
世
紀
の
展
望
●
外
交
政
策
へ
の
提
言
●
集
団
安
全
保
障
体
制
へ
の
提
言

●
共
存
の
た
め
の
経
済
政
策

●
共
存
の
た
め
の
経
済
戦
略
●
政
治
に
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
か

●
日
本
経
済
の
安
全
保
障
●
行
政
と
司
法
の
望
ま
し
い
関
係

●
新
し
い
経
済
理
念
の
確
立
●
世
界
平
和
の
た
め
の
科
学
技
術
政
策

●
今
後
旭
年
間
の
日
本
の
生
き
残
り
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